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は じ め に

　神
か な が わ け ん

奈川県には、約
やく

16 万
まん

8 千
せんにん

人・161 か国
こく

・地
ち い き

域の外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が暮
く

らしており（2011 年
ねん

12

月
がつまつじてん

末時点・神
かながわけんこくさいかしら

奈川県国際課調べ）、2011 年
ねん

の統
とうけい

計では前
ぜんねん

年と比
ひか く

較して約
やく

3,500 人
にん

の減
げんしょう

少となっている

ものの、1990 年
ねん

と比
くら

べて約
やく

2.2 倍
ばい

（1990 年
ねん

・約
やく

７万
まん

７千
せんにん

人）、10年
ねんまえ

前の約
やく

1.2 倍
ばい

（2001 年
ねん

・約
やく

13

万
まん

5 千
せんにん

人）と長
ちょうきてき

期的に見
み

て増
ぞうかけいこう

加傾向にあり、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の定
ていじゅうか

住化の傾
けいこう

向は顕
けんちょ

著です。

　このような状
じょうきょう

況において神
かながわけ ん

奈川県では、1989年
ねん

に外
がいこくじんそうだんまどぐち

国人相談窓口を設
せっち

置し、以
いらい

来、県
けんない

内の行
ぎょうせいきかんなど

政機関等

に外
がいこくじんそうだんまどぐち

国人相談窓口が設
せっち

置され、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の相
そうだんたいおう

談対応にあたっています。加
くわ

えて、通
つうやく

訳・翻
ほんやく

訳ボラン

ティア制
せいど

度の運
うんよう

用、国
こくさいこうりゅう

際交流ラウンジなどの地
ちいき

域の拠
きょてん

点の整
せいび

備や日
にほんごきょうしつ

本語教室の支
しえん

援など、公
こうてききかん

的機関によ

る支
しえん

援も徐
じょじょ

々に充
じゅうじつ

実してきています。また、県
けんない

内においては多
おお

くのNGO/NPOが、相
そうだんかつどう

談活動、コミュ

ニティづくり、自
じり つ し え ん

立支援など課
かだいかいけつ

題解決のためのプログラムを実
じっ し

施しており、約
やく

200 の日
にほんごきょうしつ

本語教室・

学
がくしゅうほしゅうきょうしつ

習補習教室が開
かいさい

催され、同
どうこくじん

国人を中
ちゅうしん

心とする外
がいこくじん

国人コミュニティの相
そうごふじょかつどう

互扶助活動なども含
ふく

めて、

県
けんみんかつどう

民活動が非
ひじょう

常に盛
さか

んに行
おこな

われています。

　当
とうざいだん

財団では、2010 年
ね ん ど

度、財
ざいだんほうじんじちたいこくさいかきょうかい

団法人自治体国際化協会からの助
じょせい

成を受
う

け、「多
た ぶ ん か

文化ソーシャルワー

ク検
けんとうじぎょう

討事業」を実
じっ し

施し、複
ふくざつ

雑・多
た よ う か

様化する外
がいこくせきけんみん

国籍県民が直
ちょくめん

面している生
せいかつじょう

活上の課
かだ い

題を解
かいけつ

決する態
たいせい

勢の

現
げんじょう

状を調
ちょうさ

査し、今
こんご

後の外
がいこくせきけんみん

国籍県民に対
たい

する総
そうごうてき

合的な支
しえん

援のあり方
かた

を検
けんとう

討しました。

　その調
ちょうさけっか

査結果を踏
ふ

まえ、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に対
たい

する総
そうごうてき

合的な支
しえ ん

援の取
とり く

組みを効
こうかてき

果的に推
すいしん

進していくために

は、行
ぎょうせいきかん

政機関、外
がいこくじん

国人コミュニティ、中
ちゅうかんしえんそしき

間支援組織の三
さんしゃ

者が連
れんけい

携を強
きょうか

化していくことが不
ふ か け つ

可欠である

との基
きほんてきにんしき

本的認識のもと、①外
がいこくじん

国人コミュニティの活
かつどうじょうきょう

動状況を更
さら

に詳
しょうさい

細に把
はあ く

握し、②当
とうざいだん

財団や行
ぎょうせいきかん

政機関

が外
がいこくじん

国人コミュニティと具
ぐたいてき

体的にどのような連
れんけい

携を図
はか

っていくことが効
こうかてき

果的なのかを見
みき わ

極めるとと

もに、③県
けんないかくちいき

内各地域の外
がいこくじん

国人コミュニティの存
そんざい

在を広
ひろ

く県
けんみん

民に伝
つた

えることにより、外
がいこくせきけんみん

国籍県民との

相
そうご り か い

互理解を促
そくしん

進していく取
とりく

組みを進
すす

めていくこととしました。

　今
こんねんど

年度は、再
ふたた

び財
ざいだんほうじんじちたいこくさいかきょうかい

団法人自治体国際化協会からの助
じょせい

成を受
う

け、外
がいこくじん

国人コミュニティ（団
だんたい

体としての

形
けいたい

態が整
ととの

っているコミュニティに限
かぎ

らず、同
どうこくじんどうし

国人同士の活
かつどう

動やネットワークも含
ふく

みます）の実
じったい

態とニー

ズを把
はあく

握し、その結
けっか

果を行
ぎょうせいきかん

政機関、NGO/NPO等
とう

、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の支
しえん

援に関
かんけい

係する方
かたがた

々にお伝
つた

えするととも

に、ホスト社
しゃかい

会との相
そうごりか い

互理解を促
そくしん

進し、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の自
じりつ

立と社
しゃかいさんかく

会参画の促
そくしん

進を図
はか

りたいと考
かんが

えました。

　また、3月
がつ

11 日
にち

に発
はっせい

生した東
ひがしにほんだいしんさいご

日本大震災後の外
がいこくじん

国人コミュニティの状
じょうきょう

況、防
ぼうさい

災・減
げんさい

災への取
とり く

組み、

日
にほんしゃかい

本社会への見
みか た

方の変
へんよう

容なども聞
き

き取
と

り、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の定
ていじゅうか

住化・永
えいじゅうか

住化に伴
ともな

う意
いし き

識の変
へんよう

容の一
いったん

端も伝
つた

えられたらと考
かんが

え、本
ほんほうこくしょ

報告書をまとめました。本
ほんほうこくしょ

報告書が、今
こん ご

後、県
けんないかくち

内各地で展
てんかい

開される持
じぞ く か の う

続可能な

多
たぶんかきょうせい

文化共生の地
ちいきしゃかい

域社会かながわづくりの一
いちじょ

助となれば幸
さいわ

いです。

２０１２年
ねん

２月
がつ

財
ざいだんほうじん

団法人かながわ国
こくさいこうりゅうざいだん

際交流財団
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Ⅰ　調
ちょうさがいよう
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１　調
ちょうさ

査について

（１）　本
ほんちょうさ

調査の趣
しゅし

旨と役
やくわり

割

 

　外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に対
たい

する総
そうごうてき

合的な支
しえ ん

援の取
とり く

組みを効
こうかてき

果的に推
すいしん

進していくためには、行
ぎょうせいきかん

政機関、

外
がいこくじん

国人コミュニティ、中
ちゅうかんしえんそしき

間支援組織の三
さんしゃ

者が連
れんけい

携を強
きょうか

化していくことが不
ふ か け つ

可欠であるとの

基
きほんてきにんしき

本的認識のもと、次
つぎ

の 3点
てん

を目
もくてき

的として調
ちょうさ

査を実
じっ し

施した。

①　外
がいこくじん

国人コミュニティの活
かつどうじょうきょう

動状況を更
さら

に詳
しょうさい

細に把
はあ く

握する

②　財
ざいだん

団や行
ぎょうせいきかん

政機関が外
がいこくじん

国人コミュニティと具
ぐたいてき

体的にどのような連
れんけい

携を図
はか

っていくことが

効
こうかてき

果的なのかを見
みきわ

極める

③　県
けんないかくちいき

内各地域の外
がいこくじん

国人コミュニティの存
そんざい

在を広
ひろ

く県
けんみん

民に伝
つた

えることにより、外
がいこくせきけんみん

国籍県民と

の相
そうご り か い

互理解を促
そくしん

進する

　なお、③について本
ほんほうこくしょ

報告書では、3月
がつ

11 日
にち

に発
はっせい

生した東
ひがしにほんだいしんさいご

日本大震災後の外
がいこくじん

国人コミュニティ

の状
じょうきょう

況、日
にほんしゃかい

本社会への貢
こうけん

献を通
とお

して伝
つた

えることにより、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の定
ていじゅうか

住化・永
えいじゅうか

住化に伴
ともな

う

意
いし き

識の変
へんよう

容の一
いったん

端とともに社
しゃかい

会を構
こうせい

成する一
いちいん

員としてのあり方
かた

を考
かんが

える。

　

（２）　調
ちょうさ

査の設
せっけい

計

①　外
がいこくじん

国人コミュニティについての考
かんが

え方
かた

　外
がいこくじんじゅうみんとうじしゃ

国人住民当事者の個
こ じ ん か

人化・多
た よ う か

様化が進
すす

む現
げんじょう

状においては、「コミュニティ」の概
がいねん

念も非
ひじょう

常

にゆるやかに用
もち

いる必
ひつよう

要があると考
かんが

え、本
ほんちょうさ

調査においては、団
だんたい

体としての形
けいたい

態が整
ととの

っている

コミュニティに限
かぎ

らず、同
どうこくじんどうし

国人同士の活
かつどう

動やネットワーク（例
れい

：飲
いんしょくてん

食店、教
きょうかい

会、学
がっこう

校、企
きぎょう

業、

食
しょくざいてん

材店を通
つう

じた人
ひと

づきあい等
など

）も含
ふく

むこととした。

　また、ニューカマー 1 が急
きゅうぞう

増する 90 年
ねんだい

代を経
た

て、定
ていじゅうか

住化の進
しんてん

展と永
えいじゅうけん

住権や日
にほんこくせき

本国籍の

取
しゅとくしゃ

得者の増
ぞう か

加を踏
ふ

まえると、「外
がいこくじん

国人」よりも、移
いじゅうれき

住歴を背
はいけい

景にもつ数
すうせだい

世代からなる「移
いみ ん

民」

という概
がいねん

念を用
もち

いて「移
いみ ん

民コミュニティ」、あるいは団
だんたい

体の場
ばあ い

合「移
いみ ん

民コミュニティ団
だんたい

体」あ

るいは「移
いみん

民コミュニティ組
そしき

織」とした方
ほう

が実
じったい

態に即
そく

した時
じだい

代になってきていることも申
もう

し添
そ

える。

②　調
ちょうさたいしょう

査対象の国
くに

・地
ちい き

域

1　オールド／ニューはあくまでも相
そうたいてき

対的な表
ひょうげん

現であるが、本
ほんちょうさ

調査においては、1980 年
ねんだいいこう

代以降に来
らいにち

日した外
がいこくじんじゅうみん

国人住民を “ ニューカ

マー ”とする。
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　神
かな が わ け ん

奈川県の外
がいこくじんとうろくしゃすうじょうい

国人登録者数上位５か国
こく

・地
ちい き

域（①中
ちゅうごく

国、②韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮、③フィリピン、④

ブラジル、⑤ペルー）を対
たいしょう

象とし実
じっ し

施した。神
かな が わ け ん

奈川県には、インドシナ難
なんみんうけいれ

民受入の経
けい い

緯から

ベトナム、ラオス、カンボジアの方
かたがた

々が多
た す う く

数暮らしているが、次
じ ね ん ど い こ う

年度以降にヒアリング調
ちょうさ

査

を実
じっ し

施することとした。

③　ヒアリング対
たいしょうしゃ

象者の選
せんてい

定の視
して ん

点

　今
こんかい

回の調
ちょうさ

査では、次
つぎ

のことに配
はいりょ

慮して、ヒアリング対
たいしょうしゃ

象者の選
せんてい

定を行
おこな

った。  

・これまでの事
じぎょう

業で培
つちか

ったネットワークを活
かつよう

用すること。

・団
だんたい

体としての組
そしきけいたい

織形態が整
ととの

っていない外
がいこくじん

国人コミュニティも調
ちょうさたいしょう

査対象として含
ふく

めること。

・可
かのう

能な限
かぎ

り地
ちいきてき

域的な広
ひろ

がりを考
こうりょ

慮すること。

④　調
ちょうさきかん

査期間

ヒアリング調
ちょうさじっしきかん

査実施期間：2011 年
ねん

11 月
がつ

～ 2012 年
ねん

1 月
がつまつ

末

⑤　調
ちょうさしゅほう

査手法

　ヒアリング調
ちょうさ

査は、原
げんそく

則として当
とうざいだんしょくいんおよ

財団職員及び調
ちょうさいん

査員の２名
めいいじょう

以上で訪
ほうもん

問し実
じっ し

施した。ボイス

レコーダーで音
おんせい

声の記
きろ く

録を残
のこ

し、記
きろく

録を作
さくせい

成する際
さい

に活
かつよう

用した。作
さくせい

成した記
きろく

録にはヒアリング

対
たいしょうしゃ

象者の求
もと

めに応
おう

じて振
ふ

り仮
が な

名をつけ、文
ぶんしょ

書あるいは面
めんかい

会により内
ないよう

容の確
かくにん

認を行
おこな

った。
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（参
さんこうじょうほう

考情報 1）　神
かながわけんない

奈川県内における外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に関
かか

わる先
せんこうちょうさ

行調査

　神
か な が わ け ん

奈川県は、1982 年
ねん

9 月
がつ

から 1983 年
ねん

8 月
がつ

までの 1年
ねんかん

間に渡
わた

り、「神
か な が わ

奈川という地
ちいきしゃかい

域社会が

直
ちょくめん

面するさまざまの課
かだ い

題を先
せんくてき

駆的に調
ちょうさけんきゅう

査研究し、職
しょくいん

員の資
ししつこうじょう

質向上をめざすとともに政
せいさくけいせい

策形成への

寄
き よ

与をはかるため、ほかの自
じ ち た い

治体においてはあまり類
るいれい

例をみない職
しょくいんさんか

員参加による調
ちょうさけんきゅうそしき

査研究組織とし

て研
けんきゅう

究チーム制
せいど

度を発
ほっそく

足させ」1、「国
こくさいか

際化に対
たいおう

応した地
ちいきしゃかい

域社会のあり方
かた

」をテーマとして調
ちょうさけんきゅう

査研究

を行
おこな

った。この時
とき

の調
ちょうさ

査は、1983 年
ねん

6 月
がつまつげんざい

末現在で 3万
まんにん

人を超
こ

える韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人を対
たいしょう

象としている。

　続
つづ

く 1984 年
ねん

に、神
か な が わ け ん

奈川県は外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の生
せいかつじったい

活実態の基
き そ ち ょ う さ

礎調査を行
おこな

い、1985 年
ねん

には、

神
かながわけんないざいじゅうがいこくじんじったいちょうさいいんかい

奈川県内在住外国人実態調査委員会が『神
かながわけんないざいじゅうがいこくじんじったいちょうさほうこくしょ

奈川県内在住外国人実態調査報告書―韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人、

中
ちゅうごくじん

国人について―』を提
ていしゅつ

出し、県
けん

により印
いんさつはいふ

刷配布され、翌
よくとし

年には明
あかししょてん

石書店より刊
かんこう

行された。この

時
じてん

点で、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民のうち「ほぼ 66％にあたる 30,743 人
にん

が韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人であり、中
ちゅうごくじん

国人も 6,765

人
ひと

を数
かぞ

え、約
やく

15％にあたる（1984 年
ねん

12 月
がつまつげんざい

末現在）。すなわち、県
けんないざいじゅうがいこくじん

内在住外国人のおよそ 81％を

占
し

めているのが、韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人と中
ちゅうごくじん

国人」2であった。

　80年
ねんだい

代に入
い

り、日
にほ ん

本の経
けいざいせいちょう

済成長を背
はいけい

景に、外
がいこくじんろうどうしゃ

国人労働者やインドシナ難
なんみん

民、留
りゅうがくせい

学生など新
あたら

し

く来
らいにち

日する人
ひとびと

々が増
ぞう か

加していることを踏
ふ

まえ、神
か な が わ け ん

奈川県における多
たみんぞく

民族・多
たぶんかしゃかい

文化社会の進
しんこう

行と

外
がいこくじんう

国人受け入
い

れの現
げんじょう

状を明
あき

らかにするため90年
ねんだいしょとう

代初頭に「かながわ在
ざいにちがいこくじんもんだいけんきゅうかい

日外国人問題研究会」によ

る調
ちょうさ

査が、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民のキーパーソンへのヒアリングも含
ふく

めて実
じっ し

施された。同
どうけんきゅうかい

研究会は、外
がいこくじん

国人

の受
う

け入
い

れに関
かか

わる、労
ろうどう

働、医
いりょう

療、福
ふく し

祉、教
きょういく

育、法
ほうりつなど

律等の領
りょういき

域の、行
ぎょうせいきかん

政機関、諸
しょだんたい

団体、個
こじんなど

人等を

対
たいしょう

象とした調
ちょうさ

査を実
じっし

施するために当
とうざいだん

財団が立
た

ち上
あ

げ、その結
けっか

果は 1992年
ねん

3月
がつ

に報
ほうこくしょ

告書『多
た ぶ ん か

文化・

多
たみんぞくしゃかい

民族社会の進
しんこう

行と外
がいこくじんう

国人受け入
い

れの現
げんじょう

状　―　神
かなが わ け ん

奈川県の事
じれい

例にそくして　―』としてまとめら

た。

　1999 年
ねん

12 月
がつ

から 2000 年
ねん

2 月
がつ

にかけては、アンケート調
ちょうさ

査とインタビュー調
ちょうさ

査

からなる、調
ちょうさたいしょう

査対象にオーバーステイの外
がいこくじんじゅうみん

国人住民も含
ふく

めたことにおいても画
かっき て き

期的な

『神
かながわけんがいこくせきじゅうみんせいかつじったいちょうさ

奈川県外国籍住民生活実態調査』が「かながわの自
じ ち た い

治体の国
こくさいせいさくけんきゅうかい

際政策研究会」により行
おこな

われた。

神
かな が わ け ん

奈川県の外
がいこくじんとうろくしゃすう

国人登録者数は、123,179 人
にん

、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮が 33,453 人
にん

、中
ちゅうごく

国・台
たいわん

湾が 27,389 人
にん

、

ブラジル 12,565 人
にん

、フィリピン 12,040 人
にん

、ペルー 6,920 人
にん

となり、国
こくせきすう

籍数は 154（2000 年
ねん

12 月
がつまつげんざい

末現在、神
かながわけんこくさいかしら

奈川県国際課調べ）となっていることを反
はんえい

映し、このときの調
ちょうさひょう

査票は、日
に ほ ん ご

本語の

他
ほか

10 言
げん ご

語（英
えい ご

語、中
ちゅうごくご

国語、ハングル、スペイン語
ご

、ポルトガル語
ご

、タガログ語
ご

、タイ語
ご

、ベトナ

ム語
ご

、カンボジア語
ご

、ラオス語
ご

）で作
さくせい

成されている。多
たすう

数の研
けんきゅうしゃ

究者と旧
きゅうかながわけんこくさいこうりゅうきょうかい

神奈川県国際交流協会（現
げん

かながわ国
こくさいこうりゅうざいだん

際交流財団）も関
かか

わり調
ちょうさ

査は実
じっ し

施された。

　その結
けっか

果は、2001 年
ねん

8 月
がつ

に『神
かながわけんがいこくせきじゅうみんせいかつじったいちょうさほうこくしょ

奈川県外国籍住民生活実態調査報告書』として印
いんさつはいふ

刷配布された。

396 頁
ぺーじ

からなるこの報
ほうこくしょ

告書の中
なか

では、雇
こよ う

用、居
きょじゅう

住、子
こ

どもの教
きょういく

育、医
いりょう

療、高
こうれいか

齢化など外
がいこくじんじゅうみん

国人住民

が抱
かか

える多
た き

岐に渡
わた

る生
せいかつかだい

活課題と、日
にほんしゃかい

本社会に求
もと

められる役
やくわり

割が語
かた

られ、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の暮
く

らしが

重
じゅうそうてき

層的な広
ひろ

がりを持
も

っていることが分
わ

かる。
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【引
いんようぶんけん

用文献】

1　神
かながわけんじちそうごうけんきゅう

奈川県自治総合研究センター・研
けんきゅうぶ

究部 :『神
か な が わ

奈川の韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人　自
じ ち た い げ ん ば

治体現場からの提
ていげん

言』,

公
こうじんしゃ

人社 (1984)

2　金
きんばらさもん

原左門/石
いし だ れ い こ

田玲子/小
おざわゆうさく

沢有作/梶
かじむらひでき

村秀樹/田
たなかひろし

中宏/三
みつはしおさむ

橋修 (企
きか く

画 :神
かながわけんしょうがいぶこくさいこうりゅうか

奈川県渉外部国際交流課):

『日
にほ ん

本の中
なか

の韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人、中
ちゅうごくじん

国人―神
かながわけんないざいじゅうがいこくじんじったいちょうさ

奈川県内在住外国人実態調査より―』, 明
あかししょてん

石書店 (1986)

【参
さんこうぶんけん

考文献】

○　かながわ在
ざいにちがいこくじんもんだいけんきゅうかい

日外国人問題研究会 :『多
た ぶ ん か

文化・多
たみんぞくしゃかい

民族社会の進
しんこう

行と外
がいこくじんう

国人受け入
い

れの現
げんじょう

状　―　

神
かなが わ け ん

奈川県の事
じれい

例にそくして　―』,（1992）

○　神
か な が わ

奈川と朝
ちょうせん

鮮の関
かんけいしちょうさいいんかい

係史調査委員会 :『神
か な が わ

奈川と朝
ちょうせん

鮮　神
か な が わ

奈川と朝
ちょうせん

鮮の関
かんけいしちょうさほうこくしょ

係史調査報告書』,(1994)

○　かながわの自
じ ち た い

治体の国
こくさいせいさくけんきゅうかい

際政策研究会 :『神
かながわけんがいこくせきじゅうみんせいかつじったいちょうさほうこくしょ

奈川県外国籍住民生活実態調査報告書』,(2001)
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（参
さんこうじょうほう

考情報 2）　その他
た

の関
かんれん

連する先
せんこうちょうさ

行調査

（１）『多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報の提
ていきょう

供・流
りゅうつう

通～その現
げんじょう

状とこれから～』（2005 年
ねん

3 月
がつ

）

　当
とうざいだん

財団では、2004 年
ね ん ど

度に自
じ ち た い

治体が発
はっこう

行する多
たげんごしりょう

言語資料の流
りゅうつう

通・活
かつようじょうきょう

用状況を把
はあ く

握し改
かいぜんさく

善策を

検
けんとう

討するためのアンケート及
およ

びヒアリング調
ちょうさ

査を外
がいこくせきけんみん

国籍県民の生
せいかつ

活と関
かか

わりの深
ふか

い諸
しょきかん

機関を

対
たいしょう

象に行
おこな

った。本
ほんほうこくしょ

報告書では、多
たげんごじょうほう

言語情報を継
けいぞくてき

続的に収
しゅうしゅう

集・整
せい り

理・提
ていきょう

供できる「多
たげんごじょうほうりゅうつう

言語情報流通

センター」や、公
こうてききかん

的機関における多
た げ ん ご

言語サービスに関
かん

する指
し し ん

針が必
ひつよう

要であること、通
つうやく

訳・

翻
ほんやくしゃ

訳者の本
ほんかくてき

格的な派
はけ ん

遣システムが必
ひつよう

要であることなど、調
ちょうさけっか

査結果から見
み

えてきた課
かだ い

題と展
てんぼう

望を

「提
ていげん

言」という形
かたち

で提
ていあん

案した。

（２）『多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報の提
ていきょう

供・流
りゅうつう

通その２～多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報センターの活
かつどう

動の展
てんぼう

望～』（2006年
ねん

3月
がつ

）

　当
とうざいだん

財団では、2005 年
ね ん ど

度に「情
じょうほう

報の受
う

け手
て

」である外
がいこくせきけんみん

国籍県民に対
たい

してインタビュー調
ちょうさ

査を

行
おこな

った。本
ほんほうこくしょ

報告書では、多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報の提
ていきょう

供・流
りゅうつう

通、中
な か み

身、通
つうやく

訳・翻
ほんやく

訳、相
そうだん

談にかかわ

る課
か だ い

題がテーマごとにまとめられている。また、多
たげんごじょうほう

言語情報の流
りゅうつう

通にかかわる仕
し く

組みづく

りに向
む

けた自
じ ち た い

治体の取
と

り組
く

みや、エスニックメディアに関
かん

する資
しりょう

料、有
ゆうえき

益なホームページや

多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報の入
にゅうしゅさき

手先など、情
じょうほうげんじょうほう

報源情報も多
たすうしょうかい

数紹介している。また、多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報センター

の設
せっち

置の活
かつどう

動の展
てんぼう

望が提
ていげん

言という形
かたち

でまとめられている。

（３）『多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報の提
ていきょう

供・流
りゅうつう

通その３～多
たげんごじょうほう

言語情報の効
こうかてき

果的な伝
でんたつ

達に向
む

けて～』（2008年
ねん

3月
がつ

）

　当
とうざいだん

財団では、2006 年
ね ん ど

度より 2か年
ねん

かけて携
けいたいでんわ

帯電話を活
かつよう

用した多
たげんごじょうほうていきょう

言語情報提供の可
かのうせい

能性を探
さぐ

るプロジェクトに着
ちゃくしゅ

手することとし、より効
こうかてき

果的な多
たげんごじょうほう

言語情報の提
ていきょう

供と流
りゅうつう

通のあり方
かた

を探
さぐ

って

きた。本
ほんほうこくしょ

報告書では、2年
ねんかん

間にわたる調
ちょうさけっか

査結果を収
しゅうろく

録するとともに、フォーラム開
かいさい

催やヒアリ

ングの実
じっ し

施から得
え

られた情
じょうほう

報から、携
けいたいでんわ

帯電話を活
かつよう

用したメールによる生
せいかつじょうほう

活情報の配
はいしん

信も含
ふく

め、

多
たげんごじょうほうていきょう

言語情報提供のあり方
かた

についての考
こうさつ

察をまとめた。

（４）『かながわの多
たぶんか

文化ソーシャルワークの推
すいしん

進に向
む

けて―多
たぶんか

文化ソーシャルワーク検
けんとうじぎょうほうこくしょ

討事業報告書―』（2011年
ねん

2月
がつ

）

　当
とうざいだん

財団では、2011年
ねん ど

度に外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に対
たい

する総
そうごうてき

合的な支
しえん

援のあり方
かた

について、神
かながわけんない

奈川県内の

市
しちょうそん

町村（自
じ ち た い

治体）や関
かんけいきかん

係機関、NGO/NPOを対
たいしょう

象にアンケート及
およ

びヒアリング調
ちょうさ

査を行
おこな

った。そ

の後
あと

、県
けんない

内の有
ゆうしきしゃ

識者、NGO/NPO関
かんけいしゃなど

係者等から構
こうせい

成する検
けんとういいんかい

討委員会において、調
ちょうさけっか

査結果を協
きょうぎ

議・

検
けんとう

討し、今
こんご

後の多
た ぶ ん か

文化ソーシャルワークの推
すいしん

進に求
もと

められる取
とりく

組みについて本
ほんほうこくしょ

報告書にまとめた。
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Ⅱ　コミュニティの概
がいようおよ

要及び調
ちょうさ

査の結
けっ か

果



―　12　―

１　コミュニティの概
がいよう

要

　今
こんかい

回のヒアリング調
ちょうさ

査では、計
けい

26の外
がいこくじん

国人コミュニティにご協
きょうりょく

力をいただいた。調
ちょうさ

査は ,あらかじ

め用
ようい

意した質
しつもんこうもく

問項目に沿
そ

って実
じっし

施した。

（１）　調
ちょうさ

査を実
じっ し

施したコミュニティと調
ちょうさじっしちいき

査実施地域

　本
ほんほうこく

報告において、コミュニティの名
めいしょう

称は（中
ちゅうごく

国－ A）のように記
きごう

号で表
ひょうき

記する。
番
ばんごう

号 国
くに

・地
ちい き

域 － 記
きご う

号 調
ちょうさじっしちいき

査実施地域
１ 中国（ちゅうごく） － A 横浜市（よこはまし）
２ 中国（ちゅうごく） － B 相模原市（さがみはらし）
３ 中国（ちゅうごく） － C 横浜市（よこはまし）
４ 中国（ちゅうごく） － D 横浜市（よこはまし）
５ 中国（ちゅうごく） － E 横浜市（よこはまし）
６ 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － F 横浜市（よこはまし）
７ 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － G 横浜市（よこはまし）
８ 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － H 横浜市（よこはまし）
９ 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － I 横浜市（よこはまし）
10 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － J 横浜市（よこはまし）
11 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － K 横浜市（よこはまし）
12 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － L 横浜市（よこはまし）
13 韓国・朝鮮（かんこく・ちょうせん） － M 川崎市（かわさきし）
14 フィリピン － N 川崎市（かわさきし）
15 フィリピン － O 川崎市（かわさきし）
16 フィリピン － P 横浜市（よこはまし）
17 フィリピン － Q 平塚市（ひらつかし）
18 フィリピン － R 大和市（やまとし）
19 ブラジル － S 愛川町（あいかわまち）
20 ブラジル － T 横浜市（よこはまし）
21 ブラジル － U 藤沢市（ふじさわし）
22 ブラジル － V 綾瀬市（あやせし）
23 ペルー － W 愛川町（あいかわまち）
24 ペルー － X 大和市（やまとし）
25 ペルー － Y 横浜市（よこはまし）
26 ペルー － Z 平塚市（ひらつかし）

（２）　今
こんかい

回の調
ちょうさ

査における国
くに

・地
ちいきべつ

域別のコミュニティの概
がいよう

要

①　中
ちゅうごく

国

　オールドカマーとニューカマーのコミュニティにヒアリングを実
じっ し

施した。オールドカ

マーのコミュニティは、組
そ し き

織だった運
うんえい

営が行
おこな

われており、その目
もくてき

的や構
こうせいいん

成員の職
しょくしゅなど

種等

も様
さまざま

々である。横
よこはま

浜には大
だ い き ぼ

規模な中
ちゅうかがい

華街があり、歴
れきしてき

史的な経
け い い

緯により横
よこはまかきょうそうかいけい

浜華僑総会系と

中
ちゅうかみんこくりゅうにちよこはまかきょうそうかいけい

華民國留日横濱華僑總會系のコミュニティがある。今
こんかい

回の調
ちょうさ

査では、横
よこはまかきょうそうかいけい

浜華僑総会系のコミュ

ニティ4つとボランティア活
かつどう

動に係
かか

わる人
じんざい

材が中
ちゅうしん

心になっているコミュニティ1つにヒアリン
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グを実
じっし

施した。

　オールドカマーとニューカマーの別
べつ

では、ヒアリングを実
じっ し

施した 5つのコミュニティのう

ちニューカマーのコミュニティは 3つ。IT 関
かんれん

連の仕
しご と

事に従
じゅうじ

事している人
ひとびと

々とその家
かぞ く

族で構
こうせい

成

されたコミュニティ、起
きぎょうか

業家により構
こうせい

成されたコミュニティ、ボランティア活
かつどう

動に係
かか

わる

人
じんざい

材が中
ちゅうしん

心になっているコミュニティである。うち起
きぎょうか

業家により構
こうせい

成されたコミュニティは、

オールドカマーのコミュニティの構
こうせいだんたい

成団体でもある。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　オールドカマーのコミュニティに調
ちょうさ

査を実
じっ し

施した。歴
れきしてきけいい

史的経緯から、在
ざいにほんだいかんみんこくみんだんけい

日本大韓民国民団系

のコミュニティと在
ざいにほんちょうせんじんそうれんごうかいけい

日本朝鮮人総聯合会系のコミュニティがある。女
じょせい

性や青
せいねん

年に対
たいしょう

象を限
げんてい

定

したコミュニティもそれぞれにある。また、相
そ う ご ふ じ ょ

互扶助の仕
し く

組みもそれぞれ構
こうちく

築している。

神
かながわけんない

奈川県内に 5つある朝
ちょうせんがっこう

鮮学校は、韓
かんこくせき

国籍の子
こ

どもも通
かよ

っており、コミュニティ形
けいせい

成の核
かく

と

なっている。その他
ほか

、キリスト教
きょうと

徒が形
けいせい

成しているコミュニティも存
そんざい

在する。

　ヒアリングの過
かて い

程で、ニューカマーのコミュニティ形
けいせい

成のひとつの形
かたち

として、オールドカ

マーのコミュニティに参
さん か

加することを通
つう

じてコミュニティを形
けいせい

成し、交
こうりゅうかつどう

流活動や情
じょうほうこうかん

報交換な

どを行
おこな

っていることが伺
うかが

えたが、その情
じょうほう

報を得
え

てヒアリングを実
じっし

施することはできなかった。

③　フィリピン

　5つのコミュニティにヒアリングを実
じっ し

施した。そのうち団
だんたい

体としての形
けいたい

態が整
ととの

っているの

は 2つ。その他
ほか

、ボランティア活
かつどう

動に係
かか

わるオーナーが経
けいえい

営する飲
いんしょくてん

食店を通
つう

じて生
う

まれてい

るコミュニティ、カトリック教
きょうかい

会での活
かつどう

動を通
つう

じて生
う

まれているコミュニティ、英
えいかいわこうし

会話講師

を中
ちゅうしん

心としたコミュニティが各
かく

1 つである。

　コミュニティの構
こうせいいん

成員の中
ちゅうしん

心は女
じょせい

性である。カトリック教
きょうかい

会を中
ちゅうしん

心としたコミュニティが

神
かながわけんない

奈川県内には複
ふくすう

数あり、コミュニティ同
どう し

士の連
れんけい

携がとられているほか、飲
いんしょくてん

食店を中
ちゅうしん

心とし

たコミュニティ間
かん

のゆるやかな連
れんけい

携もつくられている。

　男
だんせい

性が中
ちゅうしん

心のコミュニティについては把
はあく

握できず、ヒアリングを実
じっし

施できなかった。

④　ブラジル

　ヒアリングを実
じっ し

施したコミュニティは 4つ。ブラジル人
じん

を対
たいしょう

象とした自
じじょかつどう

助活動を行
おこな

って

いる団
だんたい

体としての形
けいたい

態が整
ととの

っているコミュニティ、ボランティア活
かつどう

動に係
かか

わる人
じんざい

材が中
ちゅうしん

心

となっているコミュニティ、企
きぎょう

業、飲
いんしょくてん

食店を中
ちゅうしん

心としたコミュニティなど多
たよ う

様なコミュニ

ティに調
ちょうさ

査を実
じっ し

施した。自
じじょかつどう

助活動を行
おこな

っているのは、横
よこはまし

浜市にある（ブラジル－T）である。
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2008 年
ねん

のリーマンショック後
あと

、就
しゅうろう

労・住
じゅうきょ

居・健
けんこうなど

康等の面
めん

でブラジル人
じんろうどうしゃ

労働者を支
しえん

援するとい

う目
もくてき

的により、ブラジル人
じんゆうし

有志、起
きぎょうか

業家、ボランティア団
だんたい

体などで構
こうせい

成された全
ぜんこく

国ネットワー

ク「在
ざいにち

日ブラジル人
じんぜんこく

全国ネットワーク（NNBJ）」が結
けっせい

成されており、（ブラジル－T）も参
さんか

加し

ている。

⑤　ペルー

　ヒアリングを実
じっ し

施したコミュニティは 4つ。内
うちわけ

訳は、ボランティア活
かつどう

動に係
かか

わる人
じんざい

材が

中
ちゅうしん

心なっているコミュニティが 2つ、母
ぼごきょういく

語教育に関
かか

わるコミュニティが 1つ、飲
いんしょくてん

食店が中
ちゅうしん

心

となっているコミュニティが 1つである。

　　

２　質
しつもん

問の柱
はしら

と質
しつもんこうもく

問項目

（１）　質
しつもん

問の柱
はしら

　次
つぎ

の４つを質
しつもん

問の柱
はしら

とした。

１　外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の生
せいかつかだい

活課題とそれに関
かんけい

係する行
ぎょうせいなど

政等への要
ようぼう

望を聞
き

き取
と

ることにより、行
ぎょうせいなど

政等

が施
しさく

策を計
けいかく

画・実
じっ し

施するときの参
さんこう

考となるようにする。（行
ぎょうせい

政のための参
さんこうしりょう

考資料）

２　東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災に関
かんれん

連して情
じょうほうりゅうつう

報流通の状
じょうきょう

況を調
ちょうさ

査することにより、外
がいこくじん

国人コミュニティに

おける情
じょうほうりゅうつうじょうきょう

報流通状況の把
はあ く

握と情
じょうほうりゅうつう

報流通のあり方
かた

の参
さんこう

考となるようにする。（情
じょうほうりゅうつう

報流通の

改
かいぜんおよ

善及び災
さいがいじたいおう

害時対応）

３　近
きんねん

年の外
がいこくじん

国人コミュニティの意
いし き へ ん か

識変化（リーマンショック前
ぜん ご

後、東
ひがしにほんだいしんさいぜんご

日本大震災前後）を

聞
き

き取
と

ることにより、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民とホスト社
しゃかい

会の今
こん ご

後の方
ほうこうせい

向性を考
かんが

える。（外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の

意
いしき

識の変
へんか

化）

４　コミュニティの基
きそじょうほう

礎情報を調
ちょうさ

査することにより、県
けんない

内の外
がいこくじん

国人コミュニティの現
げんじょう

状を

把
はあ く

握し、エンパワメントのあり方
かた

を考
かんが

える。（エンパワメントの方
ほうさく

策）
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（２）　質
しつもんこうもく

問項目

　調
ちょうさ

査の柱
はしら

に基
もと

づき、次
つぎ

の 20 の質
しつもんこうもく

問項目を設
せってい

定した。なお、⑦の地
じしん

震に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅほうほう

手方法

については、緊
きんきゅうじしんそくほう

急地震速報などの情
じょうほう

報の他
ほか

、防
ぼうさい

災・減
げんさい

災に関
かん

する情
じょうほう

報も含
ふく

めてヒアリングした。

①　構
こうせいいん

成員の生
せいかつじょう

活上の課
かだい

題

②　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決に利
りよ う

用している行
ぎょうせい

政サービスや民
みんかん

間サービス

③　自
じ ち た い

治体の相
そうだんまどぐち

談窓口の利
りようじょうきょう

用状況

④　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決のために行
ぎょうせい

政に求
もと

めること

⑤　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決のためのコミュニティ内
ない

の仕
し く

組みと課
かだい

題

⑥　東
ひがしにほんだいしんさいはっせいご

日本大震災発生後の様
ようす

子

⑦　地
じしん

震に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅほうほう

手方法

⑧　放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手

⑨　⑦、⑧で得
え

た情
じょうほう

報の伝
でんたつほうほう

達方法

⑩　情
じょうほうりゅうつう

報流通に関
かん

するコミュニティ内
ない

の課
かだ い

題

⑪　コミュニティ内
ない

におけるインターネットの活
かつようじょうきょう

用状況

⑫　Facebook や twitter 等
とう

の SNS（ソーシャルネットワークサービス）の活
かつようじょうきょう

用状況

⑬　ホスト社
しゃかい

会との交
こうりゅう

流について

⑭　被
ひ さ い ち

災地の同
どうこくじん

国人への支
しえん

援について

⑮　被
ひさいちぜんぱん

災地全般への支
しえん

援について

⑯　東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災を機
き

に日
にほんしゃかい

本社会や日
にほんじん

本人への見
みかた

方が変
か

わったこと

⑰　ホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこと

⑱　外
がいぶ し き ん

部資金の規
き ぼ

模

⑲　外
がいぶしきんしんせいじ

部資金申請時に困
こんなん

難に感
かん

じること

⑳　コミュニティをさらに活
かっせいか

性化するための研
けんしゅう

修について
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（３）　質
しつもんこうもく

問項目（基
き そ て き

礎的な情
じょうほう

報）

　先
さき

の 20 の質
しつもんこうもく

問項目の他
ほか

、コミュニティの基
き そ て き

礎的な情
じょうほう

報として、次
つぎ

の 13 のことについてヒア

リングにより情
じょうほう

報を提
ていきょう

供していただき、　報
ほうこくしょ

告書を作
さくせい

成する際
さい

の参
さんこう

考とした。コミュニティの

形
けいたい

態が様
さまざま

々なので、回
かいとう

答することが難
むずか

しい項
こうもく

目についての回
かいとう

答は不
ふよ う

要とした。

①　コミュニティの連
れんらくさき

絡先など

②　活
かつどうないよう

動内容

③　構
こうせいいんすう

成員数

④　特
とく

に多
おお

い構
こうせいいん

成員の職
しょくしゅ

種

⑤　構
こうせいいん

成員の主
おも

な居
きょじゅう

住エリア

⑥　構
こうせいいん

成員の主
おも

な就
しゅうろう

労エリア

⑦　コミュニティができた経
けいい

緯

⑧　構
こうせいいん

成員の移
いどう

動・変
へんどうじょうきょう

動状況とその原
げんいん

因

⑨　構
こうせいいん

成員との連
れんらくほうほう

絡方法

⑩　定
ていきてき

期的な会
かいごう

合や打
うちあわ

合せの有
う む

無と頻
ひんど

度

⑪　定
ていきてき

期的な発
はっこうぶつなど

行物等

⑫　県
けんない

内の他
た

の同
どうこくじん

国人コミュニティとの連
れんけいじょうきょう

携状況

⑬　国
こくせきなど

籍等が異
こと

なるコミュニティとの連
れんけいじょうきょう

携状況



―　17　―

３　調
ちょうさ

査の結
けっ か

果

　本
ほんちょうさ

調査は、出
しゅっしんこく

身国・地
ちい き

域による外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の生
せいかつかだい

活課題や解
かいけつほうほう

決方法の違
ちが

いを比
ひか く

較することが目
もくてき

的

ではない。また、ヒアリング調
ちょうさ

査のため、データを数
す う ち か

値化して示
しめ

すことは適
てきとう

当ではない。ヒアリ

ング数
すう

も少
すく

ないため、各
かっこく

国・地
ちい き

域の意
いけん

見を集
しゅうやく

約するものではない。

　このことを前
ぜんてい

提に、本
ほんしょう

章ではヒアリング調
ちょうさ

査にご協
きょうりょく

力くださった外
がいこくじん

国人コミュニティの

質
しつもんじこう

問事項に対
たい

する回
かいとう

答を国
くに

・地
ちい き

域ごとにまとめて報
ほうこく

告する。

（１）　　構
こうせいいん

成員の生
せいかつじょう

活上の課
かだい

題

①　中
ちゅうごく

国

　オールドカマーとニューカマーのコミュニティで課
かだい

題が異
こと

なる。オールドカマーのコミュニ

ティにおいては、高
こうれいか

齢化が進
すす

み、サポートが必
ひつよう

要な独
どっきょろうじん

居老人や無
むねんきん

年金の人
ひと

もいる。ニューカマー

のコミュニティにおいても、日
にほん

本での暮
く

らしが長
なが

くなり年
ねんれい

齢が上
あ

がるにつれ老
ろうご

後の備
そな

えに関
かん

す

る話
わだい

題が出
で

るようになっている。

　ニューカマーのコミュニティにおいては、子
こ

どもの母
ぼ ご

語の維
い じ

持、進
しんがくじ

学時の情
じょうほうしゅうしゅう

報収集、

学
がくれいちょうか

齢超過の場
ばあい

合の対
たいおう

応など教
きょういく

育に関
かん

すること、医
いりょうきかん

療機関を受
じゅしん

診する際
さい

の言
ことば

葉の壁
かべ

、妊
にんしん

娠・出
しゅっさん

産な

どに関
かん

する県
けんない

内の医
いりょうきかん

療機関の対
たいおうじょうきょう

応状況など医
いりょう

療に関
かん

すること、就
しゅうろう

労に関
かん

すること、結
けっこん

婚・離
りこん

婚・

死
しべつ

別とそれに伴
ともな

う在
ざいりゅうしかく

留資格や相
そうぞく

続に関
かん

すること、そして、ごく少
しょうすう

数であるが中
ちゅうごくご

国語の文
も じ

字の読
よ

み

書
か

きが出
で き

来ない人
ひと

がおり、日
に ほ ん ご

本語を勉
べんきょう

強するときも苦
くろう

労するといったことが課
かだい

題として挙
あ

げられ

た。

　

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　少
しょうしこうれいか

子高齢化、教
きょういく

育、入
にゅうきょさべつ

居差別、情
じょうほうりゅうつう

報流通など多
た き

岐にわたる課
かだ い

題が出
だ

された。なお、今
こんかい

回ヒ

アリングしたコミュニティのほとんどは、オールドカマーから構
こうせい

成されており、ニューカマー

は別
べつ

の生
せいかつかだい

活課題を抱
かか

えている可
かのうせい

能性がある。次
つぎ

に、課
かだい

題を列
れっき

記する。

・　高
こうれいか

齢化が著
いちじる

しく進
すす

んでいる。在
ざいにちにせい

日二世でも 70～ 80 歳
さい

になっている。デイサービスの

利
りよう

用に際
さい

し、高
こうれいしゃ

齢者が言
ことば

葉や習
しゅうかん

慣の壁
かべ

を感
かん

じる場
ばあい

合がある。無
むねんきん

年金の人
ひと

もいる。

・　少
しょうしか

子化に伴
ともな

う人
じんこうげんしょう

口減少。

・　入
にゅうきょさべつ

居差別は改
かいぜん

善されたとは言
い

えない。コミュニティに住
じゅうたく

宅に関
かん

する相
そうだん

談をされることも多
おお

い。
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・ 　就
しゅうしょくさべつ

職差別については、ずいぶん改
かいぜん

善されてはいるが依
いぜ ん

然として存
そんざい

在する。国
こくさいか

際化の

進
しんてん

展に伴
ともな

い、商
しょうしゃ

社などで国
こくさいてき

際的に活
かつやく

躍する人
じんざい

材もいるが、一
いっぽう

方で、不
ふきょうか

況下で先
さき

に解
かい こ

雇さ

れるのは外
がいこくじん

国人なのではないかという危
き ぐ

惧がある。

・　老
ろうきゅうか

朽化が進
すす

む朝
ちょうせんがっこう

鮮学校の施
しせつ

設の改
かいしゅうおよ

修及び耐
たいしんか

震化。

・　朝
ちょうせんがっこう

鮮学校を高
こうこうむしょうか

校無償化の対
たいしょう

象として欲
ほ

しい。

・　近
きんりん

隣の日
にほんじん

本人との友
ゆうこうかんけい

好関係にまで、国
こくさいかんけい

際関係、政
せいじ

治、マスメディアが影
えいきょう

響を与
あた

える。

・　ホスト社
しゃかい

会の在
ざいにちかんこく

日韓国・朝
ちょうせんじん

鮮人に関
かん

する理
りかい

解が不
ふそく

足している。近
きんげんだいし

現代史の教
きょういく

育の充
じゅうじつ

実が

必
ひつよう

要。

③　フィリピン

　女
じょせい

性（母
ははおや

親）を中
ちゅうしん

心とするコミュニティにヒアリングを実
じ っ し

施したので、「子
こ

ども」と

「女
じょせい

性」をキーワードとする生
せいかつじょう

活上の課
かだい

題が出
だ

された。「子
こ

ども」に関
かん

しては、学
がっこう

校でのいじめ、

呼
よ

び寄
よ

せの子
こ

どもの進
しんがく

学（中
ちゅうとたいがく

途退学する場
ばあい

合も多
おお

い）、母
ぼ ご

語の違
ちが

いによる親
おやこかん

子間のコミュニケー

ションの希
き は く か

薄化とそれに伴
ともな

う子
こ

どもの自
じここうていかん

己肯定感の低
ていか

下などが課
かだい

題として出
だ

された。

　「女
じょせい

性」に関
かん

しては、DV、母
ぼ し か て い

子家庭の増
ぞう か

加、発
はったつしょう

達障がいなどがある子
こ

どもへの理
りか い

解と対
たいおう

応、

といったことがある。その他
ほか

、日
に ほ ん ご

本語が分
わ

からないので学
がっこう

校の PTA への参
さんか

加がしづらいこと、

学
がくひ

費のことを含
ふく

め進
しんがく

学に関
かん

する情
じょうほう

報が行
い

きわたらないことなどが課
かだい

題として出
だ

された。

　その他
ほか

、入
にゅうきょさべつ

居差別があること、在
ざいりゅうしかく

留資格の更
こうしん

新や帰
き か

化などの各
かくしゅてつづ

種手続きが難
むずか

しいこと、フィ

リピンの家
かぞく

族も含
ふく

めた家
かていない

庭内の経
けいざいもんだい

済問題の解
かいけつ

決、キャリアアップ、自
じこけ い は つ い し き

己啓発意識の向
こうじょう

上といっ

たことも課
かだい

題として挙
あ

げられている。

④　ブラジル

　リーマンショック以
いこ う

降、真
ま

っ先
さき

に解
かい こ

雇され、日
に ほ ん ご

本語ができない多
おお

くの人
ひと

は、再
さいしゅうしょく

就職が非
ひじょう

常

に困
こんなん

難になっている。日
にちじょうせいかつ

常生活において日
に ほ ん ご

本語ができない人
ひと

は、住
じゅうしょ

所が書
か

けなかったり、子
こ

どもの学
がっこう

校の通
つうちぶん

知文が読
よ

めない。また、医
い し

師が簡
かんたん

単な日
に ほ ん ご

本語で説
せつめい

明してくれないこともある

ので、医
いりょうきかん

療機関に行
い

くことが負
ふた ん

担に感
かん

じられている。通
つうやく

訳が必
ひつよう

要な場
ばあ い

合は、周
しゅうい

囲の人
ひと

から探
さが

していることが多
おお

い。日
にほんこくせき

本国籍を取
しゅとく

得していても日
に ほ ん ご

本語があまり得
とくい

意でない人
ひと

もいる。

　また、親
おや

が、学
がっこうせいかつ

校生活に関
かん

することを含
ふく

めて、日
にほん

本の文
ぶんか

化や習
しゅうかん

慣に関
かん

する知
ちしき

識が少
すく

ないので、

子
こ

どもが学
がっこうせいかつ

校生活にうまくなじめず、不
ふとうこう

登校が増
ふ

えている。子
こ

どもの進
しんがく

学に際
さい

しては、学
がっこう

校

の三
さんしゃめんだん

者面談の重
じゅうようせい

要性を理
りか い

解しておらず、分
わ

かっている場
ばあ い

合でも不
ふきょうか

況下で解
かい こ

雇されることを恐
おそ

れて仕
しごと

事を休
やす

めず、子
こ

どもが抱
かか

える進
しんがくもんだい

学問題に気
き

づくのが遅
おく

れるといった課
かだい

題も生
しょう

じている。

　高
こうれいか

齢化が徐
じょじょ

々に進
すす

んでいるが、日
にほ ん

本でもブラジルでも年
ねんきん

金を払
はら

っていないため老
ろう ご

後の生
せいかつ

活

の保
ほしょう

障がないケースがある。
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⑤　ペルー

　子
こ

どものいじめがいずれのコミュニティからも課
かだ い

題として挙
あ

げられている。それに関
かんれん

連し

て、子
こ

どもの不
ふとうこう

登校の増
ぞう か

加、親
おや

の仕
し ご と

事の都
つご う

合による転
てんこう

校の繰
く

り返
かえ

しの結
けっ か

果として子
こ

どもの

学
がくしゅうかんきょう

習環境が不
ふあんてい

安定になったり、学
がくしゅういよく

習意欲が低
てい か

下したりするといったことも課
かだい

題として出
だ

され

た。さらに、子
こ

どもが日
にほんしゃかい

本社会で日
に ほ ん ご

本語を使
つか

って成
せいちょう

長していく中
なか

で、日
に ほ ん ご

本語が流
りゅうちょう

暢でない親
おや

とのコミュニケーションを充
じゅうじつ

実させることも課
かだい

題だ。

　その他
ほか

、母
ぼ こ く

国での専
せんもんしょく

門職の経
けいけん

験が活
い

かせず単
たんじゅんろうどう

純労働に従
じゅうじ

事せざるを得
え

ないこと、

労
ろうどうきじゅんほう

働基準法で定
さだ

められている労
ろうどうしゃ

働者の権
けん り

利が職
しょくば

場で守
まも

られていないこと、短
たんきかん

期間の契
けいやく

約の

連
れんぞく

続による不
ふあんてい

安定な就
しゅうろうかんきょう

労環境であること、言
こと ば

葉が通
つう

じないことで医
いりょうきかん

療機関の受
じゅしん

診をためらう

ケースがあることなども課
かだい

題として出
だ

された。

　

（２）　　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決に利
りよ う

用している行
ぎょうせい

政サービスや民
みんかん

間サービス

①　中
ちゅうごく

国

　行
ぎょうせい

政サービスでは、県
けん

や国
こくさいこうりゅう

際交流ラウンジの相
そうだんまどぐち

談窓口を利
りよう

用している者
もの

もいる。

　民
みんかん

間サービスでは、特
とくていひ え い り か つ ど う ほ う じ ん た ぶ ん か き ょ う せ い き ょ う い く

定非営利活動法人多文化共生教育ネットワークかな

がわによる教
きょういくそうだん

育相談や外
がいこく

国につながる子
こ

どもを対
たいしょう

象にしたフリースクール、

特
とくていひえいりかつどうほうじんたげんごしゃかい

定非営利活動法人多言語社会リソースかながわ（以
い か

下、「MIC かながわ」という。）による

医
いりょうつうやく

療通訳の派
はけん

遣などがニューカマーから利
りよう

用されている。なお、民
みんかん

間サービスとして述
の

べたが、

「MIC かながわ」による医
いりょうつうやく

療通訳の派
はけん

遣は、医
いりょうきかん

療機関の協
きょうりょく

力のもと、県
けん

との協
きょうどう

働で運
うんえい

営されて

いる。

　オールドカマーは日
にほんしゃかい

本社会に溶
と

け込
こ

んで生
せいかつ

活しており、利
りよう

用しているサービスは日
にほんじん

本人と大
おお

きく違
ちが

わない。（中
ちゅうごく

国－Ａ）では相
そうだん

談を受
う

けたとき必
ひつよう

要に応
おう

じて、役
やくしょ

所に問
と

い合
あ

わせをしている。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　行
ぎょうせい

政サービスは、あまり利
りよう

用されていない。保
ほいくえん

育園は利
りよう

用されている。

　民
みんかん

間サービスでは、在
ざいにちどうほう

日同胞の弁
べ ん ご し

護士、司
しほう し ょ し

法書士、行
ぎょうせいしょしなど

政書士等が揃
そろ

っており、それらのコミュ

ニティ内
ない

の社
しゃかいしげん

会資源を活
かつよう

用することで、大
たいてい

抵の課
かだ い

題を解
かいけつ

決している。

③　フィリピン
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　行
ぎょうせい

政サービスは、生
せいか つ ほ ご

活保護、法
ほうりつそうだんかい

律相談会、ハローワークが利
りよう

用されている。

　民
みんかん

間サービスとしては、不
ふ ど う さ ん や

動産屋、教
きょうかい

会の各
かくしゅもよお

種催し、NGO による生
せいかつしえん

活支援、弁
べ ん ご し

護士など

多
たよう

様なサービスが挙
あ

げられた。

④　ブラジル

　行
ぎょうせい

政サービスでは、行
ぎょうせい

政の窓
まどぐち

口の相
そうだんいん

談員として活
かつやく

躍している人
ひと

がコミュニティ内
ない

にい

る場
ば あ い

合があり、通
つうやく

訳・翻
ほんやく

訳の他
ほか

、同
どうこくじん

国人の生
せいかつそうだん

活相談を受
う

けている。健
けんこうしんだん

康診断、保
ほいくえん

育園の

一
いちじ ほ い く

時保育の利
りよう

用も見
み

られる。

　民
みんかん

間サービスでは、教
きょうかい

会のほかに次
つぎ

のような法
ほうじん

人が挙
あ

げられた。特
とく

に財
ざいだんほうじんにほんこくさいきょうりょく

団法人日本国際協力

センター（JICE）が行
おこな

っている日
にっけいじんしゅうろうじゅんびけんしゅう

系人就労準備研修は人
にんき

気がある。

・特
とくていひえいりかつどうほうじん

定非営利活動法人 CRIATIVOS-HIV･STD 関
かんれんしえん

連支援センター（CRIATIVOS）

　ポルトガル語
ご

・スペイン語
ご

によるHIV・AIDS・STD に関
かん

する電
でんわそうだん

話相談、在
ざいにち

日ラテンア

メリカ系
けい

HIV 感
かんせんしゃ

染者・AIDS 患
かんじゃ

者および家
かぞく

族への支
しえん

援などを実
じっし

施。

・特
とくていひえいりかつどうほうじんざいにち

定非営利活動法人在日ブラジル人
じん

を支
しえ ん

援する会
かい

（SABJA・サビジャ）

　法
ほうりつ

律、労
ろうどう

働、健
けんこう

康などに関
かん

する電
でんわそうだん

話相談、青
せいしょうねんいくせいおよ

少年育成及び支
しえん

援などを実
じっし

施。

・社
しゃかいふくしほうじんよこはま

会福祉法人横浜いのちの電
でんわ

話　外
がいこくごでんわそうだん

国語電話相談（LAL）

　外
がいこくじんじゅうみん

国人住民を対
たいしょう

象にスペイン語
ご

・ポルトガル語
ご

によるメンタルヘルス相
そうだん

談を実
じっ し

施。

・財
ざいだんほうじんにほんこくさいきょうりょく

団法人日本国際協力センター（JICE）

　厚
こうせいろうどうしょう

生労働省から受
じゅたく

託し、再
さいしゅうしょく

就職が極
きわ

めて厳
きび

しい状
じょうきょう

況におかれている日
にっけいじんきゅうしょくしゃ

系人求職者を

対
たいしょう

象に、日
にっけいじん

系人が集
しゅうじゅう

住する地
ちい き

域を中
ちゅうしん

心に、日
に ほ ん ご

本語のコミュニケーション能
のうりょくなど

力等の習
しゅうとく

得を

内
ないよう

容とした研
けんしゅう

修コースを実
じっし

施。

⑤　ペルー

　行
ぎょうせい

政サービスでは、国
こくさいこうりゅうきょうかい

際交流協会による通
つうやく

訳・翻
ほんやく

訳サービスを利
りよ う

用しているコミュニティ

がある。また、市
しやくしょ

役所の相
そうだんまどぐち

談窓口、ハローワーク、病
びょういん

院での通
つうやく

訳も利
りよ う

用されている。

　民
みんかん

間サービスでは、前
ぜんじゅつ

述した CRIATIVOS、LAL の利
りよ う

用がある。

（３）　　自
じ ち た い

治体の相
そうだんまどぐち

談窓口の利
りようじょうきょう

用状況
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①　中
ちゅうごく

国

　オールドカマーは、日
にほんじん

本人と同
どうよう

様に自
じ ち た い

治体の窓
まどぐち

口を利
りよ う

用しており、自
じ ち た い

治体の外
がいこくじんそうだんまどぐち

国人相談窓口

はあまり利
りよ う

用していない。ニューカマーの中
なか

には、自
じ ち た い

治体の相
そうだんまどぐち

談窓口を利
りよ う

用する人
ひと

もいる。

その他
ほか

、次
つぎ

のような声
こえ

があった。

・　コミュニティの中
なか

で周
まわ

りのニューカマーに相
そうだんまどぐち

談窓口を案
あんない

内することがある。（中
ちゅうごく

国－ A）

（中
ちゅうごく

国－ B）

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　オールドカマーは、日
にほんじん

本人と同
どうよう

様に自
じ ち た い

治体の窓
まどぐち

口を利
りよ う

用している。コミュニティ内
ない

で課
かだ い

題

を解
かいけつ

決することが多
おお

く、自
じ ち た い

治体の外
がいこくじんそうだんまどぐち

国人相談窓口はあまり利
りよ う

用していない。その他
ほか

、次
つぎ

のよ

うな声
こえ

があった。

・　コミュニティ内
ない

で課
かだい

題を解
かいけつ

決できなければ、行
ぎょうせい

政に相
そうだん

談に行
い

くこともある。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

－ G)

・　各
かくしゅしんせいじ

種申請時に付
つ

き添
そ

うこともある。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ I）

③　フィリピン

　自
じ ち た い

治体の外
がいこくじんむ

国人向けの相
そうだんまどぐち

談窓口はあまり利
りよう

用していない。理
りゆう

由として、次
つぎ

のような声
こえ

があった。

・　相
そうだんまどぐち

談窓口の存
そんざい

在が周
しゅうち

知されていない。（フィリピン－N）

・　タガログ語
ご

を話
はな

せるスタッフがあまり配
はいち

置されていない。（フィリピン－O）

④　ブラジル

　労
ろうどうそうだん

働相談、生
せいかつほごしんせい

活保護申請などで利
りよ う

用されているが、頻
ひんぱん

繁には利
りよ う

用されてはいない。あまり

利
りよう

用していない理
りゆう

由として、次
つぎ

のような声
こえ

があった。

・　開
かいしつび

室日が少
すく

なく、相
そうだん

談できる時
じかん

間も短
みじか

く使
つか

いづらい印
いんしょう

象を持
も

った。（ブラジル－U）

⑤　ペルー
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　労
ろうどうそうだん

働相談などで利
りよ う

用されている。自
じぶ ん

分の住
す

んでいる区
く

の役
やくしょ

所に通
つうやく

訳コーナーがないので、

別
べつ

の区
くやくしょ

役所を利
りよう

用する場
ばあい

合もある。要
ようぼう

望として、次
つぎ

のような声
こえ

があった。

・　自
じぶん

分の地
ちいき

域の外
がいこくごつうやく

国語通訳は、各
かくしゅてつづ

種手続きや生
せいかついっぱん

活一般に関
かん

する問
と

い合
あ

わせに対
たいおう

応しており、

ある程
てい ど

度は機
きの う

能しているが、外
がいこくじんじゅうみんむ

国人住民向けのもっと充
じゅうじつ

実した窓
まどぐち

口があって、そこに行
い

けば何
なん

でも解
かいけつ

決できるようになればよいと思
おも

う。（ペルー－X）

・　各
かくしゅてつづ

種手続きをする場
ばしょ

所と、通
つうやく

訳がいて相
そうだん

談できる場
ばしょ

所が同
おな

じ建
たてものない

物内にあることが大
たいせつ

切で

ある。（ペルー－ Z）

（４）　　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決のために行
ぎょうせい

政に求
もと

めること

①　中
ちゅうごく

国

　（中
ちゅうごく

国－ A）からは、自
じぶ ん

分たちの窓
まどぐちぎょうむ

口業務おける問
もんだいかいけつのうりょく

題解決能力の向
こうじょう

上のため、相
そうだん

談に関
かん

する

基
きほんてき

本的な研
けんしゅう

修を提
ていきょう

供して欲
ほ

しいという意
いけん

見があった。

　その他
ほか

、ニューカマーのコミュニティからは、そもそも自
じ ち た い

治体が行
ぎょうせい

政サービスとして何
なに

を

提
ていきょう

供できるのか情
じょうほう

報を発
はっしん

信して欲
ほ

しいという意
いけん

見、（中
ちゅうとにゅうがく

途入学の子
こ

どもを対
たいしょう

象とした）小
しょうがっこう

学校

に入
はい

る前
まえ

の教
きょうしつ

室の開
かいさい

催、国
こくさいきょうしつ

際教室の充
じゅうじつ

実、日
にほんごきょういく

本語教育とセットになった介
かいごしょく

護職に就
つ

くための

研
けんしゅう

修の実
じっ し

施、留
りゅうがくせいむ

学生向けの就
しゅうしょく

職サポートの充
じゅうじつ

実などが挙
あ

げられた。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ F）からは、子
こ

どもへの母
ぼごきょういく

語教育の充
じゅうじつ

実、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校への耐
たいしんちょうさ

震調査の実
じっ し

施が、

（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ F）及
およ

び（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ H）からは、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校への補
ほじょきん

助金の交
こう ふ

付、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校

の高
こうこうむしょうか

校無償化が挙
あ

げられた。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ K）からは、外
がいこくじんがっこう

国人学校を耐
たいしんきょうか

震強化の対
たいしょう

象に含
ふく

めること、外
がいこくじんがっこう

国人学校に子
こ

どもの健
けんこう

康（インフルエンザの流
りゅうこう

行など）や安
あんぜん

全（災
さいがいじたいおう

害時対応な

ど）に関
かん

する情
じょうほう

報を伝
つた

える担
たんとうぶしょ

当部署の創
そうせつ

設、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校での学
がくどうほいく

童保育の開
かいせつ

設などが挙
あ

げられた。

（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ I）からは、地
ちほうさんせいけん

方参政権の付
ふ よ

与、日
にほんじんせいと

本人生徒への近
きんげんだいし

現代史の授
じゅぎょう

業の充
じゅうじつ

実が挙
あ

げ

られた。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ J）からは、在
ざいにちとくゆう

日特有の問
もんだい

題や人
じんけん

権に関
かか

わる問
もんだい

題について相
そうだん

談できる

ような場
ば

が行
ぎょうせい

政にあると、密
みつ

に連
れんけい

携を取
と

りながら対
たいおう

応できると思
おも

うという意
いけん

見があった。

③　フィリピン

　特
とく

に情
じょうほうりゅうつう

報流通に関
かん

する要
ようぼう

望が多
おお

かった。行
ぎょうせい

政サービスの利
りよう

用の仕
しかた

方を教
おし

えて欲
ほ

しい、子
こそだ

育て・
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子
こ

どもの教
きょういく

育・仕
しご と

事に関
かん

する情
じょうほう

報を多
た げ ん ご

言語で発
はっしん

信して欲
ほ

しい、通
つうやく

訳・翻
ほんやく

訳サービスを充
じゅうじつ

実し

て欲
ほ

しい、パンフレット等
とう

にふり仮
が な

名をふって欲
ほ

しい、ただ情
じょうほう

報を翻
ほんやく

訳して提
ていきょう

供するのでは

なく、どうすればきちんと情
じょうほう

報が届
とど

くのか考
かんが

えて欲
ほ

しいなどである。

　また、フィリピン人
じん

のニーズを把
はあ く

握するためのアンケート調
ちょうさ

査をして欲
ほ

しい（フィリピン

人
じん

への啓
けいはつこうか

発効果にもなるのでは）（フィリピン－ R）という要
ようぼう

望もあった。

④　ブラジル

　ポルトガル語
ご

での行
ぎょうせい

政サービスの提
ていきょう

供が欲
ほ

しい、（日
にほ ん

本での）結
けっこん

婚の手
てつ づ

続きが複
ふくざつ

雑なので

簡
かんりゃくか

略化して欲
ほ

しい、健
けんこうほけん

康保険・住
じゅうみんぜい

民税の滞
たいのう

納により後
のちのちたいへん

々大変な状
じょうきょう

況になることを防
ふせ

ぐ工
くふ う

夫を

考
かんが

えて欲
ほ

しい、生
せい か つ ほ ご

活保護を受
じゅきゅう

給している若
わかものむ

者向けの就
しゅうぎょう

業のための研
けんしゅう

修を実
じっ し

施して欲
ほ

しい、コ

ミュニティで実
じっし

施する研
けんしゅうかい

修会に対
たい

する助
じょせい

成が欲
ほ

しいという意
いけん

見が出
で

た。

　また、（ブラジル－ V）からは、日
に ほ ん ご

本語の必
ひつようせい

要性を伝
つた

えるキャンペーンを実
じっこう

行するべき、と

いう提
ていあん

案もあった。

⑤　ペルー

　複
ふくすう

数の自
じちたいしょくいん

治体職員や部
ぶし ょ

署が課
かだ い

題に向
む

き合
あ

い対
たいさく

策を考
かんが

えて欲
ほ

しい、災
さいがいじ

害時の多
たげんごほうそう

言語放送の

実
じっ し

施、スペイン語
ご

での情
じょうほうていきょう

報提供（必
ひつよう

要なことを簡
かんけつ

潔に記
きさ い

載）、通
つうやく

訳サービスの充
じゅうじつ

実、外
がいこくじん

国人が

居
い ご こ ち

心地よく集
つど

える居
い ば し ょ

場所を作
つく

って欲
ほ

しいという意
いけん

見が出
で

た。

　また、学
がっこう

校において、保
ほ ご し ゃ

護者とのコミュニケーションに必
ひつよう

要であれば（行
ぎょうせい

政の）通
つうやく

訳を

積
せっきょくてき

極的に活
かつよう

用して欲
ほ

しいという意
いけん

見もあった。

（５）　　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決のためのコミュニティ内
ない

の仕
し く

組みと課
かだい

題

①　中
ちゅうごく

国

　（中
ちゅうごく

国－ A）が行
おこな

っている相
そうだんじぎょういがい

談事業以外はコミュニティ内
ない

に特
とくべつ

別な仕
し く

組みはなかった。

中
ちゅうごくじん

国人は、同
どうきょう

郷、同
どうそう

窓、親
しんるい

類でコミュニティを構
こうせい

成し、その中
なか

で日
ひ び

々、情
じょうほうこうかん

報交換をする傾
けいこう

向

があるという意
いけん

見があった。

　（中
ちゅうごく

国－ E）によると、それぞれの人
ひと

が置
お

かれた状
じょうきょう

況やニーズが異
こと

なるので、それぞれが抱
かか

える生
せいかつかだい

活課題が異
こと

なる。幅
はばひろ

広い課
かだ い

題に対
たいおう

応することが課
かだい

題である。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮
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　「みんだん生
せいかつそうだん

活相談センター」と「同
どうほうせいかつそうだんそうごう

胞生活相談綜合センター」がある。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ H）

では、地
ちいき

域のグループの中
なか

でも日
にちじょうせいかつ

常生活を通
つう

じて相
そうだん

談ができる。

　課
かだ い

題としては、高
こうれいかしゃかい

齢化社会の進
しんこう

行に伴
ともな

う、ヘルパーなど高
こうれいしゃ

齢者を支
ささ

える人
じんざいいくせい

材育成、相
そうだん

談セ

ンターやコミュニティの存
そんざい

在の周
しゅうち

知、迅
じんそく

速な相
そうだんたいおう

談対応といったことが挙
あ

げられた。

③　フィリピン

　ほとんどのコミュニティで困
こま

っている仲
な か ま

間に対
たい

し、問
もんだいかいけつ

題解決のために、役
やくしょ

所などへの

同
どうこうしえん

行支援を行
おこな

っている。また、カトリック教
きょうかい

会のシスターが生
せいかつそうだん

活相談を教
きょうかい

会で受
う

けている例
れい

もある。（フィリピン－ O）は、家
かていほうもん

庭訪問などのフォローアップケアも行
おこな

い、女
じょせい

性のエンパ

ワメントを目
め ざ

指したアクション・リサーチ（当
とうじしゃさんかがたちょうさ

事者参加型調査）などコミュニティの構
こうせいいん

成員

の課
かだいかいけつのうりょく

題解決能力の向
こうじょう

上を目
もくてき

的とした活
かつどう

動も行
おこな

っている。（フィリピン－ P）では、中
ちゅうしんじんぶつ

心人物が

培
つちか

ったネットワークを活
い

かして、NGO や関
かんけいきかん

係機関に繋
つな

ぐなど課
かだいかいけつ

題解決に取
と

り組
く

んでいる。

（フィリピン－ R）では、キャリアアップのためのエンカレッジを目
もくてき

的に、英
えいかいわこうし

会話講師になる

ためのワークショップやパソコンのトレーニングが催
もよお

されている。

　DVに関
かんけい

係する問
もんだい

題の解
かいけつ

決には長
なが

い時
じかん

間を要
よう

すること、特
とくてい

定のリーダーに相
そうだん

談が集
しゅうちゅう

中し後
こうけいしゃ

継者

の育
いくせい

成が追
お

いついていないこと、ワークショップを行
おこな

う際
さい

に一
いってい

定の場
ばしょ

所を確
かくほ

保し続
つづ

けるのが難
むずか

しいこと、少
しょうがく

額ローンの仕
し く

組みがあれば良
よ

いが実
じつげん

現するのは難
むずか

しいことなどが課
かだい

題である。

④　ブラジル

　（ブラジル－ T）は課
かだいかいけつ

題解決のための活
かつどう

動が活
かっぱつ

発であるが、ブラジル人
じん

コミュニティ全
ぜんたい

体に

その助
たす

けは届
とど

いていない。その他
ほか

、子
こ

どもの幼
ようちえん

稚園・保
ほいくえん

育園で母
ははおやどうし

親同士が知
し

り合
あ

い情
じょうほうこうかん

報交換

をしたり、同
どうぎょうしゃどうし

業者同士で情
じょうほうこうかん

報交換をしている。

　少
しょうすう

数の人
じんざい

材に相
そうだん

談が集
しゅうちゅう

中しがちであること、ブラジル人
じん

コミュニティ全
ぜんたい

体に情
じょうほう

報が伝
つた

わっ

ていないこと、ポルトガル語
ご

の新
しんぶん

聞がなくなったことでさらに情
じょうほう

報が伝
つた

わりにくくなってい

ることなどが課
かだい

題である。

⑤　ペルー

　カトリック教
きょうかい

会のミサで情
じょうほうこうかん

報交換をしたり、病
びょういん

院などでの通
つうやく

訳サービスの待
ま

ち時
じか ん

間に行
ぎょうせい

政

や学
がっこう

校からの通
つうちぶん

知文についても教
おし

えてもらったりしている。

　少
しょうすう

数の人
じんざい

材に相
そうだん

談が集
しゅうちゅう

中しがちであること、（日
に ほ ん ご

本語を読
よ

めて）頼
たよ

れる人
ひと

が少
すく

ないこと、ペ

ルー人
じんどうし

同士で仕
しご と

事を紹
しょうかい

介できる仕
し く

組みがないこと、相
そうだんしゃ

談者が色
いろいろ

々な情
じょうほう

報を手
て

がかりに自
じぶ ん

分で
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問
もんだい

題を解
かいけつ

決していける仕
し く

組みがないことなどが課
かだい

題である。

（６）　　東
ひがしにほんだいしんさいはっせいご

日本大震災発生後の様
ようす

子

①　中
ちゅうごく

国

　オールドカマーは、長
ながねん

年にわたり日
にほ ん

本に住
す

んでおり、地
じし ん

震に慣
な

れているので大
おお

きな混
こんらん

乱は

なかった。中
ちゅうかがいしゅうへん

華街周辺の中
ちゅうごくじん

国人の中
なか

には、公
こうえん

園や中
ちゅうがっこう

学校に集
あつ

まった人
ひと

がいた。交
こうつうしゅだん

通手段がな

いため学
がっこう

校に泊
と

まり一
いちや

夜を過
す

ごした人
ひと

がいた。

　ニューカマーには、帰
きこくきぼうしゃ

国希望者がたくさんいたため、航
こうくうけん

空券の値
ねだん

段が高
こうとう

騰した。（中
ちゅうごく

国－ A）

が運
うんえい

営する旅
りょこうぶもん

行部門の担
たんとうしゃ

当者は残
ざんぎょう

業して手
ては い

配に追
お

われた。帰
きこ く

国の理
りゆ う

由は、地
じし ん

震が怖
こわ

いからと

いう理
りゆう

由が最
さいだい

大ではなく、本
ほんごく

国で暮
く

らす親
しんぞく

族の不
ふあ ん

安を解
かいしょう

消する目
もくてき

的が大
おお

きかった。

　IT 関
かんけい

係の仕
しご と

事に従
じゅうじ

事する人
ひと

が多
おお

い（中
ちゅうごく

国－ B）は、インターネットと電
でん わ

話でコミュニティ

内
ない

において頻
ひんぱん

繁に連
れんらく

絡を取
と

り合
あ

い、情
じょうほうこうかん

報交換をしていた。震
しんさいとうじつ

災当日は、夫
おっと

と離
はな

れてしまった

女
じょせい

性を中
ちゅうしん

心に集
あつ

まって過
す

ごした。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ F）は、地
じしんはっせいご

震発生後すぐに５つある朝
ちょうせんがっこう

鮮学校に電
でん わ

話で連
れんらく

絡をとり、いくつ

かの学
がっこう

校は直
ちょくせつほうもん

接訪問した。交
こうつうきかん

通機関が止
と

まり子
こ

どもたちが下
げこ う

校できなくなったため、教
きょうし

師た

ちが自
じた く

宅まで送
おく

ったり、保
ほ ご し ゃ ど う し

護者同士で協
きょうりょく

力して預
あず

かったりした。最
さい ご

後の親
おや

が迎
むか

えに来
き

たの

は午
ごぜ ん

前１時
じご ろ

頃だった。地
じしんはっせい

震発生の時
じかんたい

間帯によっては、大
だいぎょうれつ

行列ができた横
よこはまえき

浜駅に朝
ちょうせんがっこう

鮮学校の

低
ていがくねん

学年の子
こ

どもが巻
ま

き込
こ

まれる可
かのうせい

能性があった。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ H）は、地
じしんちょくご

震直後のことを次
つぎ

のように語
かた

った。

「事
じ む じ ょ

務所にいたが揺
ゆ

れがひどく怖
こわ

かった。日
にほんじん

本人は建
たてもの

物から出
で

て、近
ちか

くの避
ひなんじょ

難所に指
して い

定され

ている公
こうえん

園に並
なら

んで向
む

かっていた。自
じぶ ん

分は、みんなが行
い

くところについて行
い

くという行
こう い

為

にあまりなじみがないので、ずっと事
じむ し ょ な い

務所内にいた。その後
あと

、皆
みな

が避
ひな ん

難しているから行
い

か

なければいけないのではないかと思
おも

って公
こうえん

園に行
い

ったが、少
すこ

し覗
のぞ

いただけで戻
もど

ってきた」

　福
ふくしま

島、茨
いばらき

城、宮
みや ぎ

城にそれぞれ朝
ちょうせんがっこう

鮮学校があるが、宮
みやぎけん

城県の東
とうほくちょうせんしょちゅうきゅうがっこう

北朝鮮初中級学校は校
こうしゃ

舎が使
つか

えなくなり、食
しょくどう

堂しか残
のこ

らず、寄
きしゅくしゃ

宿舎で授
じゅぎょう

業が行
おこな

われている。阪
はんしんあわじだいしんさい

神淡路大震災のときの前
ぜんれい

例

が生
い

きて、建
た

て替
か

えのための費
ひよ う

用の半
はんがく

額を国
くに

が負
ふた ん

担することが決
けってい

定された一
いっぽう

方で、県
けん

からの

補
ほじょきん

助金が打
う

ち切
き

られた。その後
あと

、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校の耐
たいしんか

震化が大
おお

きな課
かだい

題となっている。

　ニューカマーの中
なか

には、放
ほうしゃのう

射能に敏
びんかん

感になっている者
もの

がいた。また、ニューカマーの中
なか

には、
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母
ぼこく

国の家
かぞく

族から帰
かえ

ってくるように強
つよ

く言
い

われ帰
きこく

国した人
ひと

が多
おお

かった。ニューカマーが主
しゅたい

体の

教
きょうかい

会では一
い ち じ き

時期、30％程
ていど

度まで信
しんじゃ

者が減
げんしょう

少し教
きょうかい

会の存
そんぞく

続が危
あや

ぶまれた。留
りゅうがくせい

学生の中
なか

にはパニッ

クになり、すぐ帰
きこく

国の準
じゅんび

備をした人
ひと

が大
おおぜい

勢いたようだが、現
げんざい

在は再
ふたた

び戻
もど

ってきているようである。

③　フィリピン

　（フィリピン－O）は、「パープル・ホットライン」（暴
ぼうりょく

力に悩
なや

む女
じょせい

性と子
こ

どものためのホッ

トライン）に参
さんか

加しているが、震
しんさいかんれん

災関連の相
そうだん

談もたくさん受
う

けた。スタッフが事
じ む じ ょ

務所に泊
と

まり、

電
でんわたいおう

話対応した。21時
じ

ごろまで電
でんわ

話が鳴
な

り続
つづ

けた。茨
いばらき

城や宮
みや ぎ

城から避
ひなん

難してきた人
ひと

を受
う

け入
はい

れ、

避
ひなんしゃ

難者が生
せいかつ

活のための仕
しごと

事をしている間
あいだ

、その子
こ

どもの面
めんどう

倒を見
み

たりした。

　地
じ し ん ご

震後の津
つな み

波はフィリピン人
じんじょせい

女性にとって大
おお

きな衝
しょうげき

撃であったようで、地
じしんはっせいご

震発生後、しば

らく家
いえ

から出
で

たがらない人
ひと

が多
おお

く見
み

られた。落
お

ち着
つ

いてから Facebook でお互
たが

いの安
あんぴ

否を確
かくにん

認

したりした。一
いち じ き こ く

時帰国をする人
ひと

もいたが、日
にほ ん

本の家
かぞ く

族との絆
きずな

があり、フィリピンに送
そうきん

金もし

なければならないので、あまり動
どうよう

揺せず、多
おお

くのフィリピン人
じん

は日
に ほ ん

本から離
はな

れたいという

気
き も

持ちにはならなかったようだ。

④　ブラジル

　子
こ

どもが小
ちい

さい場
ばあ い

合、沖
おきなわ

縄や本
ほんごく

国へ避
ひな ん

難をする人
ひと

がいた。多
たす う

数、本
ほんごく

国に避
ひな ん

難したと言
い

われ

ている。スーパーから物
もの

がなくなるといった日
にほんしゃかい

本社会の状
じょうきょう

況も帰
きこ く

国を後
あと お

押しした。その後
あと

、

日
にほ ん

本に戻
もど

って来
き

ている人
ひと

もたくさんいる。余
よし ん

震におびえて精
せいしんてき

神的に不
ふあんてい

安定になりそうな人
ひと

も

いた。計
けいかくていでん

画停電についてコミュニティにたくさん問
と

い合
あ

わせがあった。

　（ブラジル－ T）が行
おこな

っている相
そうだん

談サービスには、節
せつでん

電についての相
そうだん

談が多
おお

かったため、

節
せつでん

電に関
かん

する情
じょうほう

報を翻
ほんやく

訳した。（ブラジル－ S）には計
けいかくていでん

画停電に関
かん

する問
と

い合
あ

わせが増
ふ

えた。

　その後
あと

、計
けいかくていでん

画停電の影
えいきょう

響で、主
しゅ

として工
こうじょうきんむしゃ

場勤務者に、平
へいじつやす

日休み日
にちようしゅっきん

曜出勤の勤
きん む

務が生
しょう

じたが、

保
ほいくえん

育園は日
にちようびやす

曜日休みなので、子
こ

どもを預
あず

けられず仕
しごと

事に行
い

けない人
ひと

がいた。

⑤　ペルー

　直
ちょくご

後は電
でん わ

話が通
つう

じなかったが、後
ごじ つ

日、Facebook やメールで海
かいがい

外からメッセージを受
う

け取
と

っ

たり、コミュニティ内
ない

で安
あんぴかくにん

否確認ができた。

　ペルー人
じん

は日
にほん

本では地
じしん

震がよく発
はっせい

生することを分
わ

かった上
うえ

で、日
にほん

本にいることを決
けつい

意している

場
ばあい

合が多
おお

い。リーマンショックの後
あと

、仕
しごと

事を失
うしな

い、見
み

つかっても以
いぜん

前ほど条
じょうけん

件は良
よ

くなく、その

後
あと

の地
じしん

震と放
ほうしゃのう

射能が後
あとお

押しして帰
きこく

国を決
き

めたケースが多
おお

いようだ。仕
しごと

事はその後
あと

も減
へ

っている。

　ペルーの報
ほうどう

道の方
ほう

が、情
じょうほう

報が早
はや

く、ペルーの親
しんせき

戚の方
かた

が放
ほうしゃのう

射能についても詳
くわ

しかった。
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（７）　　地
じしん

震に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅほうほう

手方法

①　中
ちゅうごく

国

　テレビ、新
しんぶん

聞、ラジオなどのマスメディアが中
ちゅうしん

心。携
けいたいでんわ

帯電話の緊
きんきゅうじしんそくほう

急地震速報の設
せってい

定をして

いる人
ひと

も多
おお

い。

　オールドカマーのコミュニティの中
なか

には、町
ちょうないかい

内会と協
きょうりょく

力して防
ぼうさい

災セミナーを開
かいさい

催したり、

地
じも と

元の中
ちゅうがっこう

学校での防
ぼうさいくんれん

災訓練に参
さん か

加するなど防
ぼうさい

災に積
せっきょくてき

極的に取
と

り組
く

み、情
じょうほうしゅうしゅう

報収集に励
はげ

んでいる

コミュニティもある。

　東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災の際
さい

には、日
にほ ん

本のメディアと中
ちゅうごく

国のメディアの情
じょうほう

報の違
ちが

いに困
こんわく

惑する人
ひと

がた

くさんいた。ニューカマーの中
なか

には、海
かいがい

外のニュースや大
たいしかん

使館の情
じょうほう

報など様
さまざま

々な情
じょうほう

報を収
しゅうしゅう

集

し多
ためんてき

面的に判
はんだん

断している人
ひと

もいる。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　オールドカマーは、テレビ、新
しんぶん

聞などのマスメディアが中
ちゅうしん

心。インターネットも活
かつよう

用されている。

携
けいたいでんわ

帯電話の緊
きんきゅうじしんそくほう

急地震速報の設
せってい

定をしている人
ひと

も多
おお

い。Facebookで情
じょうほう

報を交
こうかん

換している人
ひと

もいる。

　東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災の際
さい

には、ニューカマーは、日
にほ ん

本と韓
かんこく

国の両
りょうほう

方から情
じょうほう

報を得
え

て冷
れいせい

静に判
はんだん

断し

ているようだった。

③　フィリピン

　テレビの他
ほか

、Info Kanagawa（当
とうざいだん

財団が行
おこな

っている多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報メール配
はいしん

信サービス）、

NHK International（NHKが提
ていきょう

供するインターネットサービス）が挙
あ

げられた。フィリピンにい

た頃
ころ

に見
み

たテレビドラマで地
じしん

震の時
とき

にはエレベーターを使
しよう

用してはいけないことを知
し

っていた

事
じれい

例もあった。一
いっぽう

方で、行
ぎょうせい

政から防
ぼうさい

災に関
かん

する情
じょうほう

報を受
う

け取
と

ったことがないという話
はなし

もあった。

　被
ひ さ い ち

災地を実
じっさい

際に訪
おとず

れ、被
ひ さ い ち

災地の状
じょうきょうはあく

況把握に行
い

ったコミュニティ（フィリピン－O）もあった。

④　ブラジル

　日
にほ ん

本のマスメディアと海
かいがい

外のホームページが中
ちゅうしん

心である。ブラジルのテレビを株
かぶしきがいしゃ

式会社ア

イピーシー・ワールド（IPC）の提
ていきょう

供するプログラムで見
み

ている人
ひと

もいるが多
おお

くない。「在
ざいにち

日

ブラジル人
じんぜんこく

全国ネットワーク（NNBJ）」からの情
じょうほうきょうゆう

報共有もある。地
ちいき

域の防
ぼうさいじょうほう

災情報（配
はいしん

信システム）
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に登
とうろく

録し、携
けいたいでんわ

帯電話に情
じょうほう

報が届
とど

いている人
ひと

もいる。自
じ ち た い

治体が避
ひなんくんれん

難訓練を実
じっ し

施し、ブラジル人
じん

が参
さん か

加しているケースもある。

⑤　ペルー

　友
ゆうじん

人やつきあいがある行
ぎょうせいしょくいん

政職員からの口
くち

コミ、インターナショナル・プレス（スペイ

ン語
ご ば ん

版）が挙
あ

げられた。回
かいらんばん

覧板で情
じょうほう

報を得
え

ている場
ば あ い

合もある。子
こ

どもがいる人
ひと

は学
がっこう

校の

避
ひなんくんれん

難訓練に参
さんか

加することで情
じょうほう

報が得
え

られる。

　一
いちぶ

部の自
じ ち た い

治体で行
おこな

われている町
まちなか

中のスピーカーからの避
ひ な ん し じ

難指示の情
じょうほう

報は日
に ほ ん ご

本語であるため、

理
り か い で き

解出来ないという声
こえ

があった。

（８）　　放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手

①　中
ちゅうごく

国

　オールドカマーは、新
しんぶん

聞、テレビなどのマスメディアから情
じょうほう

報を入
にゅうしゅ

手している。

　ニューカマーは日
にほん

本の情
じょうほう

報だけでは不
ふじゅうぶん

十分と考
かんが

え、インターネットを通
とお

して、海
かいがい

外のニュー

スや大
たいしかん

使館の情
じょうほう

報、原
げんぱつ

発や放
ほうしゃのう

射能に関
かん

する情
じょうほう

報など様
さまざま

々な情
じょうほう

報を収
しゅうしゅう

集した。放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質につ

いては、中
ちゅうごく

国やその他
ほか

の国
くに

からの情
じょうほう

報が多
おお

かった。字
じ

が読
よ

めない人
ひと

は字
じ

が読
よ

める人
ひと

に聞
き

いて

いるようである。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　日
にほん

本のテレビ・新
しんぶん

聞などのマスメディアやインターネットを通
とお

して情
じょうほう

報を得
え

ている。KNTV

（韓
かんこく

国のテレビ）を視
しちょう

聴している者
もの

もいる。朝
ちょうせんがっこう

鮮学校では、放
ほうしゃのうけんさ

射能検査を独
どく じ

自に行
おこな

い、結
けっ か

果

を児
じどう

童・生
せいと

徒・保
ほ ご し ゃ

護者に伝
でんたつ

達した。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ L）では、原
げんぱつもんだい

発問題に関
かか

わる講
こうし

師を呼
よ

んで

講
こうえんかい

演会を行
おこな

った。

③　フィリピン

　テレビ、インターネットを通
とお

して情
じょうほう

報を得
え

ている。インターネットには英
えい ご

語やタガログ語
ご

の情
じょうほう

報もある。当
とうざいだん

財団が発
はっしん

信した情
じょうほう

報が英
えい ご

語に訳
やく

されたものを受
じゅしん

信した人
ひと

もいる。

　テレビを見
み

ていて、放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質は恐
おそ

ろしいものであることは分
わ

かるが、詳
くわ

しいことは言
こと ば

葉

が難
むずか

しいので理
りかい

解できないこともある。
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④　ブラジル

　日
にほ ん

本のテレビと海
かいがい

外のホームページを通
とお

して情
じょうほう

報を得
え

ている。ブラジルのメディアと日
にほ ん

本

のメディアの情
じょうほう

報が異
こと

なっていたため、大
だい

パニックになった。1980 年
ねんだい

代にブラジルでセシ

ウムが漏
も

れる事
じ こ

故（おそらく、ブラジル国
こく

ゴイアニア放
ほうしゃせんちりょうけんきゅうじょ

射線治療研究所からのセシウム 137

盗
とうなん

難による放
ほうしゃせんひ

射線被ばく事
じ こ

故だと思
おも

われる）があり多
たす う

数の被
ひばくしゃ

爆者が出
で

た。この事
じ こ

故のため、

ブラジル人
じん

は放
ほうしゃのう

射能の危
きけんせい

険性に敏
びんかん

感である。

⑤　ペルー

　日
にほ ん

本のテレビを通
とお

して情
じょうほう

報を得
え

ている。また、NHK WORLD のスペイン語
ご

ニュースを通
とお

し

て情
じょうほう

報を得
え

た。また、口
くち

コミで情
じょうほう

報を得
え

ている人
ひと

もいる。

（９）　　（７）、（８）で得
え

た情
じょうほう

報の伝
でんたつほうほう

達方法

①　中
ちゅうごく

国

　コミュニティのホームページに神
か な が わ け ん

奈川県の関
かんれん

連ホームページへのリンクを設
せっ ち

置した例
れい

が

あった。確
かくしん

信が持
も

てないので簡
かんたん

単には情
じょうほう

報を流
なが

せないと判
はんだん

断したコミュニティもあった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　放
ほうしゃせんりょうそくてい

射線量測定の結
けっ か

果が朝
ちょうせんがっこう

鮮学校の保
ほ ご し ゃ

護者に伝
つた

えられた。震
しんさいとくせつ

災特設ブログを開
かいせつ

設したコミュ

ニティもあった。地
じしんはっせいじ

震発生時に、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校から子
こ

どもたちの無
ぶ じ

事を保
ほ ご し ゃ

護者に知
し

らせるメール

が一
いっせいはいしん

斉配信され、保
ほ ご し ゃ

護者に大
たいへんおお

変大きな安
あんしん

心を与
あた

えた。

　全
ぜんこ く き ぼ

国規模での会
かいごう

合で、福
ふくしま

島の朝
ちょうせんがっこう

鮮学校の状
じょうきょう

況を聞
き

く機
きか い

会を作
つく

ったコミュニティもある。

③　フィリピン

　口
くち

コミ、メール、Facebook による日
にちじょうてき

常的な情
じょうほうこうかん

報交換。コミュニティの会
かいごう

合において

放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質についての情
じょうほう

報を伝
でんたつ

達した事
じれい

例もある。

④　ブラジル

　口
くち

コミ、相
そうだん

談や問
と

い合
あ

わせを受
う

けた際
さい

に情
じょうほう

報が伝
つた

えられている。
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⑤　ペルー

　口
くち

コミ、Facebook、相
そうだん

談や問
と

い合
あ

わせを受
う

けた際
さい

に情
じょうほう

報が伝
つた

えられている。

（10）　　情
じょうほうりゅうつう

報流通に関
かん

するコミュニティ内
ない

の課
かだ い

題

①　中
ちゅうごく

国

　IT 企
きぎょう

業で働
はたら

いている人
ひと

は情
じょうほう

報のやり取
と

りで不
ふ つ ご う

都合を感
かん

じることはない。何
なんにん

人かいる文
も じ

字の

読
よ

み書
か

きができない人
ひと

はインターネットにもアクセスをしない。ニューカマーの中
なか

にはオー

ルドカマーのコミュニティの存
そんざいじたい

在自体を知
し

らない者
もの

もいる。

　緊
きんきゅうじ

急時に、誰
だれ

がどのように連
れんらく

絡するか華
かきょうぜんたい

僑全体で議
ぎろ ん

論していかなければならないと思
おも

うと

いう意
いけん

見もあった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　末
まったん

端まで情
じょうほう

報や連
れんらく

絡を伝
つた

えることが課
かだい

題。郵
ゆうそう

送でお知
し

らせを送
おく

るだけでは反
はんのう

応が鈍
にぶ

いので、

戸
こべつほうもん

別訪問をして情
じょうほう

報を届
とど

ける努
どりょく

力しているコミュニティもある。

　マンパワーの不
ふそ く

足などからホームページの更
こうしん

新を負
ふた ん

担に感
かん

じたり、情
じょうほうはっしん

報発信が十
じゅうぶん

分にでき

ていないコミュニティがある。

③　フィリピン

　英
えい ご

語やタガログ語
ご

に翻
ほんやく

訳されている情
じょうほう

報があまりない。また、たとえ英
えい ご

語やタガログ語
ご

に

なっていても、紙
かみばいたい

媒体は読
よ

まれない傾
けいこう

向があり、情
じょうほう

報が行
い

きわたらない、子
こ

どもと親
おや

が得
え

る

情
じょうほう

報の内
ないよう

容や量
りょう

に差
さ

がある、朝
あさばんはたら

晩働いている親
おや

への情
じょうほうていきょう

報提供が難
むずか

しいといったことが課
かだ い

題と

して出
だ

された。コミュニティからの情
じょうほうはっしん

報発信を改
かいぜん

善したいという意
いけん

見もあった。

④　ブラジル

　フリーペーパーや無
むりょう

料の新
しんぶん

聞が発
はっこう

行されているが、関
かんしん

心が高
たか

い人
ひと

にしか読
よ

まれていないようで

ある。IPCのテレビもあるが、全
ぜんいん

員が加
かにゅう

入しているわけではない。大
たいせつ

切なことを伝
つた

えるためには、

文
も じ

字が少
すく

なく分
わ

かりやすいポスターを掲
けいじ

示するのが効
こうかてき

果的ではないかという提
ていあん

案があった。
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⑤　ペルー

　スペイン語
ご

での情
じょうほう

報が少
すく

ない。口
くち

コミで情
じょうほう

報を伝
つた

えているが隅
すみずみ

々まで情
じょうほう

報が伝
つた

わる仕
し く

組みがない。

（11）　　コミュニティ内
ない

におけるインターネットの活
かつようじょうきょう

用状況

①　中
ちゅうごく

国

　インターネットの活
かつようじょうきょう

用状況には個
こ じ ん さ

人差がある。あまり得
とくい

意でない人
ひと

がいる一
いっぽう

方、タブレット端
たんまつ

末

（i Padや i phone等
など

）を駆
く し

使している人
ひと

もいる。ホームページを有
ゆう

しているコミュニティもあるが、

更
こうしん

新を頻
ひんぱん

繁にすることは出
で き

来ていない。パソコンより携
けいたい

帯を使
つか

うことが多
おお

いと回
かいとう

答するコミュニ

ティもあった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　若
わか

い世
せ だ い

代がよく活
かつよう

用している。パソコンが使
つか

えない世
せだ い

代もいる。ホームページを頻
ひんぱん

繁に

更
こうしん

新することができていないコミュニティがある。

③　フィリピン

　活
かつよう

用している。一
いっぽう

方、コンピュータースキルが低
ひく

い人
ひと

が多
おお

いと指
してき

摘したコミュニティもある。

パソコンのインターフェイスが日
に ほ ん ご

本語であること、英
えい ご

語のインターフェイスに変
か

える操
そう さ

作が

難
むずか

しいこともその理
りゆう

由のひとつ。

④　ブラジル

　活
かつよう

用している。

⑤　ペルー

　活
かつよう

用している。日
に ほ ん ご

本語の読
よ

み書
か

きが出
で き

来なくても、キーボードをローマ字
じ

で打
う

ち込
こ

めば、

必
ひつよう

要な情
じょうほう

報にたどり着
つ

くことがある程
て い ど で き

度出来る。インターネット技
ぎじゅつ

術を応
おうよう

用した電
でん わ

話を使
つか

う

ことで、電
でんわだい

話代を安
やす

く抑
おさ

えている者
もの

もいる。

（12）　　Facebook や twitter 等
など

の SNS（ソーシャルネットワークサービス）の活
かつようじょうきょう

用状況
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①　中
ちゅうごく

国

［Facebook］

・　使
しよう

用している人
ひと

はいるが、コミュニティにおいて積
せっきょくてき

極的に活
かつよう

用している事
じれい

例は確
かくにん

認できず。

［twitter］

・　コミュニティにおいて twitter はあまり活
かつよう

用されていない。個
こじん

人での使
しよう

用はある。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

［Facebook］

・　20代
だい

から 30代
だい

の若
わか

い世
せだ い

代がうまく利
りよう

用している。

・　日
にほん

本で先
せんこう

行している SNS であるmixi の利
りよ う

用もある。

・　コミュニティからの情
じょうほうはっしん

報発信として活
かつよう

用していたのは（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮ー J）。

・　活
かつようじれい

用事例：意
いけんこうかん

見交換、イベントの告
こくち

知・報
ほうこく

告

［twitter］

・　コミュニティにおいて twitter はあまり活
かつよう

用されていない。個
こじん

人での使
しよう

用はある。

・　20代
だい

から 30代
だい

の若
わか

い世
せだ い

代がうまく利
りよう

用している。

③　フィリピン

［Facebook］

・　Facebook は活
かつよう

用されている。

・　活
かつようじれい

用事例：写
しゃしん

真の交
こうかん

換、セミナーの開
かいさいじょうほう

催情報の発
はっしん

信、スーパーの安
やすう

売り情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手

［twitter］

・　コミュニティにおいて twitter はあまり活
かつよう

用されていない。個
こじん

人での使
しよう

用はある。

④　ブラジル

［Facebook］

・　Facebook は活
かつよう

用されている。

・　活
かつようじれい

用事例：相
そうだん

談

［twitter］

・　３つのコミュニティで twitter のことは言
げんきゅう

及されていない。

・　１つのコミュニティで、twitter のことは知
し

られているが、あまり活
かつよう

用されていない。

⑤　ペルー

［Facebook］

・　Facebook は活
かつよう

用されている。
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・　活
かつようじれい

用事例：写
しゃしん

真・メッセージの交
こうかん

換

［twitter］

・　twitter はあまり活
かつよう

用されていない。

（13）　　ホスト社
しゃかい

会との交
こうりゅう

流について

①　中
ちゅうごく

国

　オールドカマーは、日
にほんしゃかい

本社会に根
ね づ

付いており、町
ちょうないかい

内会への参
さん か

加など日
にちじょうせいかつ

常生活を通
つう

じて広
ひろ

く

交
こうりゅう

流している。料
りょうりきょうしつ

理教室、合
がっしょう

唱を通
つう

じて交
こうりゅう

流している例
れい

も挙
あ

げられた。「あーすフェスタかな

がわ」（2000 年
ねん

から神
かな が わ け ん

奈川県において開
かいさい

催されている国
こくさいこうりゅう

際交流フェスティバル）への参
さん か

加も

交
こうりゅう

流の機
きか い

会となっている。

　ニューカマーは、国
こくさいこうりゅう

際交流フェスティバル、地
ちい き

域の祭
まつ

り、語
ごがくきょうしつ

学教室、パーティー等
など

を通
つう

じ

交
こうりゅう

流している。子
こ

どもたちが、日
にほんじん

本人が多
おお

い学
がっこう

校に入
はい

ると、ホスト社
しゃかい

会との交
こうりゅう

流も生
う

まれや

すくなる。パソコン教
きょうしつ

室が交
こうりゅう

流の場
ば

になっているという話
はなし

もあった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　日
にちじょうせいかつ

常生活やコミュニティの活
かつどう

動を通
つう

じて、日
にほんしゃかい

本社会と広
ひろ

く長
ちょうきかん

期間に渡
わた

り交
こうりゅう

流し、それぞれ

のコミュニティで地
ちい き

域と交
こうりゅう

流するための催
もよお

しを開
かいさい

催したり、地
ちい き

域のイベントに参
さん か

加したりし

ている。「あーすフェスタかながわ」も交
こうりゅう

流の場
ば

となっている。

　拉
ら ち も ん だ い い こ う

致問題以降、交
こうりゅう

流が難
むずか

しくなったという意
いけ ん

見と、韓
かんこく

国の芸
げいのう

能の人
にん き

気でずいぶん交
こうりゅう

流が

進
しんてん

展したという意
いけ ん

見があった。日
にっちょうかんけい

朝関係の影
えいきょう

響で、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校への嫌
いや

がらせが続
つづ

く中
なか

に生
う

まれ

た日
にほんじん

本人による「朝
ちょうせんがっこうにゅうがく

鮮学校入学おめでとう応
おうえんたい

援隊」（2003 年
ねん

から）という活
かつどう

動もある。

③　フィリピン

　クリスマスパーティーやカトリック教
きょうかい

会でのミサなどが交
こうりゅう

流の場
ば

となっている。小
しょうがっこう

学校で

フィリピン文
ぶん か

化の紹
しょうかい

介をしている人
ひと

もいる。（フィリピン－ P）や（フィリピン－ N）では、

経
けいえい

営する店
てんぽ

舗に日
にほんじん

本人が来
らいてん

店するので交
こうりゅう

流が生
う

まれている。

④　ブラジル

　長
なが

く日
にほ ん

本で暮
く

らしている人
ひと

も多
おお

いので、日
ひ び

々の仕
しご と

事や生
せいかつ

活（町
ちょうないかい

内会・子
こ

ども会
かい

を含
ふく

む）を

通
つう

じて交
こうりゅう

流しているコミュニティがある一
いっぽう

方、ホスト社
しゃかい

会との交
こうりゅう

流は少
すく

ないと答
こた

えるコミュ
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ニティもある。ホスト社
しゃかい

会に外
がいこくじん

国人を受
う

け入
い

れる準
じゅんび

備が出
で き

来ていないこと、ブラジル人
じん

が

自
じぶ ん

分たちのコミュニティを作
つく

りその中
なか

で生
せいかつ

活が出
で き

来ていることの 2点
てん

が、交
こうりゅう

流が少
すく

ないこと

の要
よういん

因であるという意
いけん

見があった。

⑤　ペルー

　学
がっこう

校での文
ぶんか

化の紹
しょうかい

介、地
ちい き

域の国
こくさいこうりゅう

際交流フェスティバルを通
つう

じて交
こうりゅう

流している。（ペルー－ Y）

が主
しゅさい

催するペルー人
じん

の子
こ

ども向
む

けの母
ぼごきょうしつ

語教室には、スペイン語
ご

を学
まな

びに日
にほんじん

本人も来
き

ており、

交
こうりゅう

流の場
ば

になっている。

（14）　　被
ひ さ い ち

災地の同
どうこくじん

国人への支
しえん

援について

①　中
ちゅうごく

国

　同
どうこくじん

国人に届
とど

けることを目
もくてき

的として寄
き ふ

付を行
おこな

ったコミュニティがある。その他
ほか

、外
がいこくじん

国人・

日
にほんじん

本人を分
わ

けることなく支
しえん

援が行
おこな

われた。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　現
げん ち

地の同
どうこくじん

国人コミュニティを訪
ほうもん

問および支
しえんかつどう

援活動、義
ぎえんきん

捐金、物
ぶっ し

資の送
そう ふ

付を行
おこな

った。その他
ほか

、

外
がいこくじん

国人・日
にほんじん

本人を分
わ

けることなく支
しえん

援が行
おこな

われた。

③　フィリピン

　教
きょうかい

会で募
ぼき ん

金を行
おこな

ったコミュニティがある。また、「移
いじゅうろうどうしゃ

住労働者と連
れんたい

帯する全
ぜんこく

国ネットワー

ク（移
いじゅうれん

住連）」とともに南
みなみさんりくちょう

三陸町を継
けいぞくてき

続的に（これまでに 4回
かい

）訪
たず

ね、南
みなみさんりくちょう

三陸町のフィリピ

ン女
じょせい

性のサポートをしているコミュニティもある。このコミュニティは、2011 年
ねん

12 月
がつ

には

福
ふくしまけんしらかわし

島県白河市を訪
たず

ね、そこでも多
おお

くのフィリピン人
じん

が生
せいかつ

活していることを把
はあく

握した。その他
ほか

、

外
がいこくじん

国人・日
にほんじん

本人を分
わ

けることなく支
しえん

援が行
おこな

われた。

④　ブラジル

　被
ひ さ い ち

災地で同
どうこくじん

国人が困
こま

っているという情
じょうほう

報はあまり聞
き

かれないが、「在
ざいにち

日ブラジル人
じんぜんこく

全国ネッ

トワーク（NNBJ）」のコアメンバーが集
しゅうごう

合し、「Brasil Solidario（連
れんたい

帯ブラジル）」を発
ほっそく

足し、

災
さいがい

害に遭
あ

ったブラジル人
じん

および日
にほんじんひさいしゃ

本人被災者の支
しえんかつどう

援活動に取
と

り組
く

んでいる。
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⑤　ペルー

　被
ひ さ い ち

災地にはペルー人
じん

が少
すく

なかったので、外
がいこくじん

国人・日
にほんじん

本人を分
わ

けることなく支
しえん

援が行
おこな

われた。

（15）　　被
ひさいちぜんぱん

災地全般への支
しえん

援について

①　中
ちゅうごく

国

　個
こじ ん

人および団
だんたい

体で寄
き ふ

付を行
おこな

った。中
ちゅうかがい

華街ではフカヒレの仕
し い

入れを通
つう

じ宮
みやぎ け ん け せ ん ぬ ま し

城県気仙沼市と

交
こうりゅう

流があり、気
け せ ん ぬ ま し

仙沼市への支
しえ ん

援を行
おこな

った。ニューカマーの中
なか

には、中
ちゅうかりょうり

華料理の炊
た

き出
だ

しを

行
おこな

った者
もの

もいる。四
しせんだいしんさい

川大震災のときに支
しえん

援をしてくれた学
がっこう

校に支
しえ ん

援をした例
れい

もある。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　在
ざいにちどうほう

日同胞、日
に ほ ん じ ん わ

本人分け隔
へだ

てなく支
し え ん

援した。炊
た

き出
だ

しも多
おお

く行
おこな

われ、義
ぎえんきん

援金も送
おく

られた。

赤
せきじゅうじ

十字を通
つう

じ、個
こじんてき

人的に寄
き ふ

付をした人
ひと

も多
たす う

数いる。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ K）では、辞
じし ょ

書や単
たんごちょう

語帳を

集
あつ

めて学
がっこう

校へ送
おく

るという支
しえんかつどう

援活動もなされた。

③　フィリピン

　フィリピン料
りょうり

理の炊
た

き出
だ

し、泥
どろ

の除
じょきょかつどう

去活動、募
ぼきんかつどう

金活動が行
おこな

われた。イベント出
しゅってん

店やバザー

での売
うりあげ

上を被
ひ さ い ち

災地に送
おく

った例
れい

もある。

④　ブラジル

　「在
ざいにち

日ブラジル人
じんぜんこく

全国ネットワーク（NNBJ）」を通
つう

じて支
しえんかつどう

援活動をしたり、アクセサリーを

製
せいさくはんばい

作販売し収
しゅうえき

益の半
はんぶん

分を被
ひ さ い ち し え ん

災地支援に当
あ

てている例
れい

もある。ブラジル人
じ ん が か

画家が仮
かせつじゅうたく

設住宅の壁
かべ

に絵
え

を描
か

くコミュニティアートによる支
しえんかつどう

援活動をしている例
れい

もある。トラックと重
じゅうき

機を持
も

ち

込
こ

み、生
せいぞんしゃ

存者を捜
さが

す作
さぎょう

業を行
おこな

った人
ひと

もいる。

⑤　ペルー

　義
ぎ え ん き ん

援 金 や物
ぶ っ し

資 を 送
おく

っ た。PIN（ ペ ルーイミグランテムンディアル：ペルー

人
じんこくさいいじゅうしゃきょうかい

国際移住者協会）では、洋
ようふく

服を集
あつ

めて寄
き ふ

付した。翻
ほんやく

訳ボランティアに参
さんか

加した人
ひと

もいる。
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（16）　　東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災を機
き

に日
にほんしゃかい

本社会や日
にほんじん

本人への見
みかた

方が変
か

わったこと

①　中
ちゅうごく

国

　日
にほんしゃかい

本社会や日
にほんじん

本人に対
たい

して好
こういてき

意的な意
いけ ん

見が目
め だ

立った。「日
にほんじん

本人の秩
ちつじょ

序だって、混
こんらん

乱していな

い様
よう す

子に感
かんしん

心させられた」（中
ちゅうごく

国－ B）、「ボランティア活
かつどう

動をする日
にほんじん

本人に明
あか

るい希
きぼ う

望を持
も

っ

た」（中
ちゅうごく

国－ A) などの意
いけ ん

見が聞
き

かれた。ただ、ニューカマーからは、震
しんさいじ

災時の日
にほんしゃかい

本社会の

団
だんけつりょく

結力が、排
はいたてき

他的な方
ほうこう

向に向
む

かったときのことを危
き ぐ

惧する意
いけん

見もあった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　整
せいぜん

然とした日
にほんじん

本人の姿
すがた

、我
がまんづよ

慢強さなどに感
かんめい

銘を受
う

けたとの意
いけ ん

見があった一
いっぽう

方で、宮
みやぎけん

城県

の東
とうほくちょうせんしょちゅうきゅうがっこう

北朝鮮初中級学校の補
ほじょきん

助金が打
う

ち切
き

られたことについて「理
り か い で き

解出来ない。そういう

社
しゃかい

会なのだということを再
さいにんしき

認識することになった」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ G）という意
いけ ん

見があった。

「非
ひじょうじ

常時に国
こくせき

籍など関
かんけい

係なくお互
たが

いに助
たす

けあって、勇
ゆ う き づ

気付けあった。そして、今
いま

、復
ふっこう

興を目
め ざ

指

してともに頑
がん ば

張っている。これを教
きょうくん

訓にして、今
こん ご

後の共
きょうせい

生のモデルを作
つく

っていかなければな

らない」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ K）という声
こえ

もあった。

　さらに、「がんばろう日
にほ ん

本」という言
こと ば

葉を、「日
にほんじん

本人ではないのに日
にほ ん

本に住
す

む者
もの

としてどの

ように捉
とら

えたらよいのか考
かんが

えた」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ L）という意
いけん

見もあった。

③　フィリピン

　津
つなみ

波の映
えいぞう

像を見
み

て、「『私
わたし

の国
くに

がやられた』という悔
くや

しい気
き も

持ちが芽
め ば

生えた」（フィリピン－ P）

人
ひと

がいる。また、「人
ひと

がよりコミュニケーションをとり、互
たが

いを理
りか い

解し、助
たす

け合
あ

い、コミュニ

ティを形
けいせい

成し、国
くに

を尊
そんけい

敬し、高
こうれいしゃ

齢者を尊
そんけい

敬するためのチャンスである」（フィリピン－O）と

いう意
いけん

見も聞
き

かれた。

　一
いっぽう

方で、「『シンパシー』と『近
ちか

くなる』という気
き も

持ちは別
べつ

。日
にほんじん

本人の心
こころ

の扉
とびら

は固
かた

く閉
と

ざさ

れているような気
き

がする。なかなか近
ちか

い存
そんざい

在になれない」（フィリピン－R）との意
いけん

見もあった。

④　ブラジル

　ブラジル人
じん

の意
い し

志が次
つぎ

のように確
かくにん

認できたのではないかという意
いけん

見があった。「地
じしん

震が起
お

き

たことにより、在
ざいにち

日ブラジル人
じん

の決
けつ い

意がわかったとも考
かんが

えられる。残
のこ

った人
ひと

は生
しょうがいにっぽん

涯日本に住
す

むことを決
けつ い

意した人
ひとびと

々であり、『移
いみ ん

民』と称
しょう

される人
ひとびと

々である。3万
まんにん

人ほど帰
きこ く

国したが、かれ
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らはもともと日
にほん

本に永
えいえん

遠に住
す

むつもりはなかったと考
かんが

えている」（ブラジル－V）

　その他
ほか

、「子
こ

どもたちにとっては、今
こんご

後の日
にほんしゃかい

本社会は大
たいへん

変になると思
おも

う」（ブラジル－T）と

の意
いけん

見が聞
き

かれた。また、「被
ひ さ い ち し え ん

災地支援を通
つう

じ、長
ながねんせいかつ

年生活している場
ばしょ

所のことしか知
し

らなかった

ので、日
にほん

本は関
かんとう

東だけではないということがわかった。田
いなか

舎の人
ひと

は優
やさ

しくて人
にんげんせい

間性がある」（ブ

ラジル－V）という被
ひ さ い ち

災地に重
じゅうき

機を搬
はんにゅう

入して、瓦
がれきてっきょさぎょう

礫撤去作業を行
おこな

った人
ひと

からの意
いけん

見もあった。

⑤　ペルー

　「日
にほんじん

本人が落
お

ち着
つ

いて行
こうどう

動していたのが素
す ば

晴らしいと思
おも

った」（ペルー－ Z）との意
いけ ん

見が聞
き

かれた。また、「日
にほん

本が安
あんぜん

全でなくなったと思
おも

う人
ひと

もいるだろう、しかし、友
とも

だちがいて、子
こ

どもを育
そだ

ててきた日
にほん

本にいたい、と思
おも

う人
ひと

の方
ほう

が多
おお

い」（ペルー－ Y）という声
こえ

も聞
き

かれた。

（17）　　ホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこと

①　中
ちゅうごく

国

　次
つぎ

のことがホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこととして挙
あ

げられた。

・　ニューカマーが日
にほんしゃかい

本社会の一
いちいん

員となるよう見
みまも

守って欲
ほ

しい。

・　日
にほん

本の現
げんじょう

状について悲
ひかんてき

観的な日
にほんじん

本人が多
おお

い、もっと前
まえむ

向きに生
い

きて欲
ほ

しい。

・　多
おお

くの外
がいこくじん

国人を受
う

け入
い

れて消
しょうひしじょう

費市場の拡
かくだい

大を図
はか

るべき。

・　納
のうぜ い ぎ む

税義務を果
は

たしているのに、選
せんきょけん

挙権がない。これは憲
けんぽう

法の精
せいしん

神に反
はん

するのではないか。

・　留
りゅうがくせい

学生が資
しかくがいしゅうろう

格外就労の時
じかん

間が限
かぎ

られているが故
ゆえ

に学
がく ひ

費の支
しは ら

払いに困
こま

っている。法
ほうかいせい

改正が

必
ひつよう

要ではないか。

・　マスメディアの中
ちゅうごく

国に対
たい

する偏
かたよ

った報
ほうどう

道に肩
かた み

身が狭
せま

く感
かん

じる。

・　異
いしつ

質なものを受
じゅよう

容する姿
しせい

勢や雰
ふ ん い き

囲気が日
にほんしゃかい

本社会には必
ひつよう

要ではないか。

・　日
にほんしゃかい

本社会に求
もと

めるだけでなく、自
じぶん

分が社
しゃかい

会のために何
なに

が出
で き

来るのかも考
かんが

えなくてはならない。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　次
つぎ

のことがホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこととして挙
あ

げられた。

・　マスメディアには正
せいかく

確で平
びょうどう

等な情
じょうほう

報を、人
じんけん

権の立
たち ば

場にたって報
ほうどう

道して欲
ほ

しい。一
いちどなが

度流れ

たマイナスの印
いんしょう

象や影
えいきょう

響は消
け

し去
さ

ることができない。

・　日
にほん

本のマスメディアは欧
おうべいちゅうしん

米中心の報
ほうどう

道に偏
かたよ

っているように思
おも

うので、アジア地
ちいき

域のこと



―　38　―

を伝
つた

えて欲
ほ

しい。

・　同
おな

じ社
しゃかい

会で暮
く

らしているのだから、日
にほんじん

本人も外
がいこくじん

国人もともに頑
がんば

張れる社
しゃかい

会になって欲
ほ

しい。

・　在
ざいにち

日の歴
れき し

史や現
げんじょう

状について学
まな

んで欲
ほ

しい。何
なに

も知
し

らない人
ひと

が増
ふ

えている。

・　行
ぎょうせい

政からの情
じょうほう

報がきちんと届
とど

くようにして欲
ほ

しい。

・　我
われわれ

々が地
ちいきじゅうみん

域住民として暮
く

らしていくことを前
ぜんてい

提とした政
せいさく

策を展
てんかい

開して欲
ほ

しい。

・　日
にほんじん

本人と同
どうとう

等の義
ぎ む

務を課
か

せられながら、国
こくせき

籍が異
こと

なるということだけで同
どうとう

等の権
けん り

利を

享
きょうじゅ

受することができないのはいかがなものか。

・　朝
ちょうせんがっこう

鮮学校の教
きょういくないよう

育内容は時
じだい

代とともに変
か

わってきている。今
いま

の朝
ちょうせんがっこう

鮮学校のことを理
りかい

解してほしい。

・　在
ざいにちいっせい

日一世の人
ひと

たちが受
う

けたことと同
おな

じような差
さべ つ

別をニューカマーの方
かたがた

々が受
う

けている。

そのような差
さべつ

別の繰
く

り返
かえ

しにとても疑
ぎもん

問を感
かん

じる。

③　フィリピン

　次
つぎ

のことがホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこととして挙
あ

げられた。

・　（義
ぎむきょういくだんかい

務教育段階の）学
がっこうきょういく

校教育をもっと厳
きび

しくして、子
こ

どもたちに学
がくりょく

力を付
つ

けさせて欲
ほ

しい。

・　入
にゅうきょさべつ

居差別を無
な

くして欲
ほ

しい。

・　多
た げ ん ご

言語で情
じょうほう

報を流
なが

して欲
ほ

しい。

・　周
しゅうえんか

縁化されている日
にほんじん

本人や働
はたら

けない日
にほんじん

本人も含
ふく

めて、社
しゃかい

会の構
こうせいいんすべ

成員全てが社
しゃかい

会に参
さんか

加できるよ

うにすることが大
だいじ

事である。自
じぶん

分のアイデンティティと基
きほんてきじんけん

本的人権が守
まも

られるようにして欲
ほ

しい。

・　学
がっこうげんば

校現場でのフィリピン人
じん

による学
がくしゅう

習サポーターの導
どうにゅう

入のあり方
かた

や、子
こ

どもたちへの

支
しえん

援プログラムを再
さいこう

考して欲
ほ

しい。

・　入
にゅうきょそうだん

居相談や医
いりょうかんけい

療関係の通
つうやくしゃ

訳者などを増
ふ

やして欲
ほ

しい。

・　参
さんせいけん

政権を与
あた

えて欲
ほ

しい。　

・　帰
き か

化の方
ほうほう

法を簡
かんりゃくか

略化して欲
ほ

しい。

・　税
ぜいきん

金を上
あ

げて欲
ほ

しくない。

・　困
こま

っている人
ひと

（外
がいこくじん

国人も含
ふく

む）がいたら周
しゅうい

囲の目
め

を気
き

にしないで助
たす

けて欲
ほ

しい。

④　ブラジル

　次
つぎ

のことがホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこととして挙
あ

げられた。

・　日
にっけいじん

系人とはどういう人
ひと

たちなのか学
まな

んで欲
ほ

しい。

・　日
にほんしゃかい

本社会は高
こうれいか

齢化が進
すす

む一
いっぽう

方である。グローバル化
か

の中
なか

で生
い

きていくために、外
がいこくじん

国人を

真
ましょうめん

正面から受
う

け入
い

れるべきであり、そのための体
たいせい

制を整
ととの

えて欲
ほ

しい。
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・　いまだに外
がいこくじん

国人に対
たい

して偏
へんけん

見を抱
だ

いている日
にほんじん

本人がたくさんいる。政
せいふ

府が中
ちゅうしん

心となって、

外
がいこくじん

国人に対
たい

する理
りかい

解を促
そくしん

進して欲
ほ

しい。

⑤　ペルー

　次
つぎ

のことがホスト社
しゃかい

会に望
のぞ

むこととして挙
あ

げられた。

・　日
にほんじん

本人との近
きんじょ

所づきあいが足
た

りない。

・　外
がいこく

国のことをもっと知
し

って欲
ほ

しい。

・　納
のうぜい

税の義
ぎ む

務を果
は

たしているので、権
けんり

利もきちんと与
あた

えて欲
ほ

しい。

・　労
ろうどうしゃ

働者の権
けんり

利（例
れい

：保
ほけ ん

険や有
ゆうきゅうきゅうか

給休暇）を守
まも

るために法
ほうりつ

律を変
か

えて、守
まも

って欲
ほ

しい。

・　職
しょくば

場でのパワーハラスメントを無
な

くして欲
ほ

しい。

・　マスメディアは、震
しんさいじ

災時のペルー人
じん

の取
と

り組
く

みをもっと取
と

り上
あ

げて欲
ほ

しかった。それが

ないと、いつまで経
た

っても共
きょうせい

生のための架
か

け橋
はし

がかからない。

・　教
きょうし

師は子
こ

どもの成
せいちょう

長を支
ささ

える立
たちば

場なのだから、適
てきせつ

切なタイミングできちんと子
こ

どもとの

関
かか

わりを持
も

つことが肝
かんじん

心。世
せか い

界には様
さまざま

々な国
くに

があって、違
ちが

う文
ぶん か

化や習
しゅうかん

慣、食
た

べ物
もの

がある

ということを教
きょうし

師がきちんと教
おし

えて欲
ほ

しい。

・　国
こくさいか

際化の進
しんてん

展に伴
ともな

い、挨
あいさつ

拶などを 5つくらいの言
こと ば

葉で言
い

えるようにするといった取
と

り

組
く

みを学
がっこう

校の中
なか

で行
おこな

って欲
ほ

しい。

・　日
にほん

本の義
ぎむきょういく

務教育における進
しんきゅうせいど

級制度の見
みなお

直しをして欲
ほ

しい。

（18）　　外
がいぶ し き ん

部資金の規
き ぼ

模

①　中
ちゅうごく

国

　外
がい ぶ し き ん

部資金を獲
かくとく

得することについての想
そうてい

定がほとんなく、金
きんがく

額の想
そうてい

定もされていない。1つ

のコミュニティからは、15万
まんえんていど

円程度あれば活
かつどう

動に役
やく だ

立つという意
いけん

見があった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　多
おお

くのコミュニティが会
かい ひ

費を中
ちゅうしん

心で運
うんえい

営をされている。会
かいじょうひ

場費、イベント開
かいさい

催を中
ちゅうしん

心に

外
がいぶしきんかくとく

部資金獲得へのニーズが存
そんざい

在する。5万
まんえんていど

円程度から大
だ い き ぼ

規模なもので 80万
まんえんていど

円程度。

　その他
ほか

、事
じむきょくけいひ

務局経費として月
つき

10 万
まんえん

円くらいあると助
たす

かるという意
いけん

見もあった。

③　フィリピン
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　「1 年
ねんかん

間で 160 ～ 200 万
まんえんていど

円程度あるとよい」、かながわ民
みんさいきょうりょくききん

際協力基金（当
とうざいだん

財団が運
うんえい

営

している助
じょせいせいど

成制度）について、「助
じょせいきかん

成期間を限
げんてい

定しないで欲
ほ

しい」「全
ぜんがくじょせい

額助成して欲
ほ

しい。

非
ひえいりかつどう

営利活動なので運
うんえい

営を自
じり つ

立させるのは難
むずか

しい」との意
いけん

見が（フィリピン－N）から出
だ

された。

他
た

のコミュニティからは、特
とく

に言
げんきゅう

及はなかった。

④　ブラジル

　1つのコミュニティから、情
じょうほう

報を整
せい り

理したり事
じむ さ ぎ ょ う

務作業をするために有
ゆうきゅう

給スタッフが必
ひつよう

要で、

最
さいていげん

低限の金
きんがく

額として 10万
まんえん

円／月
つき

が挙
あ

げられた。

⑤　ペルー

　1つのコミュニティでは、子
こ

どもたちの学
がくしゅうかつどう

習活動のために 10万
まんえんほどほじょ

円程補助を受
う

けたことがあ

り、プリンターや消
しょうもうひん

耗品の購
こうにゅう

入に役
やく だ

立てたと話
はなし

があった。

（19）　　外
がいぶしきんしんせいじ

部資金申請時に困
こんなん

難に感
かん

じること

①　中
ちゅうごく

国

　今
こんかい

回ヒアリングを実
じっし

施したコミュニティには、外
がいぶ し き ん

部資金の申
しんせい

請の経
けいけん

験がなかった。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　自
じぶ ん

分たちの活
かつどう

動が対
たいしょう

象となりえるのか分
わ

からない場
ばあ い

合もあるので、助
じょせいだんたい

成団体からの積
せっきょくてき

極的

な情
じょうほうていきょう

報提供を求
もと

める声
こえ

が複
ふくすうき

数聞かれた。申
しんせい

請にあたっては、申
しんせいほうほう

請方法や報
ほうこく

告が細
こま

かすぎると

いう意
いけん

見があった。

③　フィリピン

　言
こと ば

葉の壁
かべ

の問
もんだい

題が複
ふくすう

数のコミュニティから挙
あ

げられ、英
えい ご

語での申
しんせい

請を求
もと

める声
こえ

もあった。

また、生
せいかつ

活のために仕
しごと

事をしているので「書
しょるい

類を書
か

く時
じか ん

間がない。」などの声
こえ

が聞
き

かれた。

④　ブラジル
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　今
こんかい

回ヒアリングを実
じっし

施したコミュニティからは特
とく

に言
げんきゅう

及がなかった。

⑤　ペルー

　生
せいかつ

活に追
お

われ申
しんせいしょ

請書を書
か

く時
じか ん

間がないことが挙
あ

げられた。助
じょせいだんたい

成団体からの情
じょうほうていきょう

報提供の充
じゅうじつ

実

と日
にほんじん

本人のサポートが求
もと

められている。

（20）　　コミュニティをさらに活
かっせいか

性化するための研
けんしゅう

修について

①　中
ちゅうごく

国

　若
わかもの

者への就
しゅうろうしえん

労支援や職
しょくぎょうくんれん

業訓練、防
ぼうさい

災、老
ろうねんもんだい

年問題の解
かいけつ

決のための情
じょうほうていきょう

報提供、国
こくさいけっこん

際結婚の

家
か て い む

庭向けの相
そう ご り か い

互理解などが挙
あ

げられた。また、交
こうりゅう

流を求
もと

めるものとして、外
がいこくじんしえんだんたい

国人支援団体と

の横
よこ

の連
れんけい

携が生
う

まれる場
ば

の提
ていきょう

供、中
ちゅうごくじんだんたいどうし

国人団体同士の交
こうりゅうかい

流会などが挙
あ

げられた。

②　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮

　助
じょせいきんかくとく

成金獲得のための研
けんしゅうかい

修会、「ワールドキャンプ」のような国
こくせき

籍を超
こ

えた学
がくせい

生の議
ぎろ ん

論の場
ば

、

歴
れきしもんだい

史問題や在
ざいにちがいこくじん

日外国人の権
けん り

利の問
もんだい

題を扱
あつか

った研
けんしゅう

修、求
きゅうしょく

職に関
かん

する情
じょうほうていきょう

報提供、防
ぼうさい

災に関
かん

する

研
けんしゅう

修、バイリンガルのボランティア紹
しょうかい

介、コミュニケーション能
のうりょく

力の向
こうじょう

上に関
かん

する研
けんしゅう

修など

の意
いけん

見が挙
あ

げられた。

③　フィリピン

　日
に ほ ん ご

本語、日
にほ ん

本のルールや習
しゅうかん

慣に関
かん

する研
けんしゅう

修、介
かい ご

護のスキルアップのための研
けんしゅう

修、（多
た ぶ ん か

文化）

ソーシャルワーカーの養
ようせい

成、お金
かね

の使
つか

い方
かた

についての研
けんしゅう

修、制
せいどへんこう

度変更へ対
たいおう

応するための研
けんしゅう

修、

日
にほ ん

本の政
せいじ

治についての研
けんしゅう

修などである。

　また、複
ふくすう

数のコミュニティから、研
けんしゅう

修に人
ひと

を集
あつ

めるのが難
むずか

しい旨
むね

が挙
あ

げられた。

④　ブラジル

　会
かいしゃ

社の中
なか

での日
に ほ ん ご こ う ざ

本語講座、若
わか

い人
ひと

の自
じ り つ

立のための研
けんしゅう

修、履
りれきしょ

歴書の書
か

き方
かた

、法
ほうりつ

律に関
かん

する

研
けんしゅう

修、コンピューター支
しえんせっけい

援設計（CAD）等
とう

の資
しかくしゅとく

格取得のための勉
べんきょうかい

強会、電
で ん き こ う じ し

気工事士の免
めんきょ

許を

取
と

るためのセミナーなどが挙
あ

げられた。

　研
けんしゅう

修のあり方
かた

としては、夜
やかん

間の開
かいさい

催など、働
はたら

きながら行
い

ける研
けんしゅう

修の必
ひつようせい

要性が複
ふくすうあ

数挙げられた。
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⑤　ペルー

　外
がいこくじん

国人と日
にほんじん

本人が一
いっしょ

緒に話
はな

し合
あ

い、住
す

みやすい街
まち

や国
くに

のあり方
かた

や、将
しょうらい

来の希
きぼ う

望について話
はな

す機
きか い

会を持
も

つこと、通
つうやくのうりょく

訳能力の向
こうじょう

上のための研
けんしゅう

修、在
ざいりゅうせいど

留制度に関
かん

する研
けんしゅう

修、生
せいかつそうだん

活相談に関
かん

す

る研
けんしゅう

修、介
か い ご し

護士に関
かん

する研
けんしゅう

修、外
がいこくじんじゅうみんどうし

国人住民同士のネットワークが構
こうちく

築できる場
ば

をつくること

が挙
あ

げられた。
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Ⅲ　調
ちょうさけっか

査結果から見
み

えてきたこと
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１　生
せいかつかだい

活課題とその解
かいけつほうほう

決方法について

（１）　生
せいかつかだい

活課題の共
きょうつうてん

通点と相
そういてんおよ

違点及びそこから見
み

えてきたこと

　「子
こ

ども」・「教
きょういく

育」に関
かん

することが、全
すべ

てのコミュニティにおいて共
きょうつう

通する生
せいかつかだい

活課題として

挙
あ

げられた。ニューカマーの外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に対
たい

しては、三
さんしゃめんだん

者面談の重
じゅうようせい

要性や、本
ほんごく

国との進
しんきゅうせいど

級制度

の違
ちが

い、PTA 活
かつどう

動の特
とくちょう

徴などの情
じょうほう

報を、適
てきせつ

切な時
じ き

期に提
ていきょう

供していく必
ひつよう

要がある。特
とく

に初
はじ

めて

日
にほ ん

本の学
がっこう

校に子
こ

どもを就
しゅうがく

学させる外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に対
たい

しては、行
ぎょうせい

政と外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が協
きょうりょく

力して手
てあ つ

厚く

事
じぜんせつめい

前説明をする必
ひつよう

要があると考
かんが

えられる。そのような対
たいおう

応が難
むずか

しい場
ばあ い

合は、自
じ ち た い

治体や NGOなど

が作
さくせい

成している外
がいこくじん

国人への説
せつめいよう

明用の資
しりょう

料を活
かつよう

用し、教
きょういくげんば

育現場における相
そう ご り か い

互理解を進
しんてん

展させるこ

ともできよう。

　ブラジル、ペルーのコミュニティからは、親
おや

の日
にほんごのうりょく

本語能力が子
こ

どもの教
きょういく

育に与
あた

える影
えいきょう

響につ

いても言
げんきゅう

及されている。学
がっこう

校からの通
つうちぶん

知文が読
よ

めず学
がっこう

校と保
ほご し ゃ か ん

護者間の円
えんかつ

滑な連
れんけい

携が難
むずか

しくなる

ことの他
ほか

、学
がっこうせいかつ

校生活についての情
じょうほうしゅうしゅう

報収集を親
おや

が十
じゅうぶん

分にできず、そのことが子
こ

どもが学
がっきゅう

級に馴
な じ

染

めなくなるきっかけを作
つく

り出
だ

すこともあるようだ。外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が学
がっこうせいかつ

校生活を理
りか い

解し、うまく関
かか

われるようにするには、通
つうちぶん

知文にふり仮
が な

名をふる、なるべく簡
かんたん

単な日
に ほ ん ご

本語を使
つか

い、季
きせ つ

節の挨
あいさつ

拶

など余
よけ い

計な情
じょうほう

報を掲
けいさい

載しない、面
めんだんなど

談等には必
ひつよう

要に応
おう

じて通
つうやく

訳サービスを導
どうにゅう

入するなどの工
くふ う

夫が

必
ひつよう

要である。当
とうぜん

然のこととして、学
がっきゅう

級においては、異
こと

なるものを受
う

け入
い

れる寛
かんようせい

容性の育
いくせい

成が

同
どう じ

時に行
おこな

われるべきである。また、親
おや

の日
にほんごのうりょく

本語能力を向
こうじょう

上させるために、仕
しご と

事をしながら楽
たの

し

く学
がくしゅう

習を続
つづ

けられる日
にほんごがくしゅう

本語学習の場
ば

を今
いまいじょう

以上に整
せいび

備することが必
ひつよう

要である。

　また、不
ふあんてい

安定な雇
こようかんきょう

用環境におかれた保
ほ ご し ゃ

護者が職
しょく

を求
もと

めて転
てんきょ

居することで、転
てんこう

校が繰
く

り返
かえ

さ

れ、それが子
こ

どもの学
がくしゅういよく

習意欲の低
ていか

下につながることがある。子
こ

どもの健
すこ

やかな成
せいちょう

長のためには、

保
ほ ご し ゃ

護者の安
あんてい

定した暮
く

らしが確
かくりつ

立されることが第
だいいち

一である。コミュニティ内
うち

で就
しゅうしょくじょうほう

職情報が交
こうかん

換でき

る仕
し く

組みづくり、情
じょうほうたんまつ

報端末に不
ふ な

慣れな外
がいこくじんじゅうみん

国人住民でも仕
しごと

事が探
さが

しやすくなる工
くふう

夫などが求
もと

められ

る。

　韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮のコミュニティからは、マスメディアの影
えいきょう

響、ホスト社
しゃかい

会の在
ざいにちかんこく

日韓国・朝
ちょうせんじん

鮮人に

関
かん

する知
ちし き

識の不
ふそ く

足、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校に高
こうこうむしょうか

校無償化の適
てきよう

用を求
もと

めるといった声
こえ

が大
おお

きかった。その他
ほか

、

学
がっこうしせつ

校施設の耐
たいしんか

震化・改
かいしゅう

修、少
しょうしか

子化にともなう構
こうせいいん

成員の減
げんしょう

少、入
にゅうきょさべつ

居差別、就
しゅうしょくさべつ

職差別、が課
かだい

題として

挙
あ

げられた。

　コミュニティにより異
こと

なる生
せいかつかだい

活課題としては、中
ちゅうごく

国、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮のコミュニティから、高
こうれいか

齢化

への対
たいおう

応が求
もと

められている。高
こうれいか

齢化について次
つぎ

のようなことが語
かた

られた。

「単
たんしん

身で出
でか せ

稼ぎに来
き

て、単
たんしん

身のままの人
ひと

がいる」（中
ちゅうごく

国－ A）

「在
ざいにちちょうせんじん

日朝鮮人の中
なか

には、一
ひ と り ぐ

人暮らしの高
こうれいしゃ

齢者で介
かいご

護が必
ひつよう

要な人
ひと

も存
そんざい

在する」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ H）



―　45　―

「身
み

よりも収
しゅうにゅう

入もなく、生
せい か つ ほ ご

活保護を受
う

けながら、歩
ほこ う

行もあまり自
じゆ う

由にできない状
じょうたい

態で暮
く

らして

いる方
かた

がいる」（中
ちゅうごく

国－ D）

「中
ちゅうかがゆ

華粥を作
つく

って、孤
ころう

老の家
いえ

に配
くば

る活
かつどう

動も行
おこな

った。香
こうさい

菜が入
はい

っていると喜
よろこ

ばれた」（中
ちゅうごく

国－ D）

「朝
ちょうせんご

鮮語しか話
はな

せない高
こうれいしゃ

齢者は、医
いりょうようご

療用語がわからないので、誰
だれ

かが付
つ

き添
そ

わなければいけな

い。身
みう ち

内が付
つ

き添
そ

う場
ばあ い

合が多
おお

いと思
おも

う。しかしながら、人
じんこう

口が多
おお

く生
せいかつかんきょう

活環境も様
さまざま

々で、なか

なか行
ゆ

き届
とど

かない状
じょうきょう

況はあるだろうと思
おも

う」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ F）

「高
こうれいしゃむ

齢者向けのデイサービスの利
りようしゃ

用者はいるが、食
しょくせいかつ

生活の違
ちが

いや言
げん ご

語の問
もんだい

題などでなじめない

人
ひと

が多
おお

い」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ F）

　外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の高
こうれいしゃ

齢者への支
しえ ん

援を考
かんが

えるにあたり、背
はいけい

景にある歴
れき し

史や文
ぶん か

化、言
げん ご

語への配
はいりょ

慮が

大
たいせつ

切であることが見
み

えてくる。また、これらのことに加
くわ

えて無
むねんきん

年金の問
もんだい

題もある。

　いくつかのコミュニティの中
なか

で、独
どっきょろうじん

居老人の訪
ほうもんかつどう

問活動やデイサービスの実
じっ し

施といった対
たいおう

応が

行
おこな

われたり、検
けんとう

討されたりしているが、課
かだいかいけつ

題解決のためにはホスト社
しゃかい

会との協
きょうりょく

力が必
ひつよう

要である。

　このことに関
かん

して、日
にほんしゃかい

本社会の急
きゅうそく

速な高
こうれいか

齢化に応
こた

えて、外
がいこくじん

国人コミュニティにおいて、介
か い ご し

護士

の仕
しごと

事に対
たい

する関
かんしん

心が高
たか

まっていることは特
とくひつ

筆に値
あたい

する。そして、フィリピン、ブラジル、ペルー

のコミュニティにおいても高
こうれいか

齢化は徐
じょじょ

々に進
すす

んでいる。

（２）　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつほうほう

決方法の共
きょうつうてん

通点と相
そういてんおよ

違点及びそこから見
み

えてきたこと

　活
かつよう

用されている事
じれ い

例は挙
あ

げられたが、全
ぜんたいてき

体的に自
じ ち た い

治体が提
ていきょう

供している相
そうだんまどぐち

談窓口の利
りよ う

用はあ

まり行
おこな

われていないようだった。コミュニティからは、利
り よ う ど

用度が高
たか

い相
そうだんまどぐち

談窓口の特
とくちょう

徴として、

「手
てつ づ

続きする場
ばし ょ

所と相
そうだん

談できる場
ばし ょ

所が同
おな

じ」（ペルー－ Z）が挙
あ

げられた。コミュニティの中
なか

に

相
そうだんいん

談員などの仕
しご と

事をしている人
ひと

が含
ふく

まれる場
ばあ い

合も、利
り よ う ど

用度が上
あ

がるようだが、限
かぎ

られた人
じんざい

材に

相
そうだん

談が集
しゅうちゅう

中する傾
けいこう

向が生
う

まれ、相
そうだんいん

談員の負
ふたんかん

担感が増
ま

すようだ。

　生
せいかつかだい

活課題の解
かいけつ

決のためのコミュニティ内
ない

での仕
し く

組みは、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮、中
ちゅうごく

国、フィリピン、ブ

ラジルの一
いちぶ

部のコミュニティを除
のぞ

き十
じゅうぶん

分に整
ととの

えられていない。また、仕
し く

組みが整
ととの

えられていても、

その情
じょうほう

報を同
どうこくじん

国人のすみずみまで伝
つた

えることができていない。今
こん ご

後、その存
そんざい

在を伝
つた

える手
てだ す

助け

が求
もと

められている。

２　行
ぎょうせい

政への要
ようぼう

望について

（１）　行
ぎょうせい

政への要
ようぼう

望の共
きょうつうてん

通点と相
そういてんおよ

違点及びそこから見
み

えてきたこと

　中
ちゅうごく

国、フィリピンのコミュニティから、行
ぎょうせい

政に求
もと

めることとして、そもそも日
にほ ん

本の自
じ ち た い

治体が

行
ぎょうせい

政サービスとして何
なに

を提
ていきょう

供できるのか発
はっしん

信して欲
ほ

しい、行
ぎょうせい

政サービスの利
りよ う

用の仕
しか た

方を教
おし

えて
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欲
ほ

しいという意
いけ ん

見があった。一
いっぱんてき

般的な企
きぎょう

業であれば、その企
きぎょう

業が提
ていきょう

供できる商
しょうひん

品やサービスな

どを伝
つた

えることがまず第
だいいち

一に行
おこな

われているが、自
じ ち た い

治体においても同
どうよう

様のことが求
もと

められている。

中
ちゅうかんしえんそしき

間支援組織である当
とうざいだん

財団なども活
かつどうないよう

動内容を外
がいこくじん

国人コミュニティに伝
つた

える努
どりょく

力をしなければな

らないことを感
かん

じた。

　そのことについては、リーフレットやホームページの翻
ほんやく

訳による情
じょうほうていきょう

報提供だけでは、満
まんぞく

足を

与
あた

えられないようだ。ペルーのコミュニティからは、「外
がいこくじん

国人と日
にほんじん

本人が一
いっしょ

緒に話
はな

し合
あ

い、住
す

み

やすい町
まち

や国
くに

のあり方
かた

や、将
しょうらい

来の希
きぼ う

望について話
はな

す機
きか い

会を持
も

つこと」が求
もと

められ、フィリピン

のコミュニティからは、「フィリピン人
じん

のニーズを把
はあ く

握するためにアンケート調
ちょうさ

査を実
じっ し

施して欲
ほ

しい（フィリピン人
じん

への啓
けいはつこうか

発効果にもなるのでは）」という意
いけん

見が出
だ

された。

　その他
ほか

、中
ちゅうごく

国、ブラジルのコミュニティから、コミュニティの課
かだいかいけつのうりょく

題解決能力の向
こうじょう

上のために

支
しえ ん

援を求
もと

める声
こえ

があった。韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮のコミュニティからは、外
がいこくじんがっこう

国人学校を耐
たいしんきょうか

震強化の対
たいしょう

象

に含
ふく

めることや、防
ぼうさい

災・減
げんさい

災を含
ふく

む命
いのち

に関
かか

わる情
じょうほう

報を外
がいこくじんがっこう

国人学校に向
む

けて発
はっしん

信する専
せんもんぶしょ

門部署の

開
かいせつ

設などが求
もと

められた。行
ぎょうせい

政サービスを提
ていきょう

供する際
さい

の多
たげ ん ご か た い お う

言語化対応についてはフィリピン、ブ

ラジル、ペルーから要
ようぼう

望があった。中
ちゅうごく

国、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮のニューカマーについても同
どうよう

様の要
ようぼう

望が

あることが推
すいそく

測できる。これらの中
なか

でも、特
とく

に耐
たいしんきょうか

震強化については、子
こ

どもたちの命
いのち

に関
かんけい

係す

ることであり、日
にほん

本の学
がっこう

校と分
わ

けることなく、迅
じんそく

速な対
たいおう

応が求
もと

められる。

３　情
じょうほうりゅうつう

報流通・発
はっしん

信について

（１）　地
じしん

震（防
ぼうさい

災・減
げんさい

災を含
ふく

む）及
およ

び放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅほうほう

手方法について

　本
ほんちょうさ

調査では、一
いっぱんてき

般的な行
ぎょうせい

政からの情
じょうほう

報の流
りゅうつう

通についてヒアリングするのではなく、地
じし ん

震と

放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手についてヒアリングを行
おこな

った。地
じし ん

震については、防
ぼうさい

災や減
げんさい

災に

関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手も含
ふく

めてヒアリングした。

　地
じし ん

震に関
かん

する情
じょうほう

報の入
にゅうしゅさき

手先は、テレビが圧
あっとうてき

倒的であった。オールドカマーからはテレビの

他
ほか

に、新
しんぶん

聞、ラジオといったマスメディアが当
とうぜん

然のこととして挙
あ

げられた。オールドカマー、

ニューカマーを問
と

わず携
けいたいでんわ

帯電話に緊
きんきゅうじしんそくほう

急地震速報を設
せってい

定している人
ひと

が多
たす う

数いた。情
じょうほうしゅうしゅう

報収集に関
かん

し

て特
とくちょうてき

徴的だったのは、（フィリピン－O）のコミュニティである。被
ひ さ い ち

災地を実
じっさい

際に訪
おとず

れ、被
ひ さ い ち

災地

の支
しえん

援に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報も含
ふく

めて情
じょうほうしゅうしゅう

報収集を行
おこな

った。

　その他
ほか

、インターネットで国
こくないがい

内外の情
じょうほう

報を幅
はばひろ

広く収
しゅうしゅう

集しているケースや、外
がいこくごばんしんぶん

国語版新聞を読
よ

んで

いるケース（ペルーのコミュニティ）、海
かいがい

外のテレビを有
ゆうりょう

料サービスで見
み

ているケース（韓
かんこく

国、ブラ

ジルのコミュニティ）があった。当
とうざいだん

財団が配
はいしん

信している多
たげんごせいかつじょうほう

言語生活情報メール配
はいしん

信サービスである

「Info Kanagawa」で情
じょうほう

報を得
え

ている人
ひと

もいた（フィリピンのコミュニティ）。回
かいらんばん

覧板は、手
て

に届
とど

くま

でに時
じかん

間がかかったり、言
げんご

語の問
もんだい

題があったり、対
たいしょうがい

象外の世
せたい

帯があったりするが、日
に ほ ん ご

本語が読
よ

める、

あるいは日
に ほ ん ご

本語の学
がくしゅう

習に意
いよく

欲が高
たか

い外
がいこくじんじゅうみん

国人住民にとっては情
じょうほう

報の入
にゅうしゅ

手に役
やくだ

立っている。
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　そうした複
ふくすう

数の方
ほうほう

法で情
じょうほう

報を入
にゅうしゅ

手している一
いっぽう

方で、地
ちいき

域の防
ぼうさいくんれん

災訓練に参
さんか

加したことがあるコミュ

ニティは多
おお

くなかった。訓
くんれん

練の情
じょうほう

報をコミュニティ内
ない

で伝
つた

えても、あまり関
かんしん

心が持
も

たれないのが

現
げんじょう

状のようだ。子
こ

どもがいる場
ばあい

合は、学
がっこう

校が主
しゅさい

催する保
ほごしゃさんかがた

護者参加型の避
ひなんくんれん

難訓練がよい機
きかい

会になって

いる。

（２）　コミュニティ内
ない

における情
じょうほうりゅうつう

報流通・発
はっしん

信と課
かだ い

題

　コミュニティ内
ない

における一
いっぱんてき

般的な情
じょうほうりゅうつう

報流通における課
かだ い

題としては、翻
ほんやく

訳されている情
じょうほう

報の

不
ふ そ く

足、紙
かみばいたい

媒体があまり読
よ

まれない傾
けいこう

向がある、日
に ほ ん ご

本語ができる子
こ

どもと日
に ほ ん ご

本語が得
とく い

意ではな

い親
おや

との間
あいだ

に情
じょうほうりょう

報量の差
さ

が生
う

まれる、隅
すみずみ

々まで情
じょうほう

報を伝
つた

える仕
し く

組みがコミュニティ内
ない

にない、

朝
あさばんはたら

晩働いている親
おや

への情
じょうほうていきょう

報提供が難
むずか

しいといったことが挙
あ

げられた。

　紙
かみばいたい

媒体が読
よ

まれない傾
けいこう

向があることについては、ポスター形
けいしき

式であれば読
よ

まれる可
かのうせい

能性が高
たか

まるのでは、というコミュニティからの意
いけ ん

見もあった。その他
ほか

、ネットワークを強
きょうか

化して口
くち

コ

ミで正
せいかく

確な情
じょうほう

報が伝
つた

わるようにしつつ、様
さまざま

々なメディアを利
りよ う

用して個
こじ ん

人に向
む

けて情
じょうほう

報を発
はっしん

信す

ることも必
ひつよう

要である。

　さらに、調
ちょうさ

査の過
かて い

程で複
ふくすう

数のコミュニティから、情
じょうほうはっしん

報発信をしたいと考
かんが

えているのに十
じゅうぶん

分に

できていない、という声
こえ

が聞
き

こえた。それらのコミュニティが抱
かか

える課
かだい

題は次
つぎ

の通
とお

りである。

・　コミュニティの構
こうせいいん

成員のすみずみまで情
じょうほう

報が伝
つた

わらない。

・　情
じょうほうはっしん

報発信に重
じゅうよう

要なホームページの更
こうしん

新が負
ふた ん

担であり、頻
ひんぱん

繁に行
おこな

えずアクセスが減
げんしょう

少する

　コミュニティにアクセスすることが課
かだいかいけつ

題解決の第
だいいっぽ

一歩であると考
かんが

えた場
ばあ い

合、それさえもでき

ていない外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が多
たすうそんざい

数存在することが予
よそ う

想される。実
じっさい

際にアクセスするかどうかは本
ほんにん

人の

選
せんたく

択としても、まずは同
どうこくじん

国人のコミュニティが存
そんざい

在することを伝
つた

える努
どりょく

力を、外
がいこくじん

国人コミュニ

ティと当
とうざいだん

財団のような中
ちゅうかんしえんそしき

間支援組織が一
いっしょ

緒に行
おこな

わなければならないのではないだろうか。

　最
さい ご

後に、地
じし ん

震や放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質に関
かん

する情
じょうほう

報の流
りゅうつう

通に関
かん

してまとめる。朝
ちょうせんがっこう

鮮学校では、放
ほうしゃせいせん

射性線

の測
そくてい

定を行
おこな

い、結
けっ か

果は保
ほ ご し ゃ

護者に伝
つた

えられた。大
だいたすう

多数のコミュニティでは、放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質などに関
かん

する情
じょうほう

報について確
かくしん

信が持
も

てないので簡
かんたん

単には情
じょうほう

報を流
なが

せないと判
はんだん

断したようだ。すでに流
りゅうつう

通

している地
じしん

震や放
ほうしゃせいぶっしつ

射性物質に関
かん

する情
じょうほう

報は、口
くち

コミや Facebook が活
かつよう

用され、コミュニティ内
ない

で

広
ひろ

がっていると思
おも

われる。さらに、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校からは、東
ひがしにほんだいしんさいはっせいご

日本大震災発生後、保
ほご し ゃ あ て

護者宛に子
こ

ども

の無
ぶ じ

事を知
し

らせるメールが一
いっせい

斉に配
はいしん

信され大
おお

きな安
あんしん

心を与
あた

えることができた。先
さき

に述
の

べた、様
さまざま

々

なメディアを利
りよ う

用して個
こじ ん

人に向
む

けて情
じょうほう

報を発
はっしん

信することも必
ひつよう

要、という意
いけ ん

見に繋
つな

がってくる

出
で き ご と

来事である。

　

（３）　インターネットと SNS（ソーシャルネットワークサービス）の利
りようじょうきょう

用状況
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　トランス・ナショナルに生
せいかつ

活している外
がいこくじんじゅうみん

国人住民にとってインターネットは、様
さまざま

々な情
じょうほう

報を

入
にゅうしゅ

手したり、海
かいがい

外との連
れんらく

絡に必
ひつよう

要なコストを低
ていげん

減したり、生
せいかつ

活する上
うえ

で欠
か

かせないものになっ

ている。携
けいたいでんわ

帯電話のインターネット機
きの う

能を活
かつよう

用している人
ひと

も多
おお

い。さらには、スマートフォン

やタブレット端
たんまつ

末を使
つか

いこなすことにより、携
けいたいでんわ

帯電話における各
かっこくご

国語の文
もじ ひ ょ う き

字表記の問
もんだい

題も克
こくふく

服

されつつある。

　その一
いっぽう

方で、高
こうれいしゃ

齢者、母
ぼこくおよ

国及び日
にほ ん

本でパソコンに触
ふ

れる機
きか い

会が少
すく

なかった人
ひと

を中
ちゅうしん

心に、コン

ピュータースキルが低
ひく

い人
ひと

がいることがわかっている。そのような人
ひと

たちの中
なか

で、特
とく

に仕
し ご と

事

を探
さが

している人
ひと

に対
たい

しては特
とくべつ

別な支
しえ ん

援が必
ひつよう

要であると思
おも

われる。支
しえ ん

援のあり方
かた

のひとつとして

考
かんが

えられるコンピューター教
きょうしつ

室は、日
にほんごきょうしつ

本語教室がそうであるように、日
にほんじん

本人と外
がいこくじんじゅうみん

国人住民との

交
こうりゅう

流の場
ば

にも成
な

り得
え

る。さらに、日
にほんじん

本人と一
いっしょ

緒に学
まな

ぶことができるため、教
おし

える人
ひと

、教
おし

えられ

る人
ひと

という関
かんけい

係だけではなく、“ともに学
まな

ぶ人
ひと

” という関
かんけい

係が生
う

まれることが考
かんが

えられる。

　SNS の利
り よ う

用については、Facebook の利
り よ う

用が広
ひろ

がっている。コミュニティからの公
こうしき

式の

情
じょうほうはっしん

報発信の方
ほうほう

法として使
つか

っているコミュニティもある。その他
ほか

の活
かつようほうほう

用方法としては、Facebook

で国
こくないがい

内外の友
ゆうじん

人・知
ちじ ん

人・家
かぞ く

族と交
こうりゅう

流や情
じょうほうこうかん

報交換を行
おこな

ったり、災
さいがいじ

害時の安
あんぴかくにん

否確認に使
つか

われたりし

ている。

　Facebook と同
どうよう

様の SNS であるmixi は、オールドカマーの若
わか

い世
せだ い

代を中
ちゅうしん

心に利
りよ う

用されており、

忙
いそが

しい生
せいかつ

活の中
なか

で会
あ

えなくても、インターネットを介
かい

して、学
がくせいじだい

生時代のように様
さまざま

々な意
いけ ん

見を

交
こうかん

換している。twittter の活
かつよう

用はいずれのコミュニティでも進
すす

んでいないが、災
さいがい

害に強
つよ

いと言
い

わ

れており、災
さいがい

害の発
はっせい

生などをきっかけに一
いっき

気に利
りようしゃ

用者が増
ふ

える可
かのうせい

能性も持
も

っている。

　総
そう

じて、SNS は、今
こん ご

後、携
けいたいでんわ

帯電話へのメール配
はいしん

信などと並
なら

んで、行
ぎょうせい

政などが外
がいこくじんじゅうみん

国人住民にむ

けて情
じょうほう

報を発
はっしん

信する際
さい

に、有
ゆうこう

効な手
しゅだん

段と成
な

り得
え

る可
かのうせい

能性を持
も

っている。

４　ホスト社
しゃかい

会との関
かか

わりについて

（１）　ホスト社
しゃかい

会との交
こうりゅう

流の状
じょうきょう

況とホスト社
しゃかい

会に求
もと

められること

　町
ちょうないかいかつどう

内会活動、国
こくさいこうりゅう

際交流フェスティバル、教
きょうかい

会、各
かくしゅきょうしつ

種教室での学
がくしゅうかつどう

習活動、など生
せいかつ

活の様
さまざま

々な面
めん

で交
こうりゅう

流が行
おこな

われている。その一
いっぽう

方で、ホスト社
しゃかい

会との交
こうりゅう

流は少
すく

ないと答
こた

えたブラジルのコミュ

ニティが 2つあった。また、日
にほ ん

本で暮
く

らしている経
けい い

緯、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民とはどのような人
ひとびと

々なのか

日
にほんじん

本人にもっと学
まな

んで欲
ほ

しいという意
いけん

見があった。

　ホスト社
しゃかい

会に問
と

われる姿
しせ い

勢については、長
ちょうぶん

文になるが（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－M）にヒアリングした

ことを掲
けいさい

載してまとめとしたい。

「現
げんざい

在の日
にほ ん

本には、様
さまざま

々な立
たち ば

場の外
がいこく

国につながる人
ひとびと

々がいる。フィリピン人
じん

は母
はは

がフィリピ
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ン人
じん

、父
ちち

が日
にほんじん

本人の場
ばあ い

合が圧
あっとうてき

倒的に多
おお

い。だから子
こ

どもの国
こくせき

籍は日
にほ ん

本である。去
きょねん

年、近
きんりん

隣の

学
がっこう

校では、日
に ほ ん ご し ど う

本語指導が必
ひつよう

要なこどもたちの多
おお

くが、日
にほんこくせき

本国籍を持
も

っているという実
じったい

態が

報
ほうこく

告されている。つまり日
にほんこくせき

本国籍の子
こ

どもであるが日
に ほ ん ご

本語を話
はな

せないのだ。

　外
がいこくじんもんだい

国人問題は、日
に ほ ん ご

本語が話
はな

せない日
にほんこくせき

本国籍の人
ひと

や日
に ほ ん ご

本語しか話
はな

せない外
がいこくせき

国籍の人
ひと

を含
ふく

め、

多
た よ う か

様化した外
がいこく

国につながる市
しみん

民の問
もんだい

題として捉
とら

えなければならない。そうすると、外
がいこくじんもんだい

国人問題

とは、もはや外
がいこくじん

国人の問
もんだい

題であるとは言
い

えない。「実
じったい

態に合
あ

わせ、その社
しゃかい

会を主
しゅたいてき

体的に生
い

きる

人
にんげん

間がどう作
つく

られるか」、ということが課
かだい

題になる。

　その意
い み

味では、障
しょうがいしゃ

害者、外
がいこくじん

国人、高
こうれいしゃ

齢者、様
さまざま

々な人
ひと

たちが集
あつ

まり、それぞれの立
たち ば

場を尊
そんちょう

重

しながら、共
きょうゆう

有・共
きょうかん

感できるような場
ばし ょ

所が成
せいりつ

立するのであれば、たとえそれが年
ねん

に一
いっかい

回だと

しても、自
じこしょうかい

己紹介の時
とき

に少
すこ

しの違
ちが

いを表
ひょうげん

現するだけだとしても、意
い ぎ

義がある。

　そして、多
た ぶ ん か

文化な社
しゃかい

会では、自
じぶ ん

分がどれだけ人
ひと

と違
ちが

うかということを自
じこしょうかい

己紹介できなけれ

ばならないと思
おも

う。「父
ちちおや

親がブラジル生
う

まれで、母
ははおや

親は日
にっぽんう

本生まれです」というような事
こと

を、

抽
ちゅうしょうてき

象的な表
ひょうげん

現であるが " 言
こ と ば

葉に出
だ

すだけでなく顔
かお

や身
しんたいぜんたい

体全体で語
かた

る "、そのようなことが

出
で き

来る社
しゃかい

会にならなければならない。その他
ほか

には、例
たと

えば、自
じぶ ん

分がどのように多
たぶんかしゃかい

文化社会を

楽
たの

しんでいるか、どのように多
た ぶ ん か

文化につながっているかが求
もと

められる。自
じぶ ん

分がなぜ多
た ぶ ん か

文化で

あるかということ、どれだけ多
た ぶ ん か

文化を生
い

きようとしているのかということを、私
わたしじしん

自身も含
ふく

め

て常
つね

に問
と

われるようでなければならない。

　ここに生
い

きる人
ひとびと

々、日
にほんじん

本人にも問
と

えるようなことを、どれだけ作
つく

れるか、今
いま

それが課
かだ い

題で

ある。在
ざいにちかんこく

日韓国・朝
ちょうせんじん

鮮人の子
こ

どもたちが、「僕
ぼく

のおばあちゃんは韓
かんこくじん

国人です」と言
い

いつつ、

「今
いま

それはほとんど関
かんけい

係ない、もう日
にほんじん

本人と同
おな

じだよ」と思
おも

う感
かんかく

覚は正
ただ

しい。今
いま

は、実
じっせん

践が

実
じったい

態に負
ま

けている。実
じっせん

践が勝
まさ

り、有
ゆうこう

効に働
はたら

きかけられる場
ばめ ん

面をどう作
つく

るか、実
じっせん

践する側
がわ

が試
ため

されていると思
おも

う。

　自
じぶ ん

分も含
ふく

め実
じっせんしゃ

践者は、たとえ日
に ほ ん ご

本語しか話
はな

せないとしても、もう少
すこ

し自
じぶ ん じ し ん

分自身が多
た ぶ ん か

文化を

生
い

きている姿
すがた

を示
しめ

さないといけないと思
おも

う。その中
なか

で研
と

ぎ澄
す

まされた感
かんせい

性が、実
じっせん

践において

は必
ひつよう

要になってくる」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－Ｍ）

（２）　東
ひがしにほんだいしんさいはっせいご

日本大震災発生後のコミュニティの状
じょうきょう

況

　東
ひがしにほんだいしんさいご

日本大震災後のコミュニティの状
じょうきょう

況は比
ひか く て き お

較的落ち着
つ

いていたと言
い

える。通
つうしん

信が復
ふっきゅう

旧してか

ら、近
きんしんしゃ

親者や子
こ

どもの安
あんぴかくにん

否確認が最
さいゆうせん

優先された。

　ブラジルやフィリピンのコミュニティでは、母
ぼ こ く ご

国語での相
そうだん

談サービスを実
じっ し

施しているとこ

ろがあったが、そこに地
じし ん

震に関
かん

する問
と

い合
あ

わせが多
たす う

数あった。日
にちじょう

常の相
そうだん

談サービスの提
ていきょう

供は

災
さいがいじ

害時にも活
かつよう

用されることが分
わ

かった。その後
あと

の計
けいかくていでん

画停電に関
かん

する問
と

い合
あ

わせも寄
よ

せられた。

　震
しんさいご

災後、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の中
なか

に帰
きこ く

国する人
ひと

が増
ふ

えた理
りゆう

由として、次
つぎ

のようなコメントがあった。
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「地
じしん

震が怖
こわ

くて帰
きこく

国するというよりも、親
おや

の不
ふあ ん

安を解
かいしょう

消するために、中
ちゅうごく

国に帰
かえ

った」（中
ちゅうごく

国－ E）

「リーマンショックの後
あとしごと

仕事が無
な

くなり、見
み

つかっても以
い ぜ ん

前ほど条
じょうけん

件が良
よ

くなく、地
じ し ん

震と

放
ほうしゃのう

射能がきっかけとなり、帰
きこく

国を決
き

めた人
ひと

が多
おお

いようだ」（ペルー－ Y）

「震
しんさい

災が起
お

きたことによって、油
あぶら

と水
みず

がはっきりと分
わ

かれた。残
のこ

った人
ひと

は生
しょうがいにっぽん

涯日本に住
す

むこと

を決
けつ い

意した人
ひとびと

々であり、『移
いみ ん

民』と称
しょう

される人
ひとびと

々である。三
さんまんにん

万人は帰
かえ

ったが、彼
かれ

らはもともと

日
にほん

本に永
えいえん

遠に住
す

むつもりはなかったと考
かんが

えている」（ブラジル－V）

　これらのコメントは、震
しんさいご

災後の帰
き こ く

国ラッシュについて違
ちが

った側
そくめん

面から光
ひか

りをあてており、

当
とうじ

時の外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の状
じょうきょう

況についての認
にんしき

識をより正
ただ

しく補
ほせい

正するものである。

（３）　東
ひがしにほんだいしんさいはっせいご

日本大震災発生後の支
しえんかつどう

援活動

　県
けんない

内の外
がいこくじん

国人コミュニティが被
ひ さ い ち

災地への支
しえんかつどう

援活動に積
せっきょくてき

極的に関
かん よ

与していたことが確
かくにん

認できた。

韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮のコミュニティでは、全
ぜんこくてき

国的・組
そしきてき

織的に被
ひ さ い ち

災地への人
じんてき

的・物
ぶってきしえん

的支援を行
おこな

った。中
ちゅうごく

国

のコミュニティでも、被
ひ さ い ち

災地への寄
き ふ

付を中
ちゅうしん

心に支
しえ ん

援が行
おこな

われた。さらに、フィリピン、ブラジル、

ペルーのコミュニティでも、被
ひ さ い ち

災地への支
しえんかつどう

援活動が活
かっぱつ

発に行
おこな

われた。フィリピンおよびペルー

のコミュニティでは、キリスト教
きょうかい

会などが仲
なか だ

立ちとなって義
ぎえんきん

援金や救
きゅうえんぶっし

援物資を集
あつ

めて届
とど

けたり、

現
げんち

地における炊
た

き出
だ

しなどが行
おこな

われていた。

　（フィリピン－ R）では支
しえんかつどう

援活動をふりかえって次
つぎ

のように語
かた

られた。

「教
きょうかい

会が手
て は い

配した無
むりょう

料バスで、宮
みやぎけんしおがまし

城県塩竈市などに行
ゆ

き泥
どろ

かきなどの支
しえんかつどう

援活動に参
さん か

加した。

活
かつどう

動から戻
もど

ってきたらボランティア活
かつどう

動について多
おお

くのフィリピン人
じん

から質
しつもん

問された。皆
みな

、

活
かつどう

動に参
さん か

加したがっていた。ボランティア活
かつどう

動を通
つう

じて、日
にほんじん

本人と対
たいとう

等な立
たち ば

場で働
はたら

くことが

でき、充
じゅうじつ

実したコミュニケーションができた」

　現
げん ち

地で日
にほんじん

本人とともに汗
あせ

を流
なが

し、対
たいとう

等な目
めせ ん

線で語
かた

り合
あ

えたそうだ。被
ひ さ い ち

災地においていつ帰
きこ く

国

する予
よてい

定なのかと問
と

われ、「帰
かえ

らないよ、ずっと日
にほん

本にいて、応
おうえん

援しているよ」と答
こた

えたという。

その時
とき

の、日
にほんじん

本人の嬉
うれ

しそうな顔
かお

が忘
わす

れられないそうだ。

　これまで、支
しえん

援される立
たちば

場として語
かた

られることが多
おお

かった外
がいこくじんじゅうみん

国人住民であるが、東
ひがしにほんだいしんさいご

日本大震災後

においては、社
しゃかい

会の一
いちいん

員として支
しえ ん

援する活
かつどう

動に取
と

り組
く

んでいる。それは、言
こと ば

葉で語
かた

らずとも

日
にほんじん

本人とともにこれからの社
しゃかい

会をつくる意
い し

志を明
めいかく

確に表
ひょうげん

現している。東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災における外
がいこくじん

国人

コミュニティの積
せっきょくてき

極的な支
しえん

援に対
たい

し、今
こんご

後、日
にほんしゃかい

本社会がどのように応
こた

えるのか考
かんが

えなければならない。

（４）　東
ひがしにほんだいしんさいはっせいいこう

日本大震災発生以降の日
にほんしゃかい

本社会に対
たい

する考
かんが

え方
かた

の変
へん か

化と社
しゃかい

会に望
のぞ

むこと
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　自
じぶん

分の国
くに

が整
せいぜん

然とした日
にほんじん

本人の姿
すがた

、我
がまんづよ

慢強さに感
かんめい

銘を受
う

けたという意
いけん

見に代
だいひょう

表されるように、

日
にほんしゃかい

本社会に対
たい

する好
こういてき

意的な意
いけん

見が多
おお

かった。津
つなみ

波の映
えいぞう

像を見
み

て、「私
わたし

の国
くに

がやられた」（フィリピ

ン－P）と思
おも

ったように、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の日
にほん

本に対
たい

する帰
きぞくいし き

属意識が強
つよ

まったり、「被
ひ さ い ち し え ん

災地支援を通
つう

じ、

長
ながねんせいかつ

年生活している場
ばし ょ

所のことしか知
し

らなかったので、日
にほ ん

本は関
かんとう

東だけではないということがわ

かった。田
いな か

舎の人
ひと

は優
やさ

しくて人
にんげんせい

間性がある」（ブラジル－ V）というように、日
にほんしゃかい

本社会をこれま

でとは異
こと

なる視
してん

点で見
み

つめることができたようだ。

　また、今
こんご

後の地
ちいきしゃかい

域社会をつくるうえで大
たいせつ

切な視
し ざ

座を与
あた

える意
いけん

見も語
かた

られた。

「非
ひじょうじ

常時に国
こくせき

籍など関
かんけい

係なくお互
たが

いに助
たす

けあって、勇
ゆ う き づ

気付けあった。そして、今
いま

、復
ふっこう

興を目
め ざ

指

してともに頑
がん ば

張っている。これを教
きょうくん

訓にして、今
こん ご

後の共
きょうせい

生のモデルを作
つく

っていかなければな

らない」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ K）

「人
ひと

がよりコミュニケーションをとり、互
たが

いを理
りか い

解し、助
たす

け合
あ

い、コミュニティを形
けいせい

成し、国
くに

を尊
そんけい

敬し、高
こうれいしゃ

齢者を尊
そんけい

敬するためのチャンスである」（フィリピン－O）

　その一
いっぽう

方で、日
にほんしゃかい

本社会について、「『シンパシー』と『近
ちか

くなる』という気
き も

持ちは別
べつ

。日
にほんじん

本人

の心
こころ

の扉
とびら

は固
かた

く閉
と

ざされているような気
き

がする。なかなか近
ちか

い存
そんざい

在になれない」（フィリピン－

R）、校
こうしゃ

舎が全
ぜんかい

壊した宮
みやぎけん

城県の朝
ちょうせんがっこう

鮮学校への補
ほじょきん

助金が打
う

ち切
き

られたことについて「理
りかい

解できない。

そういう社
しゃかい

会なのだということを再
さいにんしき

認識することになった」（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ G）という意
いけん

見も聞
き

か

れた。また、「がんばろう日
にほん

本」という呼
よ

びかけに対
たい

して、日
にほん

本に暮
く

らす外
がいこくじんじゅうみん

国人住民としてどのよ

うに応
こた

えるべきか戸
とまど

惑いと、震
しんさいじ

災時の日
にほんしゃかい

本社会の団
だんけつりょく

結力が、もしも排
はいたてき

他的な方
ほうこう

向に向
む

かったとき

のことを危
き ぐ

惧する意
いけん

見が複
ふくすう

数のコミュニティから出
だ

された。

５　コミュニティの活
かっせいか

性化

（１）　コミュニティを活
かっせいか

性化するための提
ていあん

案

　助
じょせいきん

成金などの外
がいぶ し き ん

部資金の導
どうにゅう

入について、ほとんどのコミュニティにおいて想
そうてい

定されていなかっ

た。コミュニティの活
かつどう

動が助
じょせいきん

成金の対
たいしょう

象となり得
え

るのかどうかも判
はんだん

断が難
むずか

しいことのようだ。

　具
ぐたいてき

体的な金
きんがく

額としては、事
じむき ょ く け い ひ

務局経費として月
つき

10 万
まんえん

円、イベント開
かいさいひよう

催費用として 5～ 80

万
まんえんていど

円程度、プロジェクトの運
うんえいひ

営費として年
ねんがく

額 160 ～ 200 万
まんえんていど

円程度という意
いけ ん

見が出
だ

された。こ

のプロジェクトの運
うんえいひ

営費については、半
はんがくじょせい

額助成を前
ぜんてい

提としている意
いけ ん

見なのでプロジェクトの

運
うんえいひ

営費としては 400 万
まんえん

円を想
そうてい

定している。10万
まんえんていど

円程度の助
じょせい

成があれば、様
さまざま

々な環
かんきょうせいび

境整備が可
かのう

能

であるという意
いけん

見もあった。

　助
じょせいきん

成金の申
しんせいじ

請時に困
こんなん

難に感
かん

じることとしては、日
に ほ ん ご

本語による書
しょるいさくせい

類作成が挙
あ

げられた。その
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ことからも、「つぼを心
こころえ

得て」申
しんせいしょ

請書を書
か

くことは、とても困
こんなん

難であることが分
わ

かる。このこ

とに関
かんれん

連して、（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－M）からは、助
じょせいきん

成金を出
だ

す側
がわ

が社
しゃかいてきかだい

会的課題を考
かんが

え、積
せっきょくてき

極的な

外
がいこくじんしえん

国人支援という枠
わく ぐ

組みの中
なか

で強
きょうか

化しなければならない分
ぶん や

野を捉
とら

え、助
じょせい

成をするべきという

意
いけん

見が出
だ

された。

　コミュニティをさらに活
かっせいか

性化するための研
けんしゅう

修については、就
しゅうろうしえん

労支援、職
しょくぎょうくんれん

業訓練、防
ぼうさい

災や

高
こうれいかもんだい

齢化問題に関
かん

する情
じょうほうていきょう

報提供、介
かいごしょく

護職に関
かん

する研
けんしゅう

修、国
こくせき

籍を超
こ

えた学
がくせい

生の議
ぎ ろ ん

論の場
ば

の提
ていきょう

供、

日
に ほ ん ご こ う ざ

本語講座の開
かいさい

催など様
さまざま

々なアイデアが出
だ

された。研
けんしゅういがい

修以外には、外
がいこくじんしえんだんたい

国人支援団体との横
よこ

の

連
れんけい

携が生
う

まれる場
ば

の提
ていきょう

供、外
がいこくじんじゅうみんどうし

国人住民同士のネットワークが構
こうちく

築できる場
ば

の提
ていきょう

供を望
のぞ

む声
こえ

があっ

た。

　フィリピンのコミュニティ形
けいせい

成に大
おお

きな役
やくわり

割を果
は

たした（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－M）からは次
つぎ

のよう

なコメントがあった

「外
がいこくじん

国人を対
たいしょう

象とする講
こう ざ

座は、労
ろうりょく

力も技
ぎじゅつりょく

術力も必
ひつよう

要である。定
ていきてき

期的に開
かいさい

催され、当
とうじしゃ

事者の人
ひと

たちが、また別
べつ

の当
とうじしゃ

事者を誘
さそ

えるような、学
がくしゅうこうざ

習講座があるとよい。…（中
ちゅうりゃく

略）…日
にほんしゃかい

本社会

で相
そうだんきかん

談機関に行
い

くこと自
じたい

体、敷
しきい

居が高
たか

いので、正
ただ

しい情
じょうほう

報を持
も

っている外
がいこくじん

国人が増
ふ

えステッ

プアップできるような、学
がくしゅうこうざ

習講座があると良
よ

い」（一
いちぶようやく

部要約）

　今
こん ご

後、当
とうざいだん

財団や行
ぎょうせい

政などが研
けんしゅうかい

修会などを開
かいさい

催する場
ばあ い

合は、広
こうほう

報や当
とうじつ

日の運
うんえい

営に関
かん

するノウハ

ウの蓄
ちくせき

積、当
とうじしゃどうし

事者同士が誘
さそ

い合
あ

って参
さん か

加しやすくなるよう定
ていきてき

期的な開
かいさいなど

催等がポイントになるで

あろう。
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Ⅳ　まとめと考
こうさつ

察
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県
けんないしゅようがいこくじん

内主要外国人コミュニティのニーズと連
れんけい

携の課
かだ い

題　―まとめと考
こうさつ

察―

渡
わたどいちろう

戸一郎（明
めいせいだいがくじんぶんがくぶきょうじゅ

星大学人文学部教授）

１．本
ほんちょうさ

調査の位
い ち

置づけ

　神
か な が わ け ん

奈川県は全
ぜんこく

国でもっとも早
はや

い時
じ き

期から外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の本
ほんかくてき

格的な調
ちょうさ

査に取
と

り組
く

んだ

自
じ ち た い

治体だ。1986 年
ねん

に刊
かんこう

行されたその報
ほうこくしょ

告書『日
に ほ ん

本のなかの韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人、中
ちゅうごくじん

国人―

神
かながわけんないざいじゅうがいこくじんじったいちょうさ

奈川県内在住外国人実態調査より―』1を見
み

ると、いわゆるオールドカマーとされる人
ひと

びとで

全
ぜんたい

体の８割
わり

を占
し

めていた（84 年
ねんまつじてん

末時点の県
けんないがいこくじん

内外国人 46,536 人
にん

の 66％が韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮、15％が

中
ちゅうごく

国 2）。この時
とき

、提
ていげん

言として強
つよ

く訴
うった

えられたのは、「社
しゃかいてきさべつ

会的差別をなくして外
がいこくじんけんみん

国人県民の人
じんけん

権を

擁
よう ご

護し、その切
せつじつ

実な生
せいかつじょう

活上の諸
しょようきゅう

要求を充
じゅうそく

足していくための積
せっきょくてき

極的な施
しさ く

策を持
じぞくてき

続的に講
こう

じる」た

めのしくみづくりや国
こくせい

政レベルへの働
はたら

きかけだった。その後
ご

、ニューカマーが急
きゅうぞう

増する 90年
ねんだい

代

を経
へ

て、2001 年
ねん

に『神
かながわけんがいこくせきじゅうみんせいかつじったいちょうさほうこくしょ

奈川県外国籍住民生活実態調査報告書』3がまとめられた。この時
じて ん

点に

なると、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮・中
ちゅうごく

国の合
ごうけい

計は約
やく

50％に減
げんしょう

少し、ブラジル・ペルー・フィリピン・タイ・

インドシナ３国
ごくなど

等に調
ちょうさたいしょう

査対象が広
ひろ

がったため、分
ぶんせき

析の焦
しょうてん

点もニューカマー外
がいこくじん

国人（中
ちゅうごく

国を含
ふく

む）

に移
いこう

行した。

　リーマン・ショック（2008 年
ねんあき

秋）と東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災（2011 年
ねん

３月
がつ

）という２つの危
き き

機を受
う

け

た時
じてん

点で実
じっ し

施された今
こんかい

回の調
ちょうさ

査は、県
けんないがいこくじんとうろくしゃすうじょうい

内外国人登録者数上位５か国
こく

の「外
がいこくじん

国人コミュニティ」を

対
たいしょう

象としている。2010 年
ねんまつげんざい

末現在の神
かな が わ け ん

奈川県の外
がいこくじんとうろくしゃすう

国人登録者数は 169,405 人
にん

となり（前
ぜんねんひ

年比－

2.1％）、そのうち最
さいだい

大の集
しゅうだん

団は中
ちゅうごく

国 33.1％で、以
い か

下、韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮 19.8％、フィリピン 10.7％、

ブラジル 6.6％、ペルー 4.6％までがその５か国
こく

となる（６位
い

は米
べいこく

国 3.0％）。そこで、上
じょうきいがい

記以外

の “少
しょうすうしゃしゅうだん

数者集団のなかの少
しょうすうしゃしゅうだん

数者集団” は対
たいしょうがい

象外という限
げんかい

界があり、それらの人
ひと

びとの声
こえ

を集
あつ

める

ことが今
こん ご

後の課
かだ い

題となる。また、一
ひとくち

口に「外
がいこくじん

国人」と言
い

っても、すでに４～５世
せい

（あるいはそ

れ以
いじょう

上）の時
じだ い

代を迎
むか

えているオールドカマーと、1.5 世
せ だ い

代 4 や２世
せだ い

代が成
せいじんき

人期に達
たっ

しつつある

ニューカマーとでは、そのコミュニティの実
じったい

態やニーズが大
おお

きく異
こと

なる 5。さらに、定
ていじゅうか

住化の

進
しんてん

展と永
えいじゅうけん

住権や日
にほんこくせき

本国籍の取
しゅとくしゃ

得者の増
ぞうか

加という、この間
あいだ

の変
へん か

化を踏
ふ

まえると、「外
がいこくじん

国人」よりも、

移
いじゅうれき

住歴を背
はいけい

景にもつ数
すうせだい

世代からなる「移
いみ ん

民」という概
がいねん

念を用
もち

いる方
かた

が実
じったい

態に即
そく

した時
じだ い

代になっ

てきていること、また、当
とうじしゃ

事者の個
こ じ ん か

人化・多
た よ う か

様化が進
すす

む現
げんじょう

状では、「コミュニティ」の概
がいねん

念もか

1　神
かな が わ け ん な い ざ い じ ゅ う が い こ く じ ん じ っ た い ち ょ う さ い い ん か い

奈 川 県内在住外国人実態調査委員会／金
き ん ば ら さ も ん

原 左 門・石
い し だ れ い こ

田 玲 子・小
お ざ わ ゆ う さ く

沢 有 作・梶
か じ む ら ひ で き

村 秀 樹・田
たなかひろし

中 宏・三
みつはしおさむちょ

橋 修 著・

神
かながわけんしょうがいぶこくさいこうりゅうかきかく

奈川県渉外部国際交流課企画、明
あかししょてんかん

石書店刊。調
ちょうさじっし

査実施は 1984 年
ねん

。なお、その２年
ねんまえ

前には神
かながわけんじちそうごうけんきゅう

奈川県自治総合研究センター「国
こくさいか

際化

に対
たいおう

応した地
ちいきしゃかい

域社会のあり方
かた

」研
けんきゅう

究チームが『神
か な が わ

奈川の韓
かんこく

国・朝
ちょうせんじん

鮮人―自
じ ち た い げ ん ば

治体現場からの提
ていげん

言―』（公
こうじんしゃ

人社）を刊
かんこう

行している。

2　台
たいわん

湾を含
ふく

む。

3　かながわ自
じ ち た い

治体の国
こくさいせいさくけんきゅうかい

際政策研究会による。事
じむきょく

務局は神
かながわけんけんみんぶこくさいか

奈川県県民部国際課（当
とうじ

時）。調
ちょうさきかん

査期間は 1999 年
ねん

12 月
がつ

から 2000 年
ねん

２月
がつ

。

4　外
がいこくう

国生まれ、日
にほんそだ

本育ちの子
こ

どもたち。

5　オールド／ニューはあくまでも相
そうたいてき

対的な表
ひょうげん

現であるが、ここでは 1980 年
ねんだいいこう

代以降に来
らいにち

日した集
しゅうだん

団を “ ニューカマー ” としている。

ニューカマーもすでに来
らいにちご

日後 20年
ねんいじょうけいか

以上経過している人
ひと

びとが増
ふ

え、“ ニュー ” の呼
こしょう

称がふさわしくない時
じ き

期を迎
むか

えている。
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なりゆるやかに用
もち

いる必
ひつよう

要があることに、注
ちゅうい

意すべきだろう。

　調
ちょうさけっか

査結果のうち以
い か

下では、各
かく

コミュニティの特
とくちょう

徴を踏
ふ

まえながら、「生
せいかつかだい

活課題とその解
かいけつほうほう

決方法」、

「コミュニティ外
がい ぶ

部とのつながりと行
ぎょうせい

政や日
にほんしゃかい

本社会への要
ようぼう

望」、「情
じょうほうりゅうつう

報流通・発
はっしん

信」を中
ちゅうしん

心に、

考
こうさつ

察を加
くわ

えながら概
がいかん

観してみたい。

２．各
かく

コミュニティの生
せいかつかだい

活課題とその解
かいけつほうほう

決方法

（１）各
かく

コミュニティの特
とくちょう

徴

　韓
かんこく

国・朝
ちょうせんけい

鮮系と中
ちゅうごくけい

国系のコミュニティは、戦
せんぜん

前あるいは戦
せん ご

後まもなく設
せつりつ

立された歴
れき し

史のある

団
だんたい

体をもち、すでに中
ちゅうかくてき

核的な担
にな

い手
て

が２～３世
せい

に移
い こ う

行しているが、中
ちゅうごくけい

国系の場
ばあ い

合、ニューカ

マーの専
せんもんしょくいみん

門職移民（留
りゅうがくせい

学生から IT 技
ぎじゅつしゃ

術者になった人
ひと

びと）の団
だんたい

体も 90 年
ねんだい

代に生
う

まれている。

前
ぜんしゃ

者は横
よこはま

浜や川
かわさき

崎のインナーシティを拠
きょてん

点とし全
ぜん け ん き ぼ

県規模で活
かつどう

動しているものが多
おお

いが、後
こうしゃ

者は

相
さがみはらちいき

模原地域で活
かつどう

動している。一
いっぽう

方、1980 年
ねんだいいこうらいにち

代以降来日したフィリピン系
けい

コミュニティは、キ

リスト教
きょうかい

会や NGO、商
しょうてん

店などの場
ば

を介
かい

してネットワーク状
じょう

に広
ひろ

がっている。日
にっぽんじんだんせい

本人男性の

配
はいぐうしゃ

偶者や離
り こ ん ご

婚後のシングルマザーが中
ちゅうしん

心で、工
こういん

員・パートタイマー・ホームヘルパー・スーパー

店
てんいん

員など不
ふあんていしゅうろうしゃ

安定就労者を多
おお

く含
ふく

み、居
きょじゅうちいき

住地域もインナーシティや郊
こうがい

外の工
こうじょうちいき

場地域が多
おお

い。90

年
ねんだいいこうきゅうぞう

代以降急増したブラジル・ペルー系
けい

のコミュニティは、主
しゅ

として工
こうじょう

場の集
しゅうせき

積する地
ちい き

域で団
だんたい

体

を結
けっせい

成したり、キーパーソンとなる人
ひと

や店
てんぽけいえいしゃ

舗経営者を介
かい

してネットワークを形
けいせい

成しているが、

リーマン・ショック、東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災、タイの水
すいがい

害などを受
う

けてメンバーや仕
しご と

事の減
げんしょう

少、失
しつぎょう

業、

（再
さい

）就
しゅうしょくなん

職難などの問
もんだい

題を抱
かか

えている。

（２）生
せいかつじょう

活上のニーズと課
かだい

題

　総
そう

じてオールドカマーとニューカマーでは生
せいかつじょう

活上のニーズや課
かだい

題が大
おお

きく異
こと

なっている。オー

ルドカマーはニューカマーに比
くら

べて相
そうたいてき

対的に生
せいかつ

活が安
あんてい

定してきていると見
み

られるが、数
すうせだい

世代を

重
かさ

ねるなかで、日
にほんこくせきしゃ

本国籍者やダブルの子
こ

が増
ふ

え、アイデンティティの多
た よ う か

様化、子
こ

どもや若
わかもの

者に

対
たい

する母
ぼ ご

語や民
みんぞくぶんか

族文化の継
けいしょうきょういく

承教育、民
みんぞくがっこう

族学校の運
うんえい

営が課
かだ い

題となると同
どう じ

時に、独
どっきょ

居を含
ふく

む高
こうれいしゃ

齢者

の増
ぞう か

加にともなう年
ねんきん

金・医
いりょう

療・福
ふ く し

祉などが切
せつじつ

実なニーズとして挙
あ

げられている。住
じゅうきょさべつ

居差別も

指
して き

摘されているが、一
ひとむかしまえ

昔前のようなあからさまな差
さべ つ

別は減
げんしょう

少しているようだ。ただし、出
しゅっしんこく

身国

が抱
かか

える分
ぶんだんこっかもんだい

断国家問題や日
にほ ん

本との外
がいこうもんだい

交問題の変
へん か

化を背
はいけい

景に、日
にほんしゃかい

本社会の差
さべ つ

別・排
はいがいしゅぎ

外主義が高
たか

ま

ることに対
たい

する懸
けねん

念が強
つよ

く表
ひょうめい

明されている。

　一
いっぽう

方、ニューカマーの生
せいかつ

活ニーズや課
かだ い

題には、子
こ

どもの教
きょういく

育・進
しんがく

学・いじめ・アイデンティ

ティ（自
じここうていかん

己肯定感）保
ほ じ

持、日
にほんごしゅうとく

本語習得（成
せいじん

人も含
ふく

む）、就
しゅうしょく

職、職
しょくば

場での差
さべ つ

別、ひとり親
おやかてい

家庭の
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貧
ひんこん

困、住
じゅうみんぜい

民税の滞
たいのう

納、住
じゅうたく

宅ローンの破
はた ん

綻、生
せ い か つ ほ ご

活保護の受
じゅきゅう

給、医
いりょう

療、異
いぶんかかんけっこん

文化間結婚にともなう

摩
まさ つ

擦、在
ざいりゅうしかく

留資格の安
あんていか

定化や日
にほんこくせきしゅとく

本国籍取得など、生
せいかつこんなん

活困難をめぐる問
もんだい

題が山
さんせき

積している様
よう す

子がう

かがえる。これらの多
おお

くは過
か こ

去にオールドカマーが経
けいけん

験してきた問
もんだい

題だと言
い

えるが、ニューカ

マーのコミュニティにおける問
もんだい

題は階
かいそう

層やジェンダー、雇
こようけいたい

用形態、就
しゅうろうじょうきょう

労状況などによってさら

に多
た よ う か

様化し複
ふくざつか

雑化していると見
み

られよう。

　なお、団
だんたいかつどう

体活動の資
しき ん ぶ そ く

金不足はオールド／ニューカマーで共
きょうつう

通の課
かだ い

題となっている（オールド

カマーでは、後
こうけいしゃ

継者や活
かつどう

動の担
にな

い手
て

の育
いくせい

成も課
かだ い

題として挙
あ

げられている）。

（３）問
もんだい

題の解
かいけつほうほう

決方法

　オールドカマーの団
だんたい

体では、日
にっぽんう

本生まれが多
おお

く概
おおむ

ね日
にほんごりょく

本語力に問
もんだい

題がないため、また同
どうほう

胞の

弁
べ ん ご し

護士・司
しほ う し ょ し

法書士・行
ぎょうせいしょし

政書士などがおり、より専
せんもんてき

門的な相
そうだんきのう

談機能を有
ゆう

している面
めん

もあるためか、

行
ぎょうせいきかん

政機関はあまり利
りよ う

用されていないようだ。なかには、「行
ぎょうせいきかん

政機関は役
やく だ

立たないので、ほとんど

コミュニティで解
かいけつ

決する」と述
の

べ、行
ぎょうせいきかん

政機関に期
きた い

待しないという団
だんたい

体もあった。一
いっぽう

方、中
ちゅうごくけい

国系

ニューカマーの横
よこはましなかくせいかつそうだんまどぐち

浜市中区生活相談窓口の活
かっぱつ

発な利
りよ う

用に見
み

られるように、ニューカマーの団
だんたいなど

体等

では、自
じ ち た い

治体の外
がいこくじんそうだん

国人相談や国
こくさいこうりゅう

際交流ラウンジを積
せっきょくてき

極的に利
りよう

用するとともに、教
きょうかい

会（のシスター）、

MIC かながわ、外
がいこくじん

国人すまいサポートセンター、カラカサン、ABC ジャパン、いのちの電
でん わ

話な

どのNGO、弁
べ ん ご し

護士、研
けんきゅうしゃ

究者、信
しんらいかんけい

頼関係がある不
ふどうさんぎょうしゃ

動産業者などと連
れんけい

携して問
もんだいかいけつ

題解決に当
あ

たっている。

また、「行
ぎょうせい

政が外
がいこくじん

国人コミュニティをもう少
すこ

し組
そ し き か

織化すべきだ」とか「同
どうほう

胞のなかに頼
たよ

れる人
ひと

が

少
すく

ない」「特
とくてい

定の人
ひと

に相
そうだん

談が集
しゅうちゅう

中する」といった声
こえ

も無
む し

視できない。さらに、通
つうやく

訳・翻
ほんやく

訳サービ

スや日
に ほ ん ご こ う ざ

本語講座・就
しゅうろうじゅんびこうざ

労準備講座の充
じゅうじつ

実などが要
ようぼう

望されているが、併
あわ

せて、同
どうほうみずか

胞自らが日
にほんしゃかい

本社会

につながる努
どりょく

力を怠
おこた

らないことが重
じゅうよう

要だとの指
してき

摘も注
ちゅうもく

目されよう。

３．コミュニティ外
がいぶ

部とのつながりと行
ぎょうせい

政や日
にほんしゃかい

本社会への要
ようぼう

望

　上
じょうき

記のように、オールドカマーの団
だんたい

体の大
たいはん

半はコミュニティの問
もんだいかいけつ

題解決に独
どく じ

自に取
と

り組
く

むた

めの資
しりょく

力を相
そうたいてき

対的により多
おお

く蓄
たくわ

えているのに対
たい

して、ニューカマーの団
だんたいなど

体等は組
そし き き ば ん

織基盤が脆
ぜいじゃく

弱

であることが多
おお

いことから、多
たよ う

様な資
しげ ん

源を同
どう じ

時に調
ちょうたつ

達しながら問
もんだいかいけつ

題解決に当
あ

たっている。その

ため、両
りょうしゃ

者における行
ぎょうせい

政への要
ようぼう

望は、共
きょうつうてん

通点が存
そんざい

在するものの、質
しつりょう

量ともに異
こと

なっていると見
み

られる。そこで、外
がい ぶ

部の他
た

のコミュニティやホスト社
しゃかい

会（日
にほんしゃかい

本社会）との交
こうりゅう

流や連
れんけい

携の現
げんじょう

状を

踏
ふ

まえながら、行
ぎょうせい

政や日
にほんしゃかい

本社会への要
ようぼう

望を整
せい り

理してみよう。

　オールドカマーのコミュニティでは部
ぶぶんてき

分的にニューカマー同
どうほう

胞との交
こうりゅう

流も取
と

り組
く

まれては

いるが、高
こうれいしゃちゅうしん

齢者中心の団
だんたい

体ではそうした接
せってん

点があまりない傾
けいこう

向がうかがえる。他
た

のコミュニ

ティや日
にほんしゃかい

本社会との交
こうりゅう

流の機
き か い

会としては、語
ごがくきょうしつ

学教室・料
りょうりきょうしつ

理教室、国
こくさいこうりゅう

際交流フェスティバル、
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外
がいこくじんがっこう

国人学校ネットワーク・NGO等
とう

の市
しみんだんたい

民団体、自
じ ち た い

治体の外
がいこくじんしもんきかん

国人諮問機関など、自
じま え

前の場
ば

の設
せってい

定

やネットワークづくり、自
じ ち た い

治体の外
がいこくじんさんかくせいど

国人参画制度の利
りよ う

用が見
み

られる。こうした場
ば

やネットワー

クづくり、行
ぎょうせい

政への参
さんかく

画を通
つう

じて要
ようぼう

望されているのは、差
さべ つ

別をなくして同
おな

じ住
じゅうみん

民として処
しょぐう

遇す

ること（例
たと

えば、行
ぎょうせい

政の通
つう ち

知を日
にほんじんどうよう

本人同様に届
とど

くようにしてほしい）、外
がいこくじんだんたい

国人団体との話
はな

し合
あ

いの場
ば

の提
ていきょう

供、地
ちほうさんせいけん

方参政権、民
みんぞくがっこう

族学校への補
ほじょきん

助金の充
じゅうじつ

実や校
こうしゃ

舎の耐
たいしんほきょう

震補強の助
じょせい

成、活
かつどうしきん

動資金の

助
じょせい

成、相
そうだん

談・防
ぼうさい

災・子
こそ だ

育てなどに関
かん

する研
けんしゅうかい

修会、バイリンガルの存
そんざい

在としての自
じぶ ん

分たちの活
かつよう

用、

日
にほ ん

本の歴
れきしきょういく

史教育（とりわけ近
きんげんだいし

現代史）やマスメディアのあり方
かた

の改
かいぜん

善、非
ひせいきたいざいしゃ

正規滞在者（の青
せいねん

年）

の合
ごうほうか

法化などである。一
いっぽう

方、ニューカマーの団
だんたいなど

体等は自
じま え

前の資
しげ ん

源が限
かぎ

られているため、キリス

ト教
きょうかい

会、NGO などの市
しみんだんたい

民団体、エスニック料
りょうりてん

理店、日
にほんじん

本人ボランティア、各
かくしゅ

種のパーティや

地
ちい き

域の祭
まつ

り、町
ちょうないかい

内会などを介
かい

してコミュニティの外
がい ぶ

部と交
こうりゅう

流することで、必
ひつよう

要な資
しげ ん

源を調
ちょうたつ

達し

ている。しかしその程
てい ど

度には団
だんたい

体やネットワークの規
き ぼ

模によって濃
のうたん

淡があり、行
ぎょうせいじょうほう

政情報も十
じゅうぶん

分

に周
しゅうち

知されていない現
げんじょう

状がある。こうしたなか、行
ぎょうせいなど

政等に要
ようぼう

望されているのは、基
きほんてきじんけん

本的人権の

擁
よう ご

護と差
さべ つ

別の撤
てっぱい

廃（例
たと

えば、入
にゅうきょさべつ

居差別の解
かいしょう

消や職
しょくば

場での有
ゆうきゅうきゅうか

給休暇の保
ほしょう

障）、行
ぎょうせいじょうほう

政情報の多
た げ ん ご か

言語化

や情
じょうほう

報がきちんと届
とど

くしくみづくり、税
ぜいきん

金の軽
けいげん

減、在
ざいりゅう

留カードの研
けんしゅう

修、帰
き か て つ づ

化手続きの簡
かんりゃくか

略化、

子
こ

どもの教
きょういく

育の改
かいぜん

善（例
たと

えば、学
がっこう

校でのより厳
きび

しい教
きょうかしどう

科指導、外
がいこく

国につながる子
こ

どもへ教
きょういん

員の

対
たいおう

応の改
かいぜん

善）、生
せいかつそうだん

活相談、日
に ほ ん ご

本語・日
にほん

本の習
しゅうかん

慣の講
こう ざ

座、相
そうだん

談の研
けんしゅう

修、スポーツや食
しょくぶんか

文化の交
こうりゅう

流など、

多
た き

岐にわたっている。

　なお、日
にほんしゃかい

本社会に対
たい

しては、オールド／ニューカマー共
きょうつう

通して、ホスト社
しゃかい

会が自
じ ぶ ん

分たちの

存
そんざい

在や出
しゅっしんこく

身国について理
りかい

解を深
ふか

めてほしいと要
ようぼう

望されていることを忘
わす

れてはならないだろう。

４．情
じょうほうりゅうつう

報流通・発
はっしん

信

　オールドカマーのコミュニティでは日
にほ ん

本のマスメディアの利
り よ う ど

用度が高
たか

い。団
だんたい

体は自
じま え

前のホー

ムページをもち、ニュースレターや会
かいほうなど

報等を定
ていきてき

期的に出
だ

しているところが多
おお

いが、情
じょうほうはっしん

報発信は

必
かなら

ずしも十
じゅうぶん

分だとは認
にんしき

識されていない。コミュニティ間
かん

の情
じょうほうこうりゅう

報交流は（携
けいたい

帯）電
でん わ

話、fax、イ

ンターネット、Facebook、口
くち

コミなどによっている。一
いっぽう

方、ニューカマーのコミュニティで

は、NHKの外
がいこくご

国語ニュースや出
しゅっしんこく

身国の衛
えいせいほうそう

星放送、エスニック・プレス（電
でんしばん

子版を含
ふく

む）などか

ら情
じょうほう

報を得
え

ており、日
に ほ ん ご

本語での情
じょうほう

報はあまり活
かつよう

用されていないようだ。ただし、コミュニティ

内
ない

の情
じょうほうこうりゅう

報交流は頻
ひんぱん

繁に行
おこな

われており、口
くち

コミ、携
けいたいでんわ

帯電話、インターネット、Facebook などに

加
くわ

えて skype、スマートフォン、iPad などの新
あたら

しい情
じょうほうきき

報機器も活
かつよう

用されている様
よう す

子がうかがえ

る。こうした傾
けいこう

向には、ニューカマーのコミュニティが、日
にほんごりょく

本語力が十
じゅうぶん

分でないことに併
あわ

せて、

出
しゅっしんしゃかい

身社会とのつながりを強
つよ

く維
い じ

持する “ トランスナショナルなコミュニティ ”であることが大
おお

き

く関
かんれん

連していよう。

　なお、東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災に際
さい

しては、外
がいこくじん

国人コミュニティでも大
おお

きな混
こんらん

乱と困
こんわく

惑があり、一
いち ぶ

部の
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人
ひと

びとが（一
いち じ

時）帰
きこ く

国したことが知
し

られている。オールドカマーのコミュニティでは大
だいさいがいじ

災害時

の子
こ

どもの安
あんぜん

全の確
か く ほ

保に努
つと

めると同
ど う じ

時に、地
じ し ん

震と放
ほうしゃせんおせん

射線汚染への対
たいおう

応が検
けんとう

討されたようだ。

一
いっぽう

方、ニューカマーでは、日
にほんごじょうほう

本語情報を十
じゅうぶん

分に活
かつよう

用できない分
ぶん

、出
しゅっしんこく

身国のメディア情
じょうほう

報に大
おお

き

く左
さゆ う

右されたため不
ふあ ん

安は大
おお

きく、また出
しゅっしんこく

身国の親
しんぞく

族からの強
つよ

い帰
きこ く

国の呼
よ

びかけもあったという。

また、子
こ

どもが学
がっこう

校で聞
き

いてきた情
じょうほう

報と親
おや

がもつ情
じょうほう

報が異
こと

なり、家
かぞくない

族内で意
いけんたいりつ

見対立した例
れい

も聞
き

かれた。しかし他
たほ う

方で、メンバーに多
た げ ん ご

言語で関
かんれんじょうほう

連情報を提
ていきょう

供すると同
どう じ

時に相
そうだん

談を受
う

けた団
だんたい

体、

さらに被
ひ さ い ち

災地への支
しえん

援や避
ひなんしゃ

難者の受
うけい

入れなどを行
おこな

ったNGOも見
み

られる。多
たぶんかぼうさい

文化防災の観
かんてん

点から、

こうした各
かく

コミュニティが抱
かか

える対
たいおう

応の違
ちが

いを踏
ふ

まえた防
ぼうさい

災・災
さいがいじょうほう

害情報の多
た げ ん ご か

言語化や災
さいがいけいけん

害経験

の共
きょうゆうか

有化、きめ細
こま

かな相
そうだん

談、そして実
じっせんてき

践的な訓
くんれん

練プログラムの工
くふう

夫が望
のぞ

まれる。

５．コミュニティのエンパワーメントに向
む

けて

　最
さい ご

後に各
かく

コミュニティのエンパワーメントに向
む

けた課
かだ い

題を見
み

ておこう。まず、外
が い ぶ し き ん

部資金の

調
ちょうたつ

達の現
げんじょう

状を見
み

ると、オールド／ニューカマーいずれの団
だんたいなど

体等でも外
がい ぶ し き ん

部資金はほとんど活
かつよう

用さ

れていない。とくに民
みんぞくだんたい

族団体の場
ばあ い

合は活
かつどうないよう

動内容によっては公
こうてき

的な助
じょせいきん

成金の申
しんせい

請にそぐわないこ

ともあるようだ。また、ニューカマーの団
だんたい

体では、そもそも公
こうてき

的な外
が い ぶ し き ん

部資金を調
ちょうたつ

達すること

自
じた い

体がイメージしくにい様
よう す

子もうかがえた。たとえ外
が い ぶ し き ん

部資金の情
じょうほう

報を得
え

ていても、日
に ほ ん ご

本語で

の書
しょるいさくせい

類作成が難
むずか

しい・煩
はんざつ

雑・時
じか ん

間がないなどの指
して き

摘があった。関
かんれんじょうほう

連情報の提
ていきょう

供の仕
しか た

方の工
くふ う

夫、

申
しんせい

請フォームの改
かいぜん

善や多
た げ ん ご か

言語化、日
にほんじん

本人のサポートなどが必
ひつよう

要になっていると言
い

えよう。

　一
いっぽう

方、カラカサンのように、コミュニティ内
ない

の当
とうじしゃ

事者を支
しえ ん

援するための独
どく じ

自のプログラムや、

ケースワーク、フォローアップケア、アクション・リサーチなどを開
かいはつ

発している団
だんたい

体も存
そんざい

在す

るが、他
たほ う

方で団
だんたいかつどう

体活動の担
にな

い手
て

が限
かぎ

られ、世
せだいこうたい

代交代への過
か と き

渡期にある団
だんたい

体（とくにオールドカ

マーのコミュニティ）も多
おお

いようだ。こうした外
がいこくじん

国人（あるいは移
いみ ん

民）コミュニティの核
かく

にな

る諸
しょだんたい

団体のエンパワーメントに向
む

けて行
ぎょうせいきかん

政機関が直
ちょくせつしえん

接支援できることは限
かぎ

られよう。そこでは、

それぞれの活
かつどう

動の活
かっせいか

性化の努
どりょく

力と同
どう じ

時に、国
こくさいこうりゅう

際交流ラウンジや国
こくさいこうりゅうきょうかい

際交流協会などの中
ちゅうかんしえんそしき

間支援組織

を介
かい

して人
ひと

と人
ひと

のネットワークをつねにつなぎ直
なお

しながら、情
じょうほうていきょう

報提供・情
じょうほうこうりゅう

報交流、あるいは

個
こべ つ

別テーマの研
けんしゅう

修プログラム等
とう

を通
つう

じて各
かくだんたいかつどう

団体活動を側
そくめんてき

面的に支
しえ ん

援していくことが重
じゅうよう

要になる。

また、学
がくせい

生や大
だいがくいんせい

学院生のインターンシップを導
どうにゅう

入し、その成
せいか

果を公
こうかい

開するなど、地
ちいきしゃかい

域社会にとっ

てこうした外
がいこくじん

国人（移
いみん

民）コミュニティの存
そんざい

在がより広
ひろ

く認
にん ち

知されていくような取
と

り組
く

みもあっ

てよいだろう。

　最
さいご

後に、今
こんかい

回の調
ちょうさ

査を通
つう

じて印
いんしょう

象に残
のこ

る言
こと ば

葉（一
いちぶようやく

部要約）をいくつか掲
かか

げておきたい。まずオー

ルドカマーの団
だんたい

体から。

「人
じんこうげんしょうしゃかい

口減少社会では、外
がいこくじん

国人を受
う

け入
い

れなければいけなくなっていくので、もっと社
しゃかいかんきょう

会環境や
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制
せい ど

度を整
せ い び

備していってほしい。日
にほんじん

本人だけではなく、外
がいこくじん

国人との共
きょうぞん

存が必
ひつよう

要になってくる。」

「義
ぎ む

務を果
は

たしているのに権
けん り

利がないのはおかしいということを分
わ

かってほしい。（他
たほ う

方で）ま

だ国
こくさいしゃかい

際社会とは言
い

えない部
ぶぶ ん

分もあるが、ニューカマーも生
せいかつ

活しやすくなった。ニューカマーの

人
ひと

びととどうやって交
こうりゅう

流を深
ふか

めていくかが最
さいだい

大の課
かだ い

題だ。」

次
つぎ

にニューカマーの団
だんたいなど

体等から。

「津
つな み

波では「私
わたし

の国
くに

がやられた」という悔
くや

しい気
き も

持ちが生
う

まれた。今
いま

、日
にほ ん

本は自
じぶ ん

分の二
に ば ん め

番目のふ

るさとになった。」「外
がいこくじん

国人は弱
じゃくしゃ

者だけれども、災
さいがいはっせいじ

害発生時には体
たいりょく

力が衰
おとろ

えている高
こうれいしゃ

齢者などを

若
わか

いペルー人
じん

が担
かつ

いで避
ひな ん

難することもできる。ただ弱
じゃくしゃ

者なのではなく、社
しゃかいこうけん

会貢献ができること

もあることを知
し

ってもらいたい。」「日
にほんしゃかいぜんたい

本社会全体に余
よゆ う

裕がなくなって『厳
きび

しく』なると、自
じぶ ん

分

が『外
がいこくじん

国人』だと感
かん

じる。日
にほんしゃかい

本社会の一
いちいん

員として、同
おな

じ立
たち ば

場で自
じり つ

立できるような社
しゃかい

会をつくっ

ていきたい。」

これらの言
ことば

葉からは、外
がいこくじん

国人というよりも、すでに日
にほんしゃかい

本社会の構
こうせいいん

成員だと自
じにん

認する移
いみん

民のコミュ

ニティの立
た

ち位
い ち

置とそれにもとづくメッセージが垣
か い ま み

間見える。しかし、そこには一
いってい

定の緊
きんちょう

張が

潜
せんざい

在しており、日
にほ ん

本の社
しゃかい

会や行
ぎょうせいきかん

政機関の現
げんじょう

状を今
いまいちどそうたいか

一度相対化し、再
さいこう

考する必
ひつようせい

要性が訴
うった

えられて

いる。
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コミュニティ関
かんけい

係の再
さいそうぞう

創造に向
む

けて

塩
しおはらよしかず

原良和（慶
けいおうぎじゅくだいがくほうがくぶじゅんきょうじゅ

應義塾大学法学部准教授）

１．外
がいこくじんじゅうみん

国人住民による被
ひ さ い ち し え ん

災地支援

　2011 年
ねん

5 月
がつ

28 日
にち

に開
かいさい

催された、かながわ国
こくさいこうりゅうざいだんしゅさい

際交流財団主催のフォーラム「神
か な が わ

奈川の外
がいこくじん

国人

コミュニティのこれから――東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災と多
たぶんかきょうせい

文化共生の地
ちい き

域づくり」でコメンテータを務
つと

め

たことで、日
にほ ん

本の外
がいこくじんじゅうみん

国人住民をめぐる議
ぎろ ん

論についての私
わたし

の認
にんしき

識は大
おお

きく変
か

わった。県
けんないざいじゅう

内在住

の外
がいこくじんしみん

国人市民による報
ほうこく

告が教
おし

えてくれたのは、2011 年
ねん

3 月
がつ

に起
お

きた東
ひがしにほんだいしんさいいご

日本大震災以後、

外
がいこくじんじゅうみん

国人住民をただ「支
しえ ん

援の受
う

け手
て

」として、そして日
にほんじん

本人あるいは日
にほんしゃかい

本社会を「支
しえ ん

援の担
にな

い手
て

」

としてのみとらえる発
はっそう

想が、ますます現
げんじつ

実にそぐわなくなっているということであった。そも

そも日
にほ ん

本における多
たぶんかきょうせいしさく

文化共生施策と外
がいこくじんじゅうみんしえん

国人住民支援の重
じゅうようせい

要性についての認
にんしき

識が高
たか

まった一
いちいん

因に

は、1995 年
ねん

の阪
はんしんあわじだいしんさい

神淡路大震災で「災
さいがいじゃくしゃ

害弱者」としての外
がいこくじんひさいしゃ

国人被災者の存
そんざい

在がクローズアップ

されたことがあった。いっぽう 2011 年
ねん

の大
だいしんさい

震災でも多
おお

くの外
がいこくじん

国人が被
ひさ い

災したが、外
がいこくじん

国人は単
たん

なる「災
さいがいじゃくしゃ

害弱者」には留
とど

まらなかった。東
とうほくちほう

北地方の惨
さんじょう

状に心
こころ

を痛
いた

め、募
ぼき ん

金を行
おこな

い、救
きゅうえんぶっし

援物資を

被
ひ さ い ち

災地に届
とど

け、ボランティア活
かつどう

動に参
さん か

加する多
おお

くの外
がいこくじんじゅうみん

国人住民がいたのである。

　今
こんかい

回の調
ちょうさ

査においても、県
けんない

内の外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が被
ひ さ い ち

災地への支
しえんかつどう

援活動に積
せっきょくてき

極的に関
かんよ

与していたこと

が確
かくにん

認できた。数
すうせだい

世代にわたって日
にほん

本に住
す

んでいる在
ざいにちかんこく

日韓国・朝
ちょうせんじん

鮮人のあいだでは、民
みんだん

団・総
そうれん

聯

や在
ざいにちだいかんきりすときょうかい

日大韓基督協会などが全
ぜんこくてき

国的・組
そしきてき

織的に被
ひ さ い ち

災地への人
じんてき

的・物
ぶってきしえん

的支援を展
てんかい

開していた。また同
おな

じくオールドカマーと呼
よ

ばれる華
かきょうけい

僑系の団
だんたい

体でも、被
ひ さ い ち

災地への寄
き ふ

付を中
ちゅうしん

心に支
しえん

援が行
おこな

われていた。

さらにフィリピン人
じん

、ブラジル人
じん

、ペルー人
じん

といった、いわゆるニューカマーと呼
よ

ばれる人
ひとびと

々の

あいだでも、被
ひ さ い ち

災地への支
しえんかつどう

援活動が活
かっぱつ

発に行
おこな

われていた。フィリピン人
じん

およびペルー人
じん

のあいだ

では、キリスト教
きょうかい

会などが仲
なかだ

立ちとなって義
ぎえんきん

援金や救
きゅうえんぶっし

援物資を集
あつ

めて届
とど

けたり、現
げんち

地における炊
た

き出
だ

しなどが行
おこな

われていた。とりわけ「移
いじゅうろうどうしゃ

住労働者と連
れんたい

帯する全
ぜんこく

国ネットワーク（移
いじゅうれん

住連）」と

連
れんけい

携して被
ひ さ い ち

災地での支
しえん

援を展
てんかい

開した（フィリピン－O）の活
かつどう

動が注
ちゅうもく

目される。ブラジル人
じんじゅうみん

住民の

あいだでは、2008年
ねん

の金
きんゆ う き き

融危機の際
さい

に結
けっせい

成された「在
ざいにち

日ブラジル人
じんぜんこく

全国ネットワーク（NNBJ）」

と連
れんけい

携しながら活
かっぱつ

発な被
ひ さ い ち し え ん

災地支援を行
おこな

っている（ブラジル－T）の活
かつどう

動が興
きょうみぶか

味深い。

　今
こんかい

回の調
ちょうさ

査でもうひとつ明
あき

らかになったのは、東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災をきっかけに、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の

日
にほんしゃかい

本社会への帰
きぞ く い し き

属意識に変
へん か

化が見
み

られたことである。インタビューでは「日
にほ ん

本の社
しゃかい

会の中
なか

で、

外
がいこくじん

国人として何
なに

ができるかを考
かんが

えるようになった」「特
とく

に津
つな み

波では、『私
わたし

の国
くに

がやられた』とい

う悔
くや

しい気
き も

持ちが芽
め ば

生えた」「日
にほん

本に住
す

んでいるから日
にほん

本の復
ふっこう

興に協
きょうりょく

力しないといけないと思
おも

う」

「慌
あわ

てることなく、これからも日
にほんしゃかい

本社会のために貢
こうけん

献したいと思
おも

う」といった声
こえ

がニューカマー

外
がいこくじん

国人のインフォーマントからあがった。日
にほ ん

本で生
う

まれ育
そだ

ったオールドカマーのインフォーマ

ントからも「暴
ぼ う と か

徒化せずに、協
きょうりょく

力して生
せいかつ

活しているところはすごいなと感
かん

じている。このこと

は、日
にほんじん

本人の特
とくちょうてき

徴的な性
せいかく

格であると思
おも

う。そのような状
じょうきょう

況を見
み

ると、日
にほ ん

本に生
う

まれたことに誇
ほこ
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りを持
も

つ」「炊
た

き出
だ

しなど、避
ひなんじょ

難所での活
かつどう

動に感
かんしゃ

謝されて、こちら側
がわ

が勇
ゆう き

気づけられることにも

なった」「被
ひさ い

災した人
ひとびと

々が秩
ちつじょただ

序正しく苦
くる

しみに耐
た

え、絆
きずな

を結
むす

んでいる姿
すがた

に感
かんどう

動し、力
ちから

をもらって

います」といった意
いけ ん

見があった。こうした調
ちょうさけっか

査結果からは、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民の少
すく

なくとも一
いち ぶ

部には、

東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災を契
けい き

機に自
じ ぶ ん じ し ん

分自身と日
にほんしゃかい

本社会との関
かんけい

係を見
み

つめなおし、「第
だい に

二の故
ふるさと

郷」あるいは

「自
じぶ ん

分が生
う

まれ育
そだ

った場
ばし ょ

所」である日
にほんしゃかい

本社会への連
れんたい

帯の感
かんかく

覚を強
つよ

めている人
ひとびと

々がいることを示
し さ

唆

している。実
じっさい

際、外
がいこくじんじゅうみんだんたい

国人住民団体による支
しえ ん

援の多
おお

くが、被
ひさ い

災した同
どうほうじゅうみん

胞住民と日
にほんじんじゅうみん

本人住民を区
くべ つ

別

せずに対
たいしょう

象としていたことも調
ちょうさ

査から明
あき

らかになった。

２．外
がいこくじんじゅうみん

国人住民からの呼
よ

びかけ

　もちろん、被
ひ さ い ち

災地に支
し え ん

援の手
て

を差
さ

し伸
の

べる外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が存
そんざい

在するからといって、

外
がいこくじんじゅうみんじしん

国人住民自身には日
にほんしゃかい

本社会からの支
しえ ん

援が必
ひつよう

要ないというわけではない。今
こんかい

回の調
ちょうさ

査において

も、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が日
にほんしゃかい

本社会のなかで依
いぜ ん

然として多
おお

くの困
こんなん

難に直
ちょくめん

面していることが確
かくにん

認された。

たとえば、いわゆるニューカマー外
がいこくじんじゅうみん

国人住民には日
にほんじんじゅうみんいっぱん

本人住民一般に比
くら

べて生
せいかつ

活に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報が

不
ふそ く

足しており、また失
しつぎょう

業や DVなどの深
しんこく

刻な事
じた い

態に陥
おちい

った際
さい

、より多
おお

くの損
そんしつ

失を被
こうむ

るリスクが高
たか

い傾
けいこう

向が伺
うかが

えた。ただしニューカマーのなかでも比
ひかくてきこうど

較的高度な人
じんてきしほん

的資本や社
しゃかいかんけいしほん

会関係資本を身
み

に

つけ、国
こっきょう

境を越
こ

えた人
ひと

や情
じょうほう

報のつながりも活
かつよう

用して日
にほ ん

本における労
ろうどう

働や生
せいかつ

活の質
しつ

を高
たか

めている

人
ひとびと

々もいた。だがそのような人
ひとびと

々も決
けっ

して日
にほんじん

本人・日
にほんしゃかい

本社会との関
かんけい

係を軽
けい し

視しているわけでは

なく、日
にほんしゃかい

本社会への参
さん か

加や住
じゅうみん

民としての責
せきにん

任を果
は

たそうとする姿
しせ い

勢も垣
か い ま み

間見えた。これは、か

つて私
わたし

が携
たずさ

わったオーストラリアにおけるアジア系
けいせんもんしょく

専門職・ミドルクラス移
いみ ん

民に対
たい

する調
ちょうさ

査で

も観
かんさつ

察された傾
けいこう

向である 1。いっぽうオールドカマー外
がいこくじんじゅうみん

国人住民のインフォーマントの語
かた

りから

は、彼
かれ

・彼
かのじょ

女たちのアイデンティティが多
た よ う か

様化するなかで、日
にほんしゃかい

本社会と自
みずか

らのコミュニティへ

の帰
きぞ く

属のはざまで自
みずか

らの立
た

ち位
い ち

置を模
もさ く

索している姿
すがた

を想
そうぞう

像することができる。またオールドカ

マーの高
こうれいしゃ

齢者に対
たい

する支
しえん

援ニーズの存
そんざい

在も確
かくにん

認することができた。

　今
こんかい

回の調
ちょうさ

査でとりわけ強
きょうちょう

調すべきは、ニューカマー・オールドカマー問
と

わず、日
にほんしゃかい

本社会の

あり方
かた

について独
どく じ

自の見
けんかい

解をもち、社
しゃかい

会の一
いちいん

員として発
はつげん

言・行
こうどう

動しようとしている外
がいこくじんじゅうみん

国人住民

が目
め だ

立ったことである。たとえば先
せんじゅつ

述のように多
おお

くの外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災で被
ひ さ い ち

災地への

支
しえ ん

援を行
おこな

っていたが、そのいっぽうで「外
がいこくじん

国人は日
にほんじん

本人、外
がいこくじん

国人を区
くべ つ

別していない。日
にほんじん

本人が

シャットアウトしているだけ」「いろいろな形
かたち

で社
しゃかい

会に貢
こうけん

献しても、いつも恩
おんけい

恵が最
さい ご

後に来
く

る

のは外
がいこくじん

国人」「惨
さん じ

事の後
あと

に、朝
ちょうせんがっこう

鮮学校に対
たい

する補
ほじょきん

助金を削
さくげん

減したり、あるいは止
や

めてしまったり

ということがあると、在
ざいにちどうほう

日同胞の日
にほんしゃかい

本社会への見
みか た

方に悪
わる

い影
えいきょう

響を与
あた

えるのではないか」「『がん

1　石
い し い ゆ か

井由香・関
せ き ね ま さ み

根政美・塩
しおはらよしかず

原良和『アジア系
けいせんもんしょくいみん

専門職移民の現
げんざい

在――変
へんよう

容するマルチカルチュラル・オーストラリア』

慶
けいおうぎじゅくだいがくしゅっぱんかい

應義塾大学出版会、2009 年
ねん



―　62　―

ばろう日
にほ ん

本』というキャッチフレーズに恐
きょうふかん

怖感をもった。日
にほんじん

本人に対
たい

してだけ呼
よ

びかけられて

いるのか分
わ

からず、自
じぶ ん

分が日
にほんじん

本人ではないのにそちらに引
ひ

っ張
ぱ

られていくような違
い わ か ん

和感があっ

た」といった、日
にほんじん

本人・日
にほんしゃかい

本社会の外
がいこくじんじゅうみん

国人住民に対
たい

する姿
しせ い

勢に批
ひはんてき

判的な意
いけ ん

見もあった。また

日
にほんしゃかい

本社会に望
のぞ

むこととして、差
さべ つ

別の撤
てっぱい

廃や行
ぎょうせい

政サービスの充
じゅうじつ

実、異
いぶんかこうりゅう

文化交流の活
かっぱつか

発化といった

個
こべ つ

別の要
ようぼう

望を超
こ

えて、独
どく じ

自の社
しゃかいかん

会観をもって提
ていげん

言をする意
いけ ん

見が少
すく

なくなかったことも印
いんしょうてき

象的で

ある。

日
にほんしゃかい

本社会における差
さべ つ

別をなくす必
ひつよう

要がある。人
ひと

は平
びょうどう

等であるべき。周
しゅうえんか

縁化されている日
にほんじん

本人

もいる。仕
しご と

事が出
で き

来ない日
にほんじん

本人もいる。社
しゃかい

会の構
こうせいいんすべ

成員全てが社
しゃかい

会に参
さん か

加できるようにするこ

とが大
だい じ

事である。人
じんけん

権が守
まも

られなければならない。自
みずか

らを尊
そんちょう

重し、また他
たし ゃ

者を尊
そんちょう

重しなけれ

ばならない。そして、自
じぶん

分のアイデンティティ、基
きほんてきじんけん

本的人権を擁
ようご

護しなければならない。（フィ

リピン－O）

日
にほ ん

本は高
こうれいか

齢化が進
すす

んでいて、外
そと

からの労
ろうどうしゃ

働者を受
う

け入
い

れていかなくては、経
けいざいりょく

済力を保
ほ じ で き

持出来

ないし、国
こくさいてき

際的な競
きょうそう

争にもついていけなくなる。まず、働
はたら

く人
ひと

の権
けん り

利を認
みと

める必
ひつよう

要がある。

その権
けん り

利は普
ふへんてき

遍的なものである。・・・どこの国
くに

の政
せい ふ

府も、そこに住
す

んでいる人
ひと

に対
たい

する責
せきにん

任

を負
お

っているので、外
がいこくじんせいさく

国人政策についても、政
せい ふ

府がきちんとした政
せいさく

策や明
めいかく

確なメッセージを

打
う

ち出
だ

していくべきである。（ペルー－X）

「協
きょうどう

働、真
しん

の共
きょうせい

生」につながるには、「共
きょうせい

生」を誰
だれ

が感
かん

じるのかが大
だいじ

事。あーすフェスタにおけ

る協
きょうりょく

力など、生
せいかつ

活レベルで実
じっさい

際に「協
きょうどう

働」しながら実
じつ

を結
むす

んでいくものである。（韓
かんこく

国・朝
ちょうせん

鮮－ F）

３．「ともに生
い

きる」から「ともに創
つく

る」へ

　自
じぶ ん じ し ん

分自身の言
こと ば

葉で日
にほんしゃかい

本社会についての意
いけ ん

見を表
ひょうめい

明し、日
にほんしゃかい

本社会の一
いちいん

員として日
にほんじん

本人と連
れんたい

帯し

ようとする外
がいこくじんじゅうみん

国人住民からの呼
よ

びかけにどのように応
おうとう

答していくのかが、日
にほんじん

本人・日
にほんしゃかい

本社会

の側
がわ

に問
と

われている。確
たし

かに、日
にほんしゃかい

本社会において外
がいこくじんじゅうみん

国人住民はいまだに圧
あっとうてき

倒的なマイノリティ

であり、行
ぎょうせい

政や社
しゃかい

会からの支
しえ ん

援を必
ひつよう

要としている数
かずおお

多くの外
がいこくじんじゅうみん

国人住民が存
そんざい

在するという事
じじ つ

実を

忘
わす

れるべきではない。だが東
ひがしにほんだいしんさい

日本大震災によって改
あらた

めて示
しめ

されたことは、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民とは常
つね

に

「支
しえ ん

援される人
ひとびと

々」であるという固
こていかんねん

定観念を捨
す

て去
さ

る必
ひつようせい

要性である。外
がいこくじんじゅうみん

国人住民も、場
ばあ い

合によっ

ては日
にほんじんじゅうみん

本人住民や日
にほんしゃかい

本社会に「支
しえ ん

援をする人
ひとびと

々」になることができる。外
がいこくじんじゅうみんしえん

国人住民支援の現
げん ば

場

では、支
しえ ん

援をしているはずの日
にほんじん

本人がいつのまにか外
がいこくじん

国人に励
はげ

まされ、助
たす

けられていたという

関
かんけいせい

係性の変
へん か

化が観
かんさつ

察されることもある。日
にほんじん

本人であろうが外
がいこくじん

国人であろうが、人
にんげん

間とは状
じょうきょう

況に

応
おう

じて他
たし ゃ

者を支
ささ

えたり他
たし ゃ

者に支
ささ

えられたりするものだという、ごく当
あ

たり前
まえ

の事
じじ つ

実を再
さいにんしき

認識す
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ることが求
もと

められている。言
い

い換
か

えれば、日
にほんじん

本人が外
がいこくじんじゅうみん

国人住民を支
しえ ん

援するということは、いつ

か自
じぶ ん

分たちを支
しえ ん

援してくれるであろう人
ひとびと

々、ともに社
しゃかい

会を創
つく

りあげていく人
ひとびと

々を同
おな

じ社
しゃかい

会のな

かに増
ふ

やしていくということなのである。

　今
こんにち

日の日
にほ ん

本でもっとも普
ふきゅう

及している「多
たぶんかきょうせい

文化共生」の定
てい ぎ

義のひとつは「国
こくせき

籍や民
みんぞく

族などの

異
こと

なる人
ひとびと

々が、互
たが

いの文
ぶんかてきちが

化的違いを認
みと

め合
あ

い、対
たいとう

等な関
かんけい

係を築
きず

こうとしながら、地
ちいきしゃかい

域社会の

構
こうせいいん

成員としてともに生
い

きていくこと」2というものである 。だがめまぐるしい時
じだ い

代の変
へん か

化のな

かで、自
みずか

らの属
ぞく

する社
しゃかい

会のあり方
かた

を絶
た

えず省
せいさつ

察し、変
か

えていく必
ひつよう

要に迫
せま

られている私
わたし

たちは、「と

もに生
い

きていく」というフレーズを「ともに社
しゃかい

会を創
つく

っていく」と読
よ

み替
か

える必
ひつよう

要があるので

はないだろうか。外
がいこくじんじゅうみんしえん

国人住民支援の目
もくてき

的は、外
がいこくじんじゅうみん

国人住民を「ともに社
しゃかい

会を創
つく

りあげていく協
きょうどう

働

のパートナー」として社
しゃかい

会に包
ほうせつ

摂していくことであるべきなのだ。

2　 総
そうむしょう

務省『多
たぶんかきょうせい

文化共生の推
すいしん

進に関
かん

する研
けんきゅうかいほうこくしょ

究会報告書』、2006 年
ねん

、5頁
ぺーじ

。
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Ⅴ　資
しりょう

料
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資
しりょう

料１
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資
しりょう

料２
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各
かくとし

年 12 月
が つ ま つ じ て ん

末日時点のデータ

神
かながわけんけんみんきょく

奈川県県民局くらし文
ぶんかぶこくさいかしら

化部国際課調べ

資
しりょう

料３

2010 年
とし

12 月
が つ ま つ じ て ん

末日時点のデータ：「在
ざいりゅうがいこくじんとうけい

留外国人統計」（法
ほうむしょうはっこう

務省発行）を基
もと

に作
さくせい

成

神
かながわけんけんみんきょく

奈川県県民局くらし文
ぶんかぶこくさいかしら

化部国際課調べ

資
しりょう

料４
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資
しりょう

料５
　「多

た ぶ ん か り か い

文化理解を促
そくしん

進するためのリーフレット」（財
ざいだんほうじん

団法人かながわ国
こくさいこうりゅうざいだんさくせい

際交流財団作成）（A3版
ばん

4 つ折
おり

）
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　本
ほんほうこくしょ

報告書の作
さくせい

成にあたり、次
つぎ

の皆
みなさま

様をはじめ多
おお

くの方
かたがた

々にご協
きょうりょく

力をいただきました。厚
あつ

くお礼
れいもう

申し

上
あ

げます。（五
ごじゅうおんじゅん

十音順）

アジアン J様
さま

特
とくていひえいりかつどうほうじん

定非営利活動法人 ABC ジャパン 様
さま

El Tambo de Oro 様
さま

O Vencedor 様
さま

神
かながわちょうせんがくえん

奈川朝鮮学園オモニ会
かいれんらくかい

連絡会 様
さま

カラカサン～移
いじゅうじょせい

住女性のためのエンパワメントセンター 様
さま

カワヤングループ ＰＷＣ 様
さま

居
きょいかい

委会 様
さま

在
ざいにちだいかんきりすときょうかいせいねんかい

日大韓基督教会青年会 様
さま

在
ざいにちだいかんみんこくせいねんかいかながわけんちほうほんぶ

日大韓民国青年会神奈川県地方本部 様
さま

在
ざいにちだいかんみんこくふじんかいかながわけんちほうほんぶ

日大韓民国婦人会神奈川県地方本部 様
さま

在
ざいにほんちょうせんじんそうれんごうかいかながわけんほんぶ

日本朝鮮人総聯合会神奈川県本部 様
さま

在
ざいにほんちょうせんせいねんどうめいかながわけんほんぶ

日本朝鮮青年同盟神奈川県本部 様
さま

在
ざいにほんちょうせんみんしゅじょせいどうめいかながわけんほんぶ

日本朝鮮民主女性同盟神奈川県本部 様
さま

社
しゃかいふくしほうじん

会福祉法人 青
せいきゅうしゃ

丘社 ふれあい館
かん

 様
さま

有
ゆうげんがいしゃ

限会社　茂
もぎし ょ う じ

木商事 様
さま

横
よこはま

浜イスパーナスクール 様
さま

横
よこはまかきょうかじんれんゆうかい

浜華僑華人聯友会 様
さま

横
よこはまかきょうそうかい

浜華僑総会 様
さま

横
よこはまかきょうふじょかい

浜華僑婦女会 様
さま
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編
へんしゅう

集・発
はっこう

行　　　　財
ざいだんほうじん

団法人かながわ国
こくさいこうりゅうざいだん

際交流財団
E-mail: tabunka@k-i-a.or.jp

URL http://www.k-i-a.or.jp

２０１２年
ねん

２月
がつ

本
ほんじぎょう

事 業 は、 財
ざ い だ ん ほ う じ ん じ ち た い こ く さ い か き ょ う か い

団 法 人 自 治 体 国 際 化 協 会「 平
へいせい

成 ２ ３

年
ねんどちいきこくさいかしさくしえんとくべつたいさくじぎょう

度地域国際化施策支援特別対策事業」の助
じょせい

成を受
う

けています。






